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1-(3)-①-7 ボランティア受入実績        （後述の資料に記載）◎共通資料b 

 

1-(3)-①-8 友の会・メンバーズパス等 

 
1) 会員数 

 

友の会 令和5年3月31日現在 

       区分 

館名 
友の会会員数 (参考) 年会費 

東京国立博物館 9,335 人 7,000 円 

九州国立博物館 68 人 7,500 円 

   

メンバーズプレミアムパス           令和5年3月31日現在 

区分 

(年会費) 

館名 

会員数 
一般  

(3,800円) 

一般 

(3,500円) 

学生 

(2,500円) 

奈良国立博物館 
（奈良博プレミアムカード） 

2,013 人 - 2,013 人 - 

九州国立博物館 3,943 人 2,247 人 - 1,696 人 

 

国立博物館メンバーズパス（4館共通）         令和5年3月31日現在 

       区分 

(年会費) 

館名 

会員数 
一般 

(2,500円) 

学生 

(1,200円) 

東京国立博物館 4,618 人 4,361 人 257 人 

京都国立博物館 339 人 329 人 10 人 

奈良国立博物館 63 人 55 人 8 人 

九州国立博物館 25 人 23 人 2 人 

 

 

2)各種会員を対象とした事業 

友の会会員を対象とした事業 

【東京国立博物館】 

特別展無料観覧券3枚贈呈、ミュージアムシアター無料観覧券1枚贈呈、当館ミュージアムショップ・レスト

ラン・カフェでの割引。 

 

【九州国立博物館】 

当館特別展観覧券6枚贈呈、季刊情報誌「アジアージュ」、特別展示ちらし、特別展連続講座等イベント案

内送付、当館ミュージアムショップ・レストラン･カフェでの割引、入会時の記念品プレゼント。 
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メンバーズプレミアムパスを対象とした事業  

【奈良国立博物館】(奈良博プレミアムカード) 

①当館特別展の無料観覧（計4回まで、うち同一展は2回まで） 

②当館名品展（平常展）の無料観覧 

③機構内他館特別展の団体料金観覧 

④機構内他館平常展の無料観覧 

  ⑤『奈良国立博物館だより』（年4回）の送付 

  ⑥『奈良国立博物館展示案内』（年1回）の送付 

  ⑦当館ミュージアムショップでの展覧会図録の割引 

  ⑧当館レストランでの飲食料金の割引 

  ⑨近隣他館の入館料金割引または無料 

⑩当館研究員による解説付きの別鑑賞会を実施 

・5月11日（水）  特別展「大安寺のすべて―天平のみほとけと祈り―」  

             特別鑑賞会 参加人数 75人 

・7月29日（金）  貞享本當麻曼荼羅修理完成記念特別展「中将姫と當麻曼荼羅―祈りが紡ぐ物語―」  

             特別鑑賞会 参加人数 79人 

・11月4日（金）   特別展「第74回正倉院展」 

特別鑑賞会 参加人数  88人 

・12月21日（水）  式年造替記念特別展「春日大社  若宮国宝展―祈りの王朝文化―」 

特別鑑賞会 参加人数84人 

【九州国立博物館】 

 ①当館特別展の無料観覧（計4回まで、うち同一展は2回まで） 

 ②当館平常展の無料観覧 

 

 

 

1-(3)-①-9 賛助会 
1) 会員数 令和5年3月31日現在 

館

名 
東京国立博物館 

京都国立博物館 

奈良国立博物館 九州国立博物館 (一般社団法人 

清風会) 

(ﾐｭｰｼﾞｱﾑ･ 

ﾊﾟｰﾄﾅｰ) 

件

数 
608件 510件 6件 127件 55件 

内

訳 

ﾌﾟﾗﾁﾅ会員(個人):9人 

ｺﾞｰﾙﾄﾞ会員(個人):53人 

ｼﾙﾊﾞｰ会員(個人):481人 

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員 (団体 ):1団

体 

特別会員(団体)：19団体 

維持会員(団体)：45団体 

賛助会員(団体):28団体 

特別会員(団体):25団体 

特別会員(個人):40人 

普通会員(団体):21団体 

普通会員(個人):396人 

団体会員:5 件 

個人会員:1 件 

 

特別支援会員:2団体 

特別会員:7団体 

一般会員(団体):15団体 

一般会員(個人):103人 

特別会員(個人):5人 

維持会員(個人):29人 

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員(団体):1団体 

特別会員(団体):2団体 

維持会員(団体):18団体 

 

 

2) 賛助会員を対象とした事業 

【東京国立博物館】 

①当館総合文化展、特別展（シルバー会員以外）の無料観覧 

②各特別展開会式・内覧会へのご招待 

③賛助会感謝デーへのご招待 

④『東京国立博物館ニュース』（年4回）の配布 

⑤当館ミュージアムショップの商品の一部割引 

⑥当館レストラン、カフェでの飲食料金の割引 

 

 

【京都国立博物館】 

  ①『京都国立博物館だより』（年4回）の配布 

  ②当館平常展（平成知新館名品ギャラリー）、特別展の無料観覧 

  ③清風会が行う鑑賞会、見学会、会報に協力 

  ④当館ミュージアムショップの商品の一部割引 

    ⑤国際シンポジウム（年1回）案内の発送 
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【奈良国立博物館】 

  ①当館名品展（平常展）、特別展の無料観覧 

  ②各特別展開会式（内覧会）へのご招待 

  ③展覧会図録の1冊贈呈 

  ④『奈良国立博物館だより』（年4回）の送付 

  ⑤当館ミュージアムショップでの展覧会図録の割引 

  ⑥当館レストランでの飲食料金の割引 

⑦当館研究員による解説付きの賛助会員特別鑑賞会を実施 

・5月10日（火）  特別展「大安寺のすべて―天平のみほとけと祈り―」  

             特別鑑賞会 参加人数 40人 

・8月3日（水）   貞享本當麻曼荼羅修理完成記念  特別展「中将姫と當麻曼荼羅―祈りが紡ぐ物語―」 

             特別鑑賞会 参加人数 39人 

・11月4日（金）   特別展「第74回正倉院展」 

特別鑑賞会 参加人数  72人 

・12月16日（金）  式年造替記念特別展「春日大社  若宮国宝展―祈りの王朝文化―」 

特別鑑賞会 参加人数 36人 

 

【九州国立博物館】 

  ①当館文化交流展、特別展の無料観覧 

  ②各特別展開会式へのご招待 

  ③各特別展につき1回の特別鑑賞会へのご招待（3年度は新型コロナウイルスの影響により特別鑑賞会中止。

代わりに日時指定のない招待券を送付） 

  ④特別展図録の贈呈 

  ⑤季刊情報誌『アジアージュ』（年4回）の配布 

  ⑥当館駐車場無料利用 

  ⑦当館施設利用料割引 

  ⑧当館レストラン、カフェでの飲食料金の割引 
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1-(3)-②-5 広報実績一覧
【本部文化財活用センター】
・東京国立博物館創立150年記念 踊る埴輪＆見返り美人 修理プロジェクト

会期 4月1日（金）～5年3月31日

ターゲット 一般の美術愛好者、若年層

重点項目 ライトユーザー

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

チラシ館内配布、ポスター掲示

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

2回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

ぶんかつウェブサイト特設ページでの紹介、ぶんかつSNSの情報発信(Twitter/Instagram)計10回、ぶんか
つブログでの紹介計1回、東博Twitterの情報発信計14回

その他 アットPressによるプレスリリース配信

種類 メディア名、件数等

新聞 読売新聞計2回

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

LINE NEWS、livedoor、@nifty ニュース　ほか計55媒体

その他 ―

・文化財活用センターが 『 あつまれ どうぶつの森 』 で 「ぶんかつ島」の夢番地を公開

会期 8月18日（木）～

ターゲット ゲーム愛好者、子ども、一般の美術愛好者

重点項目 ゲーム愛好者、ライトユーザー

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

ぶんかつウェブページでの紹介、ぶんかつSNSの情報発信(Twitter/Instagram/YouTube)計8回、ぶんかつブ
ログでの紹介計3回

その他 アットPressによるプレスリリース配信、広報用動画計3本制作

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

ファミ通.com 、ロイター.co.jp 、電ファミニコゲーマーほか、計110媒体

その他 ―

・「初音ミク」とのコラボレーショングッズを販売

会期 6月24日（金）～

ターゲット 一般の美術愛好者、若年層

重点項目 ライトユーザー

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

②メディア掲載等

②メディア掲載等
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「東京国立博物館
ニュース」掲載

1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

ぶんかつウェブサイト特設ページでの紹介、ぶんかつSNSの情報発信(Twitter/Instagram)計6回、ぶんかつ
ブログでの紹介計1回、東博Twitterの情報発信計2回

その他 アットPressによるプレスリリース配信

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

Yahoo! ニュース、美術手帖、ニコニコニュース　ほか計74媒体

その他 ―

・ひかり拓本プロジェクト

会期 10月5日（水）～12月2日（金）

ターゲット 美術・歴史・考古系愛好者・文化財防災関係者

重点項目 コアユーザー

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

チラシ館内（東京国立博物館、平城宮跡資料館、飛鳥資料館）配布、奈文研メーリングリスト1020件、寄
附実績者への案内46件

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

ぶんかつウェブサイト特設ページ、奈文研ウェブサイトイベントページでの紹介、ぶんかつSNSの情報発信
(Twitter/Instagram)計17回、ぶんかつブログでの紹介計1回、奈文研、飛鳥資料館Facebookでの情報発信
計5回

その他 アットPressによるプレスリリース配信

種類 メディア名、件数等

新聞
読売新聞（全国版、奈良版）、毎日新聞（奈良版）、朝日新聞（奈良版）、産経新聞（奈良版）ほか計7媒
体

テレビ、ラジオ NHK、NHK関西、NHKならナビ、J-WAVE「JAM THE PLANET」

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

NHK NEWS WEB、京都新聞、奈良新聞デジタル、ドワンゴ「ニコニコ美術館」 ほか134媒体

その他 クラウドファンディングサービス「READYFOR」の情報発信2回

・東京国立博物館創立150年記念 特別企画「未来の博物館」

会期 10月18日（火） ～  12月11日（日）

ターゲット 若年層、美術愛好者

重点項目 ライトユーザー、映像技術系媒体

特記事項

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

チラシ館内配布、ポスター掲示

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

9-11月号に掲載

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

ぶんかつウェブサイト特設ページでの紹介、ぶんかつSNSの情報発信(Twitter/Instagram)計14回、ぶんか
つブログでの紹介計3回、共催・協賛会社によるSNS/YouTube動画の情報発信

その他
アットPressによるプレスリリース配信、報道・関係者内覧会の実施、SNS（Twitter／Instagram）広告出
稿、広報用動画（約3分／約1分）制作

種類 メディア名、件数等

新聞 朝日新聞、電化新聞ほか

テレビ、ラジオ
NHK特番・開幕生中継、NHK World Japan、NHK「チコちゃんに叱られる！」、日本博広報番組、TBSラジオ
「アフター6ジャンクション」ほか

雑誌 日経デザイン、月刊ニューメディア、サイン&ディスプレイほか　計4件

②メディア掲載等

②メディア掲載等

②メディア掲載等
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インターネットメ
ディア

LINEニュース、Yahoo! ニュース 、読売新聞オンライン、ニコニコニュース ほか計90媒体

その他 ―

・デジタル法隆寺宝物館

会期 5年1月31日（火） ～  以降は通年展示

ターゲット 一般の美術愛好者、外国人、国内外観光旅行者

重点項目 外国人日本美術愛好者、国内外観光客

特記事項 令和4年度「日本博」イノベーション型プロジェクト採択事業

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

チラシ館内配布、ポスター掲示

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

12-2月号に掲載

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

ぶんかつウェブ展示イベントページでの紹介、ぶんかつSNSの情報発信(Twitter/Instagram)、ぶんかつブ
ログでの紹介計3回

その他
日本博公式ウェブサイトでの紹介、アットPressによるプレスリリース配信、報道・関係者内覧会の実施、
SNS（Twitter／Instagram）広告出稿、広報用動画8種（約4分／約1分）制作

種類 メディア名、件数等

新聞 世界日報、朝日中高生新聞、下野新聞

テレビ、ラジオ NHK「ゆう5時」

雑誌 新美術新聞、美術の窓、芸術新潮

インターネットメ
ディア

livedoor ニュース、ニコニコニュース、NHKオンライン、美術展ナビ、Tokyo Weekender、新華網NEWS、
NHK WORLD JAPAN、産経ニュース、All About Japan、JAPAN TODAY、ACCESSIBLE JAPAN、ほか計130媒体

その他 「旅をテーマとする日本博リーフレット」、ぶんかる、OAG（ドイツ東洋文化研究協会機関紙）

・東京国立博物館バーチャル展示「エウレカトーハク！◉８９」

会期 1月17日（火）　～　3月31日（金）

ターゲット ライトユーザー、一般の美術愛好者

重点項目 ライトユーザー、インターネット媒体、映像技術系媒体

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

ぶんかつウェブサイトでの紹介、ぶんかつSNSの情報発信(Twitter/Instagram)

その他 アットPressによるプレスリリース配信

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

読売新聞オンライン、@nifty ニュース、livedoorほか計52媒体

その他 ―

・4年度国立博物館収蔵品貸与促進事業実施について

会期 4月23日（土）～12月4日（日）（全国6施設にて開催）

ターゲット 各開催会場来場者、古美術愛好者、歴史愛好者、ファミリー層、小学生などの子どもとその親、観光客

重点項目 一般媒体、開催地域の地元向け媒体、インターネット媒体

特記事項 貸与促進事業全体の活動周知を目的とする広報

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

開催会場に貸与促進事業の説明及び年間の事業実施会場について掲載したパネルを掲出

②メディア掲載等

②メディア掲載等
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交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

ぶんかつウェブサイトでの紹介、ぶんかつSNS(Twitter/Instagram)の情報発信、ぶんかつブログでの紹介

その他 ―

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

―

その他 ―

・4年度貸与促進事業　鹿児島県歴史・美術センター黎明館　「茶の湯と薩摩」

会期 9月22日（木） ～ 11月6日（日）

ターゲット 古美術愛好者、近代美術愛好者、歴史愛好者、ファミリー層、小学生などの子どもとその親、観光客

重点項目 開催地域の地元向け媒体、インターネット媒体、一般の美術愛好者向け雑誌媒体

特記事項 （※）は、文化財活用センターから支出された広報費による掲出

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

ポスター・チラシ（※）、屋外看板（※）

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 南日本新聞社

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

ぶんかつウェブサイトでの紹介、ぶんかつSNSの情報発信(Twitter/Instagram)5回、ぶんかつブログでの紹
介計1回

その他 MBC南日本放送スマホアプリトップスライダー広告（※）

種類 メディア名、件数等

新聞 南日本新聞社

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

―

その他 ―

・令和6(2024)年度 国立博物館収蔵品貸与促進事業　実施対象館募集開始

会期 5年4月3日（月）～6月30日（金）

ターゲット 全国の博物館・美術館、各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会

重点項目 一般媒体、開催地域の地元向け媒体、インターネット媒体

特記事項 貸与促進事業募集開始の周知を目的とする広報

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

チラシ及び申請要項の送付169件(公開承認施設、各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会）

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

ぶんかつウェブサイトでの紹介、ぶんかつSNS(Twitter/Instagram)の情報発信

その他 アットPressによるプレスリリース配信

種類 メディア名、件数等

新聞

テレビ、ラジオ

②メディア掲載等

②メディア掲載等

②メディア掲載等
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雑誌

インターネットメ
ディア

朝日新聞デジタルマガジン＆、読売新聞オンライン ほか計40媒体

その他

・令和5(2023)年度 国立博物館収蔵品貸与促進事業　実施対象館が決定

会期 5年4月1日（土）～6年4月7日（日）（全国7施設にて開催）

ターゲット 各開催会場来場者、古美術愛好者、歴史愛好者、ファミリー層、小学生などの子どもとその親、観光客

重点項目 一般媒体、開催地域の地元向け媒体、インターネット媒体

特記事項 貸与促進事業全体の活動周知を目的とする広報

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

ぶんかつウェブサイトでの紹介、ぶんかつSNS(Twitter/Instagram)の情報発信

その他 アットPressによるプレスリリース配信

種類 メディア名、件数等

新聞

テレビ、ラジオ

雑誌

インターネットメ
ディア

その他

【東京国立博物館】
(1) 総合文化展（平常展）
・「博物館でお花見を」

会期 3月15日（火）～4月10日（日）（25日間）

ターゲット 比較的外出する傾向にあり、SNSを多用している日本20代前半から30代前半。一般の美術愛好家

重点項目 一般のマスコミ及びインターネット・SNSによる情報提供

特記事項

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

新型コロナウイルス感染拡大による運営方法変更等に備え、広報ビジュアルデータを制作しデジタルメ
ディアの広報をメインとしたため、館内掲示用のポスターのみ作成。

交通広告 デジタルサイネージ：JR上野駅（公園口）

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、ブログ関連記事1回、メールマガジン・SNSでの情報配信。

その他 SNS広告（Twitter、Instagram、Facebook）、アットプレスによるリリース発信

種類 メディア名、件数等

新聞 東京新聞、新美術新聞ほか

テレビ、ラジオ J:COM11チャンネル台東区広報番組「ニュースたいとう」

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

LINEニュース、SankeiBiz、FASCHON PRESS、ロイター、朝日新聞デジタルマガジン＆ など

その他

・「博物館でアジアの旅」 

会期 9月21日（水)～10月16日（日）  (23日間）

ターゲット 一般の東洋美術愛好家、小学生などの子どもとその親、若年層（学生など）

重点項目 一般のマスコミ及びインターネット・SNSによる情報提供

特記事項

①広告・広報

②メディア掲載等

②メディア掲載等
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種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

館内掲示用にポスターのみ作成

交通広告 デジタルサイネージ：JR上野駅（公園口）

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、ブログ関連記事3回、メールマガジン・SNSでの情報配信など。

その他
SNS広告（Twitter、Instagram、Facebook、TikTok）、アットプレスによるリリース発信、PR用ステッカー
配架

種類 メディア名、件数等

新聞 船橋よみうり新聞、毎日新聞

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

美術展ナビ、朝日新聞デジタルマガジン、ファッションプレス、レッツエンジョイ東京、ORICON NEWS、ロ
イター.co.jp、月刊うえのWEB版 ほか

その他 ―

・「博物館に初もうで」

会期 5年1月2日（月・休）～1月29日（日）（25日間）

ターゲット 一般の美術愛好家、小学生などの子どもとその親、若年層（学生など）、在日外国人

重点項目 一般のマスコミ及びインターネット・SNSによる情報提供

特記事項

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

館内掲示用にポスターのみ作成

交通広告 デジタルサイネージ：JR上野駅（公園口）

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジン・SNSでの情報配信など

その他 SNS広告（Twitter、Instagram、Facebook、TikTok）、アットプレスによるリリース発信

種類 メディア名、件数等

新聞 共同通信、読売こども新聞、しんぶん赤旗

テレビ、ラジオ 台東区ケーブルテレビ、J-WAVE

雑誌 ハルメク、男の隠れ家

インターネットメ
ディア

ぶんかる、TimeOut、美術手帖WEB、美術展ナビ、婦人画報WEB、月刊うえのWEB版ほか

その他 ―

・特別企画「大安寺の仏像」

会期 5年1月2日（月・休）～3月19日（日）（66日間）

ターゲット 一般の美術愛好家、仏像ファン、古美術ファン

重点項目 一般のマスコミ及びインターネット・SNSによる情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

B2…30部、A4…1万部（当館分）　※DMは実施なし

交通広告 デジタルサイネージ：JR上野駅（公園口）、JR東京駅丸の内地下通路

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、ブログ関連記事2回、メールマガジン・SNSでの情報配信など

その他 ―

種類 メディア名、件数等

②メディア掲載等

②メディア掲載等

②メディア掲載等
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新聞
読売新聞「シティライフ」、毎日新聞・博物館ガイド、朝日新聞、東京新聞「メトロポリタン＋」、産経
新聞「東京PLUS」、船橋よみうり新聞　など

テレビ、ラジオ J-WAVE（TDK VOICES FROM NIHONMONO）

雑誌
遠州流茶道月刊誌月刊茶道誌「遠州」（3月号）『大人のおしゃれ手帖』（宝島社）、『ARIFT』2月10日
号、『一個人』『月刊江戸楽』2月号、「きょうの歳時記・美術館」アートの旅　2023冬号（㈱エイブ
ル）、

インターネットメ
ディア

和楽WEB（小学館）、「美術展ナビ」（読売新聞社）、「ファッションプレス」、
WEB版『美術手帖』、「インターネットミュージアム」、「月刊うえの」、「スフマート」、産経リビング
東京Web、月刊うえの、レッツエンジョイ東京、「ここより」、「アートアジェンダ」　など

その他 ―

(2) 特別展、共催展等
・特別展「空也上人と六波羅蜜寺」

会期 3月1日（火）～5月8日（日）（62日間）

ターゲット 日本文化・美術愛好家全般

重点項目 マスコミ及び交通広告、新聞広告等による広く一般への情報提供

特記事項

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約3,000件(美術館・博物館、古美術骨董、各種教室等)に送付、館内配布

交通広告 JR山手線ボード8駅9面

新聞・雑誌広告 朝日新聞イベントガイド

テレビ広告 テレビ朝日CM

「東京国立博物館
ニュース」掲載

告知2回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

WEB:当館ウェブサイトでの紹介、当館メールマガジンでの情報配信、公式サイト・共催者(朝日新聞社、テ
レビ朝日、BS朝日)ウェブサイトでの紹介
SNS:公式フェイスブック・ツイッター、当館ツイッター・フェイスブックでの情報発信　ほか

その他 SNS広告実施

種類 メディア名称、件数等

新聞 朝日小学生新聞、朝日新聞、毎日小学生新聞、宗教新聞　ほか

テレビ、ラジオ
NHK「日曜美術館アートシーン」、BS日テレ「ぶらぶら美術・博物館」、テレビ朝日「じゅん散歩」、テレ
ビ朝日「中居正広のニュースな会」、テレビ東京「出没！アド街ック天国」、TBS「東大王」

雑誌

生活の友社「美術の窓2021年12月号」、新潮社「芸術新潮2021年12月号」、生活の友社「美術の窓3月
号」、日経BPマーケティング「日経おとなのOFF別冊 2022年絶対見逃せない美術展」、JR東日本「大人の
休日倶楽部」、時空旅人「大人が観たい美術展2022」、メディカルクオール「月刊メディカルクオール4月
号」ほか

インターネットメ
ディア

美術展ナビ、和楽WEB、シネフィル、寺社オンライン　ほか

その他 ―

実施日 3年11月3日（平成館大講堂）

人数等 35名出席

実施日 2月28日（月）

人数等 185名出席

・沖縄復帰50年記念　特別展「琉球」

会期 5月3日（火・祝）～6月26日(日)（48日間）

ターゲット 一般の美術愛好家、沖縄文化愛好家

重点項目 マスコミ及び交通広告、新聞広告等による広く一般への情報提供

特記事項

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約3,000件（美術館・博物館・マスコミ等)に送付、館内配布

交通広告
東京メトロ電飾看板（メトロコンコースビジョン）上野・池袋・明治神宮前駅、JR電飾看板（J-ADビジョ
ン）上野駅・丸の内各所連絡通路、京王線・京成線・京急線（川崎・鶴見ほか）沿線駅にてポスター駅貼
り（B1）、アトレ上野店・サクラテラス柱巻き　ほか

新聞・雑誌広告
読売新聞（全国版）朝刊にて特集（4月20日）、社会面面突き出し広告（5月15日・22日）、朝日新聞朝刊
（東京版）テレビ欄広告（5月15日）ほか

テレビ広告 NHK展覧会紹介　スポット放映（5月中）　ほか

「東京国立博物館
ニュース」掲載

告知3回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

WEB:当館ウェブサイトでの紹介、ブログ関連記事8回、メールマガジンでの情報配信、公式サイト・共催者
(読売新聞社、NHKG)ウェブサイトでの紹介
SNS:公式Twitter、当館Twitter・Facebook・Instagramでの情報発信

②メディア掲載等

③報道発表会

④報道内覧会
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その他
・読売本社１階マルチビジョン　スポット放映
・有楽町Bic Vision（有楽町ビックカメラ外壁）スポット放映　　　　ほか

種類 メディア名称、件数等

新聞 読売新聞、朝日新聞、公明新聞　ほか

テレビ、ラジオ
NHK日曜美術館（5/15放送）、NHKニュース（5/15）、日本テレビニュース(5/15)、台東ケーブルテレビ
ほか

雑誌

芸術新潮（新潮社、11月号）、女性のひろば（日本共産党中央委員会、3月号）、
和楽（小学館6・7月号）、サライ（小学館 4/10発売）、時空旅人（株式会社プラネットライ
ツ、3/26発売）、美術の窓（生活の友社、5月号）、美しいキモノ（ハースト婦人画報社、5/20
発売）ほか

インターネットメ
ディア

ドワンゴ「ニコニコ美術館」（5/31生放送）、アートアジェンダ、ファッションプレス、WEB版『美術手
帖』、「インターネットミュージアム」、スフマート、和楽web、共同通信　ほか

その他 ―

実施日 3年11月26日（平成館大講堂）

人数等 33媒体　45名出席

実施日 5月2日

人数等 124媒体　162名出席

　

・日中国交正常化50周年記念　特別デジタル展「故宮の世界」

会期 7月26日（火）～9月19日（月・祝）（56日間）

ターゲット 一般の美術愛好家

重点項目 マスコミ及び交通広告、新聞広告等による広く一般への情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「東京国立博物館
ニュース」掲載

1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト、ツイッター、フェイスブック、ブログ関連記事3回、メールマガジンでの情報配信、展
覧会公式サイト

その他 ―

種類 メディア名称、件数等

新聞 朝日新聞

テレビ、ラジオ ゴーちゃんLAB（テレ朝）

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

インターネットミュージアム、美術展ナビ、朝日マリオン・コム、うえの、ほか

その他 ―

実施日 ―

人数等 ―

実施日 7月25日（月）

人数等 30人

　

・東京国立博物館創立150年記念　特別展「国宝　東京国立博物館のすべて」

会期 10月18日（火）～12月18日（日）（55日間）※12月5日臨時開館、12月13～18日会期延長

ターゲット 日本文化・美術愛好家全般、刀剣ファン

重点項目 マスコミ及び交通広告、新聞広告等による広く一般への情報提供

特記事項 事前予約制による入場者数制限に対する多数の観覧希望を受けて会期延長

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約8,400件（美術館・博物館・マスコミ等)に送付、館内配布

交通広告
東京メトロ電飾ボード3駅（上野・渋谷・飯田橋）、JR駅NTボード24駅25面（上野・東京・品川・新宿・池
袋・新横浜・大宮等）、アトレ上野（柱巻・コンコースフラッグ・パークアベニューフラッグ）、京王線
沿線駅貼りポスター、上野商店街フラッグ　ほか

④報道内覧会

②メディア掲載等

③報道発表会

④報道内覧会

②メディア掲載等

③報道発表会
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新聞・雑誌広告
毎日新聞朝刊にて開催社告（9月19日）、同社朝刊・夕刊にて1面題字下広告・記事下広告など9月以降随時
掲載　ほか

テレビ広告 TBS・BS-TBS毎日新聞スポット枠にて放映、NHKスポット放映 ほか

「東京国立博物館
ニュース」掲載

告知3回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

WEB:当館ウェブサイトでの紹介、ブログ関連記事9回、メールマガジンでの情報配信、公式サイトでの紹介
SNS:公式Twitter・Facebook・Instagram、当館Twitter・Facebook・Instagramでの情報発信

その他

・渋谷DHCチャンネル、新宿フラッグスビジョン、TBSラジオ（10月1日～）でのスポット放映
・国宝カード22万部作成・配付（上野商業施設とのコラボ企画の一環及び10月中の来場者特典として）
・SNS広告配信（Twitter、Facebook）
・Yahoo!・Google広告出稿　　　　　ほか

種類 メディア名称、件数等

新聞 毎日新聞、毎日小学生新聞、読売新聞、読売KODOMO新聞、朝日新聞、産経新聞　ほか

テレビ、ラジオ

NHK BS「生中継！8K特別内覧会」（10/16生中継）、NHK Eテレ「日曜美術館」（10/23）、NHK総合「チコ
ちゃんに叱られる！」（10/28）、NHK総合「東京国立博物館150年 “推し”の国宝 大公開!」（11/3）、
日本テレビ「1億3000万人のSHOWチャンネル」（11/12）、NHK総合「有吉のお金発見　突撃!カネオくん」
（11/26）、BS日テレ「ぶらぶら美術館・博物館」（11/29）ほか

雑誌

「芸術新潮」（3年12月号）、「美術の窓」（3年12月号・4年10月号）、日経BP社「おとなのOFF美術展
2022」、「ノジュール」（5月号・9月号）、「サライ」11月号別冊付録（10/9発売）、「ひととき」（9月
号）、「和樂」（10・11月号）、「東京人」（11月号）、「文藝春秋」（12月号）、2022年版「刀剣画
報・かたな旅」ほか

インターネットメ
ディア

美術展ナビ、毎日新聞英文ニュースサイト「The Mainichi」、美術手帖オンライン、Businness Insider、
Casa BRUTUSオンライン、インターネットミュージアム ほか

その他 ―

実施日 5月20日（金）（平成館大講堂）　※後日、録画映像を期間限定でオンライン配信

人数等 会場出席者：75名、オンライン配信視聴申込：58名

実施日 10月17日（月）

人数等 260名出席

【京都国立博物館】
(1)名品ギャラリー（平常展）
・特集展示「新発見！蕪村の「奥の細道図巻」」

会期 6月14日（火） ～7月18日（月・祝）（31日間）

ターゲット 一般の日本美術ファン、古典文学ファン、与謝蕪村ファン

重点項目 広く一般のマスコミを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

─

交通広告 ─

新聞・雑誌広告 ─

テレビ広告 ─

「京都国立博物館だ
より」掲載

特集2回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

WEB:当館ウェブサイトでの紹介、トラりんブログ関連記事1回、メールマガジンでの情報配信
SNS:当館Twitter、トラりんTwitter・Facebookでの情報発信

その他 ─

種類 メディア名、件数等

新聞 毎日新聞、読売新聞、朝日新聞、京都新聞、共同通信

テレビ、ラジオ ─

雑誌 きょうの歳時記

インターネットメ
ディア

婦人画報デジタル（アシェット婦人画報社）、沿線おでかけ情報（阪急電鉄）　ほか計6件

その他 ─

・新春特集展示「卯づくし─干支を愛でる─」

会期 5年1月2日（月・休）～1月29日（日）（25日間）

ターゲット 一般の日本美術ファン、年末年始の観光客

重点項目 広く一般のマスコミを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

②メディア掲載等

②メディア掲載等

③報道発表会

④報道内覧会
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種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,590件（※博物館・美術館・学校（小・中・高・大）、図書館、ギャラリー等）

交通広告
京都駅地下東口サイネージ、京都駅地下街サイネージ、駅貼り広告(京阪電車：京橋駅、天満橋駅、淀屋橋
駅）

新聞・雑誌広告 産経新聞（北摂版、大阪市内版12/31全5段）

テレビ広告 ─

「京都国立博物館だ
より」掲載

予告1回、特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

WEB:当館ウェブサイトでの紹介、トラりんブログ関連記事1回、メールマガジンでの情報配信
SNS:当館Twitter、トラりんTwitter・Facebookでの情報発信

その他 ─

種類 メディア名、件数等

新聞 リビング京都、朝日新聞、読売新聞、しんぶん赤旗、産経新聞

テレビ、ラジオ KBS京都ラジオ

雑誌
ひととき（ウェッジ）、目の眼（目の眼）、男の隠れ家（三栄）、サライ（小学館）、きょうの歳時記
（エイブル）　ほか計3件

インターネットメ
ディア

京都観光Navi（京都市）、DigiStyle京都（大平印刷）、京都で遊ぼうART（エグザム）　ほか計11件

その他 ─

・特集展示「雛まつりと人形」

会期 5年2月4日（土）～3月5日（日）（26日間）

ターゲット 一般の日本美術ファン、人形ファン

重点項目 広く一般のマスコミを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

─

交通広告 京都駅地下街サイネージ

新聞・雑誌広告 ─

テレビ広告 ─

「京都国立博物館だ
より」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

WEB:当館ウェブサイトでの紹介、トラりんブログ関連記事1回、メールマガジンでの情報配信
SNS:当館Twitter、トラりんTwitter・Facebookでの情報発信

その他 ─

種類 メディア名、件数等

新聞 ─

テレビ、ラジオ ─

雑誌 Leaf（Leafパブリケーションズ）、機関紙編集者クラブ・編集室・編集サービス（くとうてん）

インターネットメ
ディア

京都観光Navi（京都市）、婦人画報web、京都で遊ぼうART（エグザム）　ほか計2件

その他 ─

(2)特別展覧会、共催展等
・伝教大師1200年大遠忌記念 特別展「最澄と天台宗のすべて」

会期 4月12日（火）～5月22日（日）（36日間）

ターゲット 一般の日本美術ファン、仏像ファン、歴史ファン

重点項目 広く一般のマスコミを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,800件（※博物館・美術館・学校（小・中・高・大）、図書館、ギャラリー等）

交通広告 車内吊り広告(JR京都線、京阪本線)、私鉄主要駅サイネージ（京阪、阪急）

新聞・雑誌広告 読売新聞

テレビ広告 読売テレビスポットCM

「京都国立博物館だ
より」掲載

予告1回、特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

WEB:当館ウェブサイトでの紹介、トラりんブログ関連記事3回、メールマガジン、展覧会公式ウェブサイト
での情報配信
SNS:当館Twitter、トラりんFacebook・Twitter、展覧会公式Twitterでの情報発信

その他

②メディア掲載等

②メディア掲載等

②メディア掲載等
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種類 メディア名称、件数等

新聞 読売新聞、朝日新聞　ほか計33件

テレビ、ラジオ NHK京都、KBS京都、テレビ大阪　ほか4件

雑誌 美術展完全ガイド2022、美術の窓、大人が見たい美術展2022　ほか73件

インターネットメ
ディア

ニコニコ美術館（ドワンゴ）、美術手帖Web版（BTCompany）、美術展ナビ（読売新聞社）　ほか計108件

その他 ─

実施日 4年1月17日（月）

人数等 28媒体、38人出席

実施日 4月11日（月）

人数等 42媒体、82人出席

・特別展「河内長野の霊地 観心寺と金剛寺─真言密教と南朝の遺産─」

会期 7月30日（土）～9月11日（日）（38日間）

ターゲット 仏教美術ファン、歴史ファン、日本美術ファン

重点項目 広く一般のマスコミ及びSNSを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,550件（※博物館・美術館・学校（小・中・高・大）、図書館、ギャラリー等）

交通広告 JR京都駅地下街・阪急地下街サイネージ、駅貼り広告(京阪電車：七条駅、京橋駅、天満橋駅、淀屋橋)

新聞・雑誌広告 京都新聞、産経新聞

テレビ広告 ─

「京都国立博物館だ
より」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

WEB:当館ウェブサイトでの紹介、トラりんブログ関連記事3回、メールマガジン
SNS:当館Twitter、トラりんFacebook・Twitterでの情報発信

その他 ニコニコ美術館（ドワンゴ）

種類 メディア名称、件数等

新聞 読売新聞、朝日新聞、京都新聞

テレビ、ラジオ アートシーン（NHK）

雑誌 週刊文春（文藝春秋）、サライ（小学館）　ほか計17件

インターネットメ
ディア

美術展ナビ（読売新聞社）、Yahoo！ニュース　ほか計12件

その他 チューオーツーリスト

実施日 7月29日（金）

人数等 25媒体、31人出席

・特別展「京（みやこ）に生きる文化　茶の湯」

会期 10月8日（土）～12月4日（日）（50日間）

ターゲット 日本美術ファン、古美術ファン、中国絵画ファン、茶道を嗜む人

重点項目 広く一般のマスコミ及びSNSを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,800件（※博物館・美術館・学校（小・中・高・大）、図書館、ギャラリー等）

交通広告
車内吊り広告(JR京都線、京阪本線)、JR大阪駅構内ビールオフ広告、私鉄主要駅サイネージ（京阪、阪
急）

新聞・雑誌広告 読売新聞社

テレビ広告 読売テレビ

「京都国立博物館だ
より」掲載

予告1回、特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

WEB:当館ウェブサイトでの紹介、トラりんブログ関連記事3回、メールマガジン、展覧会公式ウェブサイト
での情報配信
SNS:当館Twitter、トラりんFacebook・Twitter、展覧会公式Twitterでの情報発信

その他 ─

種類 メディア名称、件数等

新聞 朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、京都新聞　ほか計103件

③報道発表会

④報道内覧会

②メディア掲載等

②メディア掲載等

④報道内覧会
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テレビ、ラジオ 京いちにち（NHK）、NEWSZERO（読売テレビ）、さらピン！キョウト（KBS京都ラジオ）　ほか計5件

雑誌 芸術新潮（新潮社）、和楽（小学館）、茶道雑誌（河原書店）　ほか計88件

インターネットメ
ディア

ファッションプレス（カーリン）、京都で遊ぼうART（エグザム）　ほか計39件

その他 クラブツーリズム、ホテルオークラ京都　ほか計3件

実施日 7月11日（月）

人数等 24媒体、29人出席

実施日 10月7日（金）

人数等 66媒体、76人出席

・親鸞聖人生誕850年 特別展「親鸞—生涯と名宝」

会期 5年3月25日（土）～5月21日（日）（50日間）

ターゲット 歴史ファン、仏教美術ファン

重点項目 広く一般のマスコミ及びSNSを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,000件（※博物館・美術館・学校（小・中・高・大）、図書館、ギャラリー等）

交通広告
車内吊り広告(京阪、阪急、市バス)、JR京都駅地下街、大阪駅・阪急梅田駅構内、京都市営地下鉄四条駅
構内サイネージ

新聞・雑誌広告 ─

テレビ広告 NHKスポット放映

「京都国立博物館だ
より」掲載

予告1回、特集2回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

WEB:当館ウェブサイトでの紹介、トラりんブログ関連記事3回、メールマガジン、展覧会公式ウェブサイト
での情報配信
SNS:当館Twitter、トラりんFacebook・Twitterでの情報発信

その他 ─

種類 メディア名称、件数等

新聞 朝日新聞、読売新聞、京都新聞

テレビ、ラジオ NHK京コトはじめ、NHKぐるっと関西おひるまえ

雑誌
美術展ぴあ（ぴあ）、てんとう虫（UCカード）、日経おとなのOFF（日経BP社）、別冊太陽別冊「親鸞」
（平凡社）、時空旅人（三栄）　ほか計44件

インターネットメ
ディア

そうだ京都、行こう（JR東海）、じゃらんnet　ほか計18件

その他 つばさ交通

実施日 9月7日（水）

人数等 16媒体、28人出席

実施日 3月24日（金）

人数等 39媒体、58人出席

【奈良国立博物館】
(1)名品展(平常展)
・名品展　「珠玉の仏たち」

会期 4月5日（火）～常時開催

ターゲット 一般の歴史及び美術ファン、仏教美術（仏像）ファン、外国人観光客、小・中・高・大学生

重点項目
一般の歴史及び美術ファン、仏教美術（仏像）ファン、外国人観光客、小・中・高・大学生向けに、マス
メディアやSNSを通じた情報提供

特記事項 外国人向け音声ガイド（英・中・韓）、日本語音声ガイドは29年10月28日から導入

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「奈良国立博物館だ
より」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト、Twitter

その他 小西通り商店街アナウンス

③報道発表会

④報道内覧会

②メディア掲載等

③報道発表会

④報道内覧会
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種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

ウォーカープラス、じゃらんnet、るるぶ&more、奈良県公式なら旅ネット、奈良市観光協会公式サイト、
関西文化.com、JAFなび、えらべる倶楽部、ベネフィット・ステーション、イオンカード公式サイト、近畿
日本鉄道公式サイト　等

その他 ―

・名品展　「中国古代青銅器」

会期 4月5日（火）～常時開催

ターゲット 一般の歴史及び美術ファン、青銅器ファン、外国人観光客、小・中・高・大学生

重点項目
一般の歴史及び美術ファン、青銅器ファン、外国人観光客、小・中・高・大学生向けに、マスメディアや
SNSを通じた情報提供

特記事項 外国人向け音声ガイド（英・中・韓）、日本語音声ガイドは29年10月28日から導入

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「奈良国立博物館だ
より」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト

その他 ―

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

ウォーカープラス、じゃらんnet、るるぶ&more、奈良県公式なら旅ネット、奈良市観光協会公式サイト、
関西文化.com、JAFなび、えらべる倶楽部、ベネフィット・ステーション、イオンカード公式サイト、近畿
日本鉄道公式サイト　等

その他 中国青銅器入門

・名品展　「珠玉の仏教美術」

会期 4年12月10日（土）～5年1月22日（日）、5年2月4日（土）～3月19日（日）

ターゲット 一般の歴史及び美術ファン、仏教美術（仏像）ファン、外国人観光客、小・中・高・大学生

重点項目
一般の歴史及び美術ファン、仏教美術（仏像）ファン、外国人観光客、小・中・高・大学生向けに、マス
メディアやSNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「奈良国立博物館だ
より」掲載

紹介2回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト

その他 ―

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

―

その他 ―

・名品展　特別公開「金峯山寺仁王門　金剛力士立像」

会期 3年2月23日（火・祝）～10年度予定

ターゲット 一般の歴史及び美術ファン、仏教美術ファン、小・中・高・大学生

②メディア掲載等

②メディア掲載等

②メディア掲載等
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重点項目
一般の歴史及び美術ファン、仏教美術ファン、小・中・高・大学生向けに一般のマスメディアやSNSを通じ
た情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「奈良国立博物館だ
より」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト、Twitter

その他 ―

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ TBSテレビ「がっちりマンデー‼︎ 」

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

―

その他 広報紙『あんしんlife』（一般社団法人あんしん財団）

・名品展　特別公開「奈良・不退寺本尊聖観音菩薩立像」

会期 5年3月21日（火）～5月14日（日）

ターゲット 一般の歴史及び美術ファン、仏教美術ファン、小・中・高・大学生

重点項目
一般の歴史及び美術ファン、仏教美術ファン、小・中・高・大学生向けに一般のマスメディアやSNSを通じ
た情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

「奈良国立博物館だ
より」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト

その他 ―

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

―

その他 『歴史の旅人』、『784 ならどっと FMpress 春夏号』

・特別陳列「お水取り」

会期 5年2月4日（土）～3月19日（日）

ターゲット 一般の歴史及び美術ファン、「お水取り」（お松明）を見に来る観光客。

重点項目 広く一般のマスメディアやSNSを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,700件（博物館・美術館・学校（幼・小・中・高・大）・ギャラリー・図書館・近隣商店街・ホテル・
旅館・観光・出版・旅行会社

交通広告 ─

新聞・雑誌広告 ─

テレビ広告 ─

「奈良国立博物館だ
より」掲載

紹介1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト

その他 ─

②メディア掲載等

②メディア掲載等
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種類 メディア名、件数等

新聞 京都新聞、朝日新聞

テレビ、ラジオ ─

雑誌 『関西ウォーカー2023春』

インターネットメ
ディア

『神戸観光コンシェルジュ』、『アートアジェンダ』、『太平洋DCフォルテ』、『ウォーカープラス』、
『JR西日本』、『じゃらんnet』　ほか

その他
『アートの旅　2023冬号』、『yomiっこ』2月号、『近鉄ニュース』2月号、『日経REVIVE』２月号、『電
車＆ウォーク』12月号　ほか

・特集展示「新たに修理された文化財」

会期 5年2月21日（火）～3月19日（日）

ターゲット 一般の歴史及び美術ファン、仏教美術ファン、歴史ファン、写真ファン

重点項目 広く一般のマスメディアやSNSを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

─

交通広告 ─

新聞・雑誌広告 ─

テレビ広告 ─

「奈良国立博物館だ
より」掲載

紹介1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト

その他 ─

種類 メディア名、件数等

新聞 毎日新聞

テレビ、ラジオ ─

雑誌 ─

インターネットメ
ディア

『神戸観光コンシェルジュ』

その他 ―

(2)特別展、共催展等
特別展　大安寺のすべて―天平のみほとけと祈り―

会期 4月23日(土)～6月19日(日)（51日間）

ターゲット 一般の歴史及び美術ファン、仏教美術ファン、歴史ファン

重点項目 広く一般のマスメディアやSNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,700件　博物館、美術館、学校（幼・小・中・高・大）、ギャラリー、社寺、図書館、近隣商店街、文
化施設、ホテル・旅館、報道・出版、旅行会社

交通広告 近鉄、Osaka Metro、奈良交通、阪急、JR

新聞・雑誌広告 読売テレビCM、NHKTVスポット

テレビ広告 ―

「奈良国立博物館だ
より」掲載

紹介2回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト、Twitter

その他 展覧会公式Twitter、奈良県サイネージ、奈良市サイネージ、MBSラジオ「ありがとう浜村淳です」

種類 メディア名称、件数等

新聞 中外日報、朝日新聞、大阪民主新報

テレビ、ラジオ NHK奈良「ならナビ」（4/16）、日曜美術館アートシーン（5/25）

雑誌
春ウォーカー、サライ4月号、歴史の旅人、yomiっこ、近鉄ニュース、月刊大和路ならら、旅の手帖、アゴ
ラ、ノジュール、アートの旅、エクラ、週間文春、芸術新潮　ほか

インターネットメ
ディア

じゃらんnet、アートアジェンダ、ウォーカープラス、美術展ナビ、gooニュース、インターネットミュー
ジアム、なら旅ネット、神戸観光コンシェルジュ、SPICE、Fashion Press　ほか

その他 ―

実施日 リリース資料配信のみ（2月17日）

人数等 ―

③報道発表会

②メディア掲載等

②メディア掲載等

②メディア掲載等
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実施日 4月22日

人数等 31媒体、48人出席

貞享本當麻曼荼羅修理完成記念　特別展「中将姫と當麻曼荼羅―祈りが紡ぐ物語―」

会期 7月16日（土）～8月28日（月）（39日間）

ターゲット 一般の歴史及び美術ファン、仏教美術ファン、歴史ファン

重点項目 広く一般のマスメディアやSNSを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,750件　博物館、美術館、学校（幼・小・中・高・大）、ギャラリー、関連社寺、関連施設、図書館、
近隣商店街、文化施設、ホテル・旅館、報道・出版、旅行会社

交通広告 近鉄、奈良交通

新聞・雑誌広告 読売新聞広告

テレビ広告 ─

「奈良国立博物館だ
より」掲載

紹介1回、特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト、Twitter

その他 展覧会公式Twitter、奈良県サイネージ、奈良市サイネージ、MBSラジオ「ありがとう浜村淳です」

種類 メディア名称、件数等

新聞 読売新聞、浄土宗新聞、奈良新聞、毎日新聞

テレビ、ラジオ ゆうドキ！（5/11）、ならナビ（7/22）、日曜美術館アートシーン（8/7）、NHK、奈良テレビ放送　ほか

雑誌
ノジュール、月刊アゴラ、歴史人、関西夏ウォーカー、歴史の旅人、美術の窓、yomiっこ、月刊大和路な
らら、月刊奈良、そらみつやまと　ほか

インターネットメ
ディア

アートアジェンダ、ウォーカープラス、インターネットミュージアム、神戸観光コンシェルジュ、ぱーぷ
る、NARABURA、JR西日本おでかけネット、美術展ナビ、ならナビ

その他 ─

実施日 第1弾：2月21日（リリース資料配信のみ）、第2弾：5月11日

人数等 14媒体、16名出席（場所：当館講堂）

実施日 7月15日

人数等 24媒体、34人出席

特別展「第74回正倉院展」

会期 10月29日（土）～11月14日（月）（17日間）

ターゲット 一般の歴史及び美術ファン、正倉院展のリピーター客

重点項目
一般の歴史及び美術ファン、正倉院展のリピーター客向けにテレビや新聞など広く一般のマスメディアや
SNSを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,700件　博物館、美術館、学校（幼・小・中・高・大）、ギャラリー、社寺、図書館、近隣商店街、文
化施設、ホテル・旅館、報道・出版、旅行会社

交通広告 近鉄、JR、Osaka Metro、奈良交通、東京メトロ

新聞・雑誌広告 読売新聞広告

テレビ広告 ─

「奈良国立博物館だ
より」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト、Twitter

その他 公式サイト、公式Twitter、奈良県サイネージ、奈良市サイネージ、MBSラジオ「ありがとう浜村淳です」

種類 メディア名称、件数等

新聞 読売新聞、朝日新聞、奈良新聞、報知新聞、京都新聞　ほか

テレビ、ラジオ
ゆうドキ！（8/24）、ならナビ（8/9）、日曜美術館（11/6）、報道ランナー（10/28）、かんさい情報
ネットten.　ほか

雑誌
月刊大和路ならら、歴史の旅人、月刊「潮」、刀剣界、アートコレクターズ、関西ウォーカー2023、月刊
旅行読売、典藏古美術（台湾）　ほか

インターネットメ
ディア

アートアジェンダ、美術展ナビ、日本の旅、Fashion Press、奈良市観光協会ウェブサイト、MIRAI、婦人
画報JP、ええ古都なら、美術展ナビ、voice、ならめがね、ウェブ版「美術手帖」　ほか

その他 奈良まほろば館　パネル展示、講演会チラシ・ポスター（帝塚山大学担当）

④報道内覧会

②メディア掲載等

③報道発表会

④報道内覧会

②メディア掲載等

③報道発表会
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実施日 リリース資料配信のみ（8月9日）

人数等 ―

実施日 10月28日

人数等 28媒体、77人出席

式年造替記念特別展「春日大社 若宮国宝展―祈りの王朝文化―」

会期 12月10日（金）～5年1月22日（日）（34日間）

ターゲット 一般の歴史及び美術ファン、仏教美術ファン、歴史ファン

重点項目 広く一般のマスメディアやSNSを通じた情報提供

特記事項 ─

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,700件　博物館、美術館、学校（幼・小・中・高・大）、ギャラリー、関連社寺、関連施設、図書館、
近隣商店街、文化施設、ホテル・旅館、報道・出版、旅行会社

交通広告 近鉄、Osaka Metro、阪急、阪神、JR

新聞・雑誌広告 ─

テレビ広告 ─

「奈良国立博物館だ
より」掲載

特集1回、紹介1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイト、Twitter

その他
JR西日本「ちょこっと関西歴史たび」、奈良県サイネージ、奈良市サイネージ、MBSラジオ「ありがとう浜
村淳です」

種類 メディア名称、件数等

新聞 京都新聞、朝日新聞、読売新聞、産経新聞　ほか

テレビ、ラジオ
やさしいニュース（9/30）、NHKニュース（12/7）、ぐるっと関西おひるまえ（12/14）、abcニュース
（12/25）　ほか

雑誌
『日経おとなのOFF』、月刊『目の眼』、『月刊大和路ならら』、月刊『潮』、『墨』、『美術展ぴあ』
ほか

インターネットメ
ディア

『グノシー』、『美術展ナビ』、『アートアジェンダ』、『ニコニコニュース』、『朝日新聞デジタ
ル』、『Yahoo!ニュース』、『神戸観光コンシェルジュ』　ほか

その他 『ザ・淀川』、『西Navi』、『アートの旅』、『リビング新聞』　ほか

実施日 9月30日

人数等 14媒体、18名出席（場所：春日大社）

実施日 12月9日

人数等 30媒体、40人出席

【九州国立博物館】

(1)文化交流展（平常展）

会期 4月19日（火）〜7月24日（日）（85日間）

ターゲット 一般の歴史・考古学ファン、文化財に関心のある一般市民等

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

西鉄太宰府駅、JR二日市駅

交通広告 西鉄バス（車内サイネージ・バス停）

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報発信、Twitterでの情報発信、当館刊行物のLINE配信
での情報発信

その他 展示・イベントチラシ掲載、参道フラッグ掲出、エントランスバナー設置

種類 メディア名、件数等

新聞 西日本新聞、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞

テレビ、ラジオ NHK福岡「はっけんTV」、ケーブルステーション福岡、LOVE FM、RKBラジオ

・きゅーはく女子考古部プレゼンツ　かわいい考古学のススメ

②メディア掲載等

③報道発表会

④報道内覧会

④報道内覧会

②メディア掲載等
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雑誌 九州王国、月刊はかた

インターネットメ
ディア

Walkerplus、西日本新聞me、イベントバンク、よかとこパスポート、福岡おでかけナビ、ARTNE、ファン
ファン福岡

その他

会期 5月31日（火）〜7月18日（月・祝）（43日間）

ターゲット 一般の歴史・考古学ファン、文化財に関心のある一般市民等

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、Twitterでの情報発信、当館刊行物のLINE配信での情報発信

その他 展示・イベントチラシ掲載

種類 メディア名、件数等

新聞 西日本新聞、佐賀新聞

テレビ、ラジオ TVQ九州放送「ふくサテ」

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

西日本新聞me、ARTNE、ファンファン福岡

その他

会期 7月20日（水）～10月10日（月・祝）（70日間）※9月6日、18日、19日は台風の影響により臨時休館

ターゲット 一般の歴史ファン、文化財に関心のある一般市民、視覚に障がいのある人等

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

西鉄太宰府駅、JR二日市駅

交通広告 西鉄バス（車内サイネージ）

新聞・雑誌広告 CROSSFM「わくわく課外授業」

テレビ広告 ―

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報発信、Twitterでの情報発信、当館刊行物のLINE配信
での情報発信

その他 展示・イベントチラシ掲載、WEBプレスリリース実施

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

ARTNE、西日本新聞me、イベントバンク、福岡おでかけナビ、よかとこパスポート、ファンファン福岡

その他 ―

会期 9月21日（水）〜12月4日（日）（66日間）※11月28日は臨時開館

ターゲット 一般の歴史・考古学ファン、文化財に関心のある一般市民等

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

・沖ノ島祭祀を担った奉斎者たち

・新収品展

②メディア掲載等

・ならべてわかる本物のひみつ～実物とレプリカ 2022～

②メディア掲載等
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交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、Twitterでの情報発信

その他 WEBプレスリリース実施

種類 メディア名、件数等

新聞 西日本新聞、朝日新聞、毎日新聞

テレビ、ラジオ RKB毎日放送「よんなび」

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

Walkerplus、西日本新聞me

その他 ―

会期 9月27日（火）～11月20日（日）（48日間）

ターゲット 一般の歴史・美術ファン、文化財に関心のある一般市民等

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

西鉄太宰府駅、JR二日市駅

交通広告 西鉄バス（車内サイネージ・バス停）

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報発信、Twitterでの情報発信、当館刊行物のLINE配信
での情報発信、YouTubeでの情報発信

その他 展示・イベントチラシ掲載、参道フラッグ掲出、エントランスバナー設置

種類 メディア名、件数等

新聞 佐賀新聞

テレビ、ラジオ TVQ九州放送「太宰府・九博　散歩道」

雑誌 九州王国、月刊はかた、ぐらんざ、広報だざいふ、陶説

インターネットメ
ディア

ARTNE、西日本新聞me、イベントバンク、福岡おでかけナビ、よかとこパスポート、Walkerplus、ファン
ファン福岡

その他 ―

会期 10月25日（火）～12月11日（日）（43日間）※11月28日は臨時開館

ターゲット 一般の歴史ファン、文化財に関心のある一般市民等

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

西鉄太宰府駅、JR二日市駅

交通広告 西鉄バス（車内サイネージ）

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報発信、Twitterでの情報発信

その他 ―

種類 メディア名、件数等

新聞 西日本新聞

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

②メディア掲載等

・御所の器―公家山科家伝来の古伊万里―

②メディア掲載等

・いつもそばにいた　人と動物のアジア

②メディア掲載等
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インターネットメ
ディア

―

その他 ―

会期 12月13日（火）～2月12日（日）（48日間）

ターゲット 一般の歴史・考古学ファン、文化財に関心のある一般市民等

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

西鉄太宰府駅、JR二日市駅

交通広告 西鉄バス（車内サイネージ・バス停）

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報発信、Twitterでの情報発信、当館刊行物のLINE配信
での情報発信

その他 展示・イベントチラシ掲載、参道フラッグ掲出、エントランスバナー設置

種類 メディア名、件数等

新聞 朝日新聞

テレビ、ラジオ TVQ九州放送「太宰府・九博　散歩道」

雑誌 古代文化、九州王国、ぐらんざ、広報だざいふ、エスプレッソ

インターネットメ
ディア

インフォメーションテクノロジー関西、イベントバンク、福岡おでかけナビ、ココシル福岡、ファンファ
ン福岡

その他 ―

・新春特別公開　徳川美術館所蔵 国宝 初音の調度

会期 令和5年1月1日（日・祝）～1月29日（日）（26日間）

ターゲット 一般の歴史ファン、漆工芸品ファン、太宰府天満宮参拝客等

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

西鉄太宰府駅、JR二日市駅

交通広告 西鉄バス（車内サイネージ・バス停）、JR博多駅中央改札口マルチビジョン

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報発信、Twitterでの情報発信、当館刊行物のLINE配信
での情報発信

その他 展示・イベントチラシ掲載、参道フラッグ掲出、エントランスバナー設置

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ TVQ九州放送「太宰府・九博　散歩道」

雑誌 九州王国、ぐらんざ、美術の窓、美術館ぴあ

インターネットメ
ディア

ファンファン福岡

その他 サンデン旅行

(2)特別展、共催展等

会期 4月16日（土）〜6月12日（日）（51日間)

ターゲット 一般の歴史ファン、北斎ファン、日本美術ファン

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

・北斎

・種子島―風と波が育んだ歴史―

②メディア掲載等

②メディア掲載等
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ポスター・チラシ・
DMＭ送付

約1,170件（博物館・美術館・キャンパスメンバーズ・図書館・文化施設・太宰府市内公民館等）
西鉄太宰府駅、JR二日市駅

交通広告 西鉄バス（車内サイネージ）

新聞・雑誌広告 西日本新聞

テレビ広告 TVQ九州放送

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報発信、Twitterでの情報発信、当館刊行物のLINE配信
での情報発信、YouTubeでの情報発信

その他 展示・イベントチラシ掲載、エントランスバナー設置、参道フラッグ掲出

種類 メディア名称、件数等

新聞 西日本新聞、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、美術新聞

テレビ、ラジオ
TVQ九州放送、TNCテレビ西日本、NHK、ケーブルステーション福岡、ニュースウォーカー、RKBラジオ、FM
福岡

雑誌

九州王国、サンデー北九州、ぐらんざ、ミニコミまいんず、東経リビング、アートコレクターズ、美術の
窓、99VIEW、クルメスタイル、muto、ゆうゆう、和楽、小さな蕾、地元新聞、ながさきプレス、日経トレ
ンディ、芸術新潮、美術展ぴあ、ソラタネ、VOGUE JAPAN、muto、シティ情報ふくおか、FREE、月刊ぷらざ
ほか

インターネットメ
ディア

Walkerplus、ささっとー、JAFナビ、イベントバンク、よかとこパスポート、福岡おでかけナビ、even-f、
W LIFE、ウェブ版美術手帖、VOGUE、紡ぐプロジェクト、アートニューズ、ARTNE、福岡観光連盟WEBサイ
ト、美術展ナビ、アジアンビート、インフォメーションテクノロジー関西、シニアコム、ふくおかサポー
トネット　ほか

その他 大隅旅行、ナカノ商会

実施日 2月21日（月）

人数等 11媒体20名（場所：研修室）

実施日 4月15日（金）

人数等 14媒体23名（場所：特別展示室）

・沖縄復帰50年記念　琉球

会期 7月16日（土）〜9月4日（日）（45日間)　

ターゲット 一般の歴史ファン、沖縄ファン、文化財に関心のある一般市民等

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,130件（博物館・美術館・キャンパスメンバーズ・図書館・文化施設・太宰府市内公民館等）
西鉄太宰府駅、JR二日市駅

交通広告 西鉄バス（車内サイネージ）

新聞・雑誌広告 読売新聞、西日本新聞

テレビ広告 NHK

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報発信、Twitterでの情報発信、当館刊行物のLINE配信
での情報発信、YouTubeでの情報発信

その他 展示・イベントチラシ掲載、エントランスバナー設置、参道フラッグ掲出、WEBプレスリリース実施

種類 メディア名称、件数等

新聞 読売新聞、西日本新聞、朝日新聞、琉球新報、沖縄タイムス、美術新聞、新婦人しんぶん

テレビ、ラジオ TVQ九州放送、NHK、ケーブルステーション福岡、NHKラジオ第一、RKBラジオ、FM福岡

雑誌
ホットペッパー、九州じゃらん、九州王国、ぐらんざ、東経リビング、ミニコミまいんず、七緒、月刊は
かた、SKYWARD、off time、99VIEW、地元新聞、HOT PEPPER、遊人、刀剣春秋、小さな蕾、典蔵古美術、
ファミ通、MOE、美術展ぴあ、日経トレンディ　ほか

インターネットメ
ディア

ARTNE、アートアジェンダ、インターネットミュージアム、FASHION PRESS、JAFナビ、Walkerplus、九州サ
イト、ふくおかサポートねっと、インフォメーションテクノロジー関西、リロクラブ、西日本新聞me、に
してつnews、東京アートニュース、ウェブ版美術手帖、イベントバンク、よかとこパスポート、典蔵古美
術、アートニューズ

その他 ナカノ商会

実施日 5月18日（水）

人数等 7媒体15名（場所：研修室）

実施日 7月15日（金）

人数等 13媒体22名（場所：特別展示室）

②メディア掲載等

③報道発表会

④報道内覧会

②メディア掲載等

③報道発表会

④報道内覧会
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・ポンペイ

会期 10月12日（水）〜12月4日（日）（48日間)※11月28日は臨時開館

ターゲット 歴史及び美術ファン、考古学ファン、ポンペイファン

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,150件（博物館・美術館・キャンパスメンバーズ・図書館・文化施設・太宰府市内公民館等）
西鉄太宰府駅、JR二日市駅

交通広告 西鉄バス（車内サイネージ）

新聞・雑誌広告 朝日新聞、西日本新聞

テレビ広告 NHK

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報発信、Twitterでの情報発信、当館刊行物のLINE配信
での情報発信、YouTubeでの情報発信

その他 展示・イベントチラシ掲載、エントランスバナー設置、参道フラッグ掲出、WEBプレスリリース実施

種類 メディア名称、件数等

新聞 西日本新聞、朝日新聞、毎日新聞、中外日報

テレビ、ラジオ NHK、ケーブルステーション福岡、TVQ九州放送「太宰府・九博　散歩道」、NHKラジオ第一、RKBラジオ

雑誌
遊人、九州じゃらん、muto、九州王国、月刊はかた、FREE、ミニコミまいんず、ぐらんざ、クルム、地元
新聞、ライフさせぼ、クルメスタイル、美術展ぴあ、日経トレンディ

インターネットメ
ディア

アートアジェンダ、インフォメーションテクノロジー関西、Walkerplus、クロスロードふくおか、九州サ
イト、ふくおかサポートねっと、ARTNE、イベントバンク、よかとこパスポート、福岡おでかけナビ、週刊
じゃらん、コミュニティ八女、太宰府市HP、アートニューズ

その他 ナカノ商会、第一観光

実施日 9月1日（木）

人数等 4媒体9名（場所：研修室）

実施日 10月11日（火）

人数等 11媒体19名（場所：特別展示室）

会期 5年1月24日（火）〜3月19日（日）（48日間)

ターゲット 一般の歴史・考古学ファン、韓国ファン、文化財に関心のある一般市民等

重点項目 一般のマスメディア、SNSを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,160件（博物館・美術館・キャンパスメンバーズ・図書館・文化施設・太宰府市内公民館等）
西鉄太宰府駅、JR二日市駅

交通広告 西鉄バス（車内サイネージ）、JR博多駅中央改札口マルチビジョン

新聞・雑誌広告 西日本新聞

テレビ広告 TVQ九州放送

季刊情報誌「アジ
アージュ」掲載

特集1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、メールマガジンでの情報発信、Twitterでの情報発信、当館刊行物のLINE配信
での情報発信

その他 展示・イベントチラシ掲載、エントランスバナー設置、参道フラッグ掲出

種類 メディア名称、件数等

新聞 西日本新聞、読売新聞、芸術新聞社

テレビ、ラジオ ケーブルステーション福岡、TVQ九州放送「太宰府・九博　散歩道」

雑誌
muto、off time、クルメスタイル、ぐらんざ、地元新聞、エスプレッソ、歴史人、月刊はかた、ライフさ
せぼ、ながさきプレス、アートコレクターズ、FREE、東経リビング

インターネットメ
ディア

アートアジェンダ、FASHION PRESS、コミュニティ八女、インフォメーションテクノロジー関西

その他 サンデン旅行

実施日 10月25日（火）

人数等 9媒体15名（場所：研修室）

実施日 5年1月23日（月）

③報道発表会

④報道内覧会

②メディア掲載等

③報道発表会

④報道内覧会

・加耶

②メディア掲載等
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人数等 12媒体27名（場所：特別展示室）

【平城宮跡資料館】
(1)平常展

会期 4月1日（木）～5年3月31日（木）（310日間）

ターゲット 平城宮跡訪問者、考古学愛好家

重点項目 広く一般のマスコミを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

広報刊行物掲載 ―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、SNSでの情報配信

その他 ―

②メディア掲載等

種類 メディア名、件数等

新聞 読売新聞、産経新聞、毎日新聞、朝日新聞、奈良新聞

テレビ、ラジオ NHK

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

―

その他 ―

(2)特別展等

会期 4月29日（金・祝）～ 6月12日（日）（40日間）※5月2日は臨時開館

ターゲット 平城宮跡訪問者、考古学愛好家

重点項目 広く一般のマスコミを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

627件(博物館・研究機関・教育委員会・神社、寺・大学・旅行会社・観光、報道関係等)

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

広報刊行物掲載 奈文研ニュース告知1回ほか

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、SNSでの情報配信

その他 ―

②メディア掲載等

種類 メディア名称、件数等

新聞 朝日新聞、産経新聞、奈良新聞

テレビ、ラジオ NHK、奈良テレビ

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

―

その他 ―

③報道発表会

実施日 4月28日

人数等 6媒体（場所：平城宮跡資料館展示室）

④報道内覧会

実施日 ―

人数等 ―

・平城宮跡資料館 令和4年度 春期特別展
  平城宮跡史跡指定100周年・奈良文化財研究所70周年記念 「未来につなぐ平城宮跡 －保存運動のあけぼの－」
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会期 7月16日（土）～8月28日（日）（38日間）

ターゲット 平城宮跡訪問者、考古学愛好家

重点項目 広く一般のマスコミを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

379件(博物館・研究機関・教育委員会・神社、寺・大学・旅行会社・観光、報道関係等)ポスターのみ送付

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

広報刊行物掲載 奈文研ニュース告知1回ほか

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、SNSでの情報配信

その他 ―

②メディア掲載等

種類 メディア名称、件数等

新聞 毎日新聞、奈良新聞、朝日新聞、読売新聞、ならリビング

テレビ、ラジオ NHK、奈良テレビ

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

―

その他 ―

③報道発表会

実施日 7月15日

人数等 2媒体（場所：平城宮跡資料館展示室）

④報道内覧会

実施日 ―

人数等 ―

会期 10月15日（土）～11月13日（日）（26日間）

ターゲット 木簡ファン、正倉院展愛好家

重点項目 広く一般のマスコミを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

640件(博物館・研究機関・教育委員会・神社、寺・大学・旅行会社・観光、報道関係等)

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

広報刊行物掲載 奈文研ニュース告知1回ほか

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、SNSでの情報配信

その他 ―

②メディア掲載等

種類 メディア名称、件数等

新聞 読売新聞、朝日新聞、奈良新聞、日本経済新聞、産経新聞、毎日新聞

テレビ、ラジオ NHK、奈良テレビ

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

―

その他 ―

③報道発表会

実施日 10月4日

人数等 4媒体（場所：平城宮跡資料館展示室）

④報道内覧会

実施日 ―

人数等 ―

・平城宮跡資料館 令和4年度 夏期企画展 「大地鳴動 -大地の知らせる危機と私たちの生活-」

・2022年度　秋期特別展 奈良文化財研究所70周年記念・平城宮跡史跡指定100周年記念
「地下の正倉院展 －平城木簡年代記〔クロニクル〕－」
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会期 10月29日(土) ～ 12月11日(日)（43日間）

ターゲット 平城宮跡訪問者、考古学愛好家

重点項目 広く一般のマスコミを通じた情報提供

特記事項 ―

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

640件(博物館・研究機関・教育委員会・神社、寺・大学・旅行会社・観光、報道関係等)

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

広報刊行物掲載 奈文研ニュース告知1回ほか

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、SNSでの情報配信

その他 ―

②メディア掲載等

種類 メディア名称、件数等

新聞 奈良新聞、朝日新聞、産経新聞

テレビ、ラジオ NHK、奈良テレビ

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

―

その他 ―

③報道発表会

実施日 10月28日

人数等 3媒体（場所：平城宮跡歴史公園平城宮いざない館企画展示室）

④報道内覧会

実施日 ―

人数等 ―

【藤原宮跡資料室】
(1)平常展

会期 4月1日（金）～5年3月31日（金）（356日間）

ターゲット 特別史跡藤原宮跡等見学者、香具山等周辺遺跡への訪問者

重点項目 飛鳥・藤原地域での発掘・調査研究の成果と遺跡理解の促進

特記事項 新聞・インターネットメディア等で展示紹介記事掲載

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

広報刊行物掲載 旅行ガイドブック、奈良県ポータルサイト等に掲載

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

―

その他 橿原市観光案内所等にリーフレット配置

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ ―

雑誌 ―

インターネットメ
ディア

―

その他 ―

・速報展

①石神遺跡南北溝SD1347･SD1476出土土器（石神遺跡第8次・第9次）石神遺跡出土土器66点

②藤原宮大極殿院の調査（飛鳥藤原第205次）大極殿院出土瓦17点

③石神遺跡南北溝SD1347A出土土器（石神遺跡第14次・第15次）石神遺跡出土土器41点

④藤原宮大極殿院の調査（飛鳥藤原第208次）大極殿院出土凝灰岩1点・瓦15点

・奈良文化財研究所70周年・平城宮跡史跡指定100周年記念特別展
 「のこった奇跡　のこした軌跡－未来につなぐ平城宮跡－」

②メディア掲載等
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【飛鳥資料館】
(1)平常展

会期 4月1日（木）～5年3月31日（木） (307日間)

ターゲット 飛鳥を訪れる観光客、歴史・考古学の愛好家など

重点項目 広く一般のマスコミ、SNS、ウェブを通じた情報提供

特記事項

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

―

交通広告 ―

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

広報刊行物掲載 ―

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、SNSでの情報配信

その他 ―

種類 メディア名、件数等

新聞 ―

テレビ、ラジオ ―

雑誌
るるぶ奈良、奈良散策情報、DOkka!おでかけ探検隊、まっぷる情報、おしごとはくぶつかん情報館、東海
歴史散歩、ミュージアムカフェ　ほか

インターネットメ
ディア

あをによしなら旅ネット、日本政府観光局グローバルサイト、るるぶウェブサイト、奈良のミュージアム

その他 ―

(2)特別展等

・ミニ展示「飛鳥資料館に寄贈された瓦－瓦の花咲く飛鳥資料館－」

会期 4月22日（金）～5月22日（土）（28日間）

ターゲット 歴史・考古学愛好家など

重点項目 広く一般のマスコミ、SNS、ウェブを通じた情報提供

特記事項

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

交通広告

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

広報刊行物掲載 奈文研ニュース告知1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、ブログ、SNSでの情報配信

その他 ―

種類 メディア名称、件数等

新聞 奈良新聞

テレビ、ラジオ

雑誌 広報あすか

インターネットメ
ディア

その他 橿原ナビプラザ、ミグランス　橿原

実施日

人数等

実施日 ―

人数等 ―

・夏期企画展「第13回 写真コンテスト作品展「高松塚古墳」」

会期 7月15日（金）～9月11日（日）（51日間）

ターゲット 歴史・考古学愛好家、写真愛好家、飛鳥を散策したい観光客、

重点項目 写真投稿サイト、写真雑誌、地域の写真サークル、高校・大学の写真部などへの情報提供　

特記事項 高松塚古墳壁画発見50周年記念

①広告・広報

②メディア掲載等

③報道発表会

④報道内覧会

②メディア掲載等
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種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,026件(47都道府県博物館・美術館・教育委員会・調査機関・寺社・図書館・大学、高校・中学･小学校
(県内）・道の駅・ホテル・旅館、近隣観光施設等)

交通広告 近鉄沿線主要駅駅にチラシ配置

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告

広報刊行物掲載 奈文研ニュース告知1回

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、ブログ、SNSでの情報配信

その他 ―

種類 メディア名称、件数等

新聞 朝日新聞、奈良新聞、毎日新聞、読売新聞

テレビ、ラジオ

雑誌 広報あすか

インターネットメ
ディア

インターネットミュージアム、イベントバンク、チラシミュージアム、Dokka!おでかけ探検隊ほか

その他 橿原ナビプラザ、ミグランス 橿原

実施日 ―

人数等 ―

実施日 ―

人数等 ―

・秋期特別展「飛鳥美人　高松塚古墳の魅力」

会期 10月21日（金）～12月18日（日）（51日間）

ターゲット 歴史・考古学愛好家など

重点項目 広く一般のマスコミ、SNS、ウェブを通じた情報提供

特記事項 高松塚古墳壁画発見50周年記念、奈良文化財研究所創立70周年

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,441件(47都道府県博物館・美術館・教育委員会・調査機関・寺社・図書館・大学、高校・中学･小学校
(県内）・道の駅・ホテル・旅館、近隣観光施設等)

交通広告 近鉄沿線主要駅にチラシ配置　

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

広報刊行物掲載 奈文研ニュース告知1回、文化庁広報誌ぶんかる「文化財のトビラ」

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、ブログ、SNSでの情報配信

その他 ―

種類 メディア名称、件数等

新聞 朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、奈良新聞、産経新聞

テレビ、ラジオ

雑誌 広報あすか　ほか

インターネットメ
ディア

インターネットミュージアム、イベントバンク、チラシミュージアム、Dokka!おでかけ探検隊ほか

その他 橿原ナビプラザ、ミグランス　橿原

実施日 10月19日

人数等 7媒体（場所：飛鳥資料館特別展示室）

実施日 ―

人数等 ―

・冬期企画展 「飛鳥の考古学2022」

会期 5年1月20日（金）～3月12日（日）（45日間）

ターゲット 歴史・考古学愛好家など

重点項目 広く一般のマスコミ、SNS、ウェブを通じた情報提供

特記事項 奈良県立橿原考古学研究所、明日香村と共催

①広告・広報

種類 設置場所、件数等

ポスター・チラシ・
DM送付

約1,374件(47都道府県博物館・美術館・教育委員会・調査機関・寺社・図書館・大学、高校・中学･小学校
(県内）・道の駅・ホテル・旅館、近隣観光施設等)

②メディア掲載等

④報道内覧会

③報道発表会

④報道内覧会

②メディア掲載等

③報道発表会
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交通広告 近鉄沿線主要駅駅にチラシ配置

新聞・雑誌広告 ―

テレビ広告 ―

広報刊行物掲載

博物館ウェブサイ
ト、SNSによる発信

当館ウェブサイトでの紹介、ブログ、SNSでの情報配信

その他 ―

種類 メディア名称、件数等

新聞 読売新聞、毎日新聞、奈良新聞、産経新聞、朝日新聞

テレビ、ラジオ NHK

雑誌 広報あすか　ほか

インターネットメ
ディア

インターネットミュージアム、イベントバンク、チラシミュージアム、Dokka!おでかけ探検隊ほか

その他 橿原ナビプラザ、ミグランス　橿原

実施日 1月19日

人数等 7媒体（場所：飛鳥資料館特別展示室）

実施日 ―

人数等 ―

④報道内覧会

②メディア掲載等

③報道発表会
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a-③ 平常展・特別展・海外展 

 

【東京国立博物館】 
(1) 総合文化展（平常展） 
①開館日数 314日間 

②会  場 

(1)本 館 1階、2階 

(2)東洋館 1階、2階、3階、4階、5階 

(3)法隆寺宝物館 1階、2階 

(4)平成館 1階 

(5)黒田記念館 

③展示総件数                 10,032件 (うち国宝170件、重要文化財878件) 

(1)本館・平成館企画展示室 4,631件 (うち国宝19件、重要文化財360件)  

(2)東洋館                     2,880件 (うち国宝0件、重要文化財70件) 

(3)法隆寺宝物館 329件 (うち国宝 8件、重要文化財228件) 

(4)平成館考古展示室           2,089件 (うち国宝 143件、重要文化財220件) 

(5)黒田記念館                  103件 (うち国宝  0件、重要文化財0件) 

④展示替件数 6,272件 ・ 展示替回数   延べ 412回 

⑤入場料金  

黒田記念館以外  一般1,000円、大学生410円 

黒田記念館 無料  

⑥特集 全26件（●国宝、◎重要文化財、○重要美術品） 

 

 

場所 名称 会期 陳列件数(うち指定品件数) 

平成館 
東京国立博物館コレクションの保存と修理 3月23日 ～ 4月17日 12件（重文2件） 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

雛雀図、雛雀図、鋏、河口慧海請来風俗資料 

当館が手がける保存と修理の成果を分かりやすく紹介するため、近年に修理を終えた絵画、考古、染織、陶磁など様々な分野から、形態、技法

が異なる作品を取り上げた。また、作品とともに修理過程で得られた情報もパネルなどを用いて公開し、博物館が担う文化財修理の役割を広く紹

介した。 

本館 
東南アジアのやきもの―収集と研究の軌跡― 3月 23日 ～ 6月 20日 26件（重美 1件） 

14室 

＜主な作品＞ 

紅安南唐草文茶碗、褐釉双耳瓶、緑釉青海波文鉢、白磁刻花蓮花文鉢、青磁皿、粉彩人物文碗（ベンチャロン） 

東京国立博物館が収蔵する東南アジア陶磁のうち、明治から大正、昭和のはじめにかけて収蔵された作品に注目し、近代日本における陶磁器研

究の歴史をたどりながら、その稀少な価値と造形的魅力を展観した。とくに、吉田作弥、岡野繁蔵、横河民輔といった収蔵にかかわった人物にも

光をあて、作品と結びつけて紹介した。また、展示の機会が少ないベンチャロン（タイ向けの中国輸出陶磁）もまとめて出品した。 

本館 
東京国立博物館の近世仏画―伝統と変奏― 4月 5日 ～ 5月 29日 22件 

特別 1・2室 

＜主な作品＞  

不動明王二童子像、当麻曼荼羅図、 五百羅漢図 

本特集では当館所蔵の江戸時代に制作された仏画を展示した。当館には、木村徳応や神田宗庭といった江戸時代を代表する絵仏師の作品、従来

知られている狩野一信筆「五百羅漢図」、さらには大津絵も所蔵される。普段まとまって紹介する機会が少ないそれらの江戸時代の仏画を選りす

ぐり、「絵仏師・画僧の仏画」「幕末の絵師・狩野一信筆「五百羅漢図」」「大津絵」をテーマに紹介した。 

本館 創立 150 年記念特集未来の国宝―東京国立博物館 

書画の逸品― 
4月 12日 ～ 5年 4月 9日 24件 

2室 

＜主な作品＞ 

見返り美人図、焔、春日宮曼荼羅、金胎仏画帖、玄圃瑤華のうち未草・鶏頭、平家納経 厳王品 第二十七（模本） 

当館 150年の歴史の中で収集された作品のなかには、国指定の国宝や重要文化財となっていなくとも素晴らしい作品が数多く収蔵されている。

本特集では、創立 150周年を記念し、当館の研究員が選び抜いた一押しの作品を「未来の国宝」と銘打って、年間を通じて紹介した。 

平成館 
特集親と子のギャラリー 翼と羽 4月 26日 ～ 5月 29日 39件 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

鷹に雁鷺図、自在鷹置物、刺繍孔雀図屏風 

東京恩賜上野動物園と国立科学博物館との三館園連携企画を受けて企画された特集陳列であり、今回が 15 回目となる。4 年度は動物の「翼と

羽」をテーマとし、主に鳥類を中心としつつ、鳥類以外の羽をもつ動物や翼をもつ神、架空動物、羽をモチーフにした作品、羽そのものを素材と

した作品などに着目し、人間に備わっていない翼や羽を、人間がどのように理解し、扱い、表現したか、わかりやすく紹介した。新型コロナウイ

ルスの影響を勘案し、3年度に引き続き、4年度もオンラインで 3館園の研究員によるウェビナーを開催した。 

本館 
創立 150年記念特集 収蔵品でたどる日本仏像史 5月17日 ～ 7月10日 16件（重文4件） 

14室 

＜主な作品＞ 

◎摩耶夫人および天人像、◎日光菩薩坐像、◎阿弥陀如来坐像（阿弥陀如来坐像及び両脇侍立像のうち）、如来立像 

創立 150年を迎えた当館には、古代から近代までさまざまな仏像が所蔵・寄託されており、本特集では、そのうち飛鳥時代から近代にいたる各

時代の典型的な作品を展示し、日本の仏像を通史的に紹介した。また作品にみられる時代ごとの造形的な特徴を示し、材質や制作技法を含めてそ

の変遷をたどることで、日本の仏像の入門的な見方を提示した。 
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平成館 創立 150 年記念特集 時代を語る洋画たちー東京国

立博物館の隠れた洋画コレクション 
6月 7日 ～ 7月 18日 22件 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

夕日の港、スコットランド高地に潜むチャールズ・エドワード王子、富士山腹帰樵、二人の踊り、画室、世界大戦写生図、画家とその妻 

当館は、日本や東洋の古美術だけでなく、明治から昭和初期において制作とほぼ同時期に収蔵された洋画も多く収蔵する。本特集では、創立

150年の機会に、現在の展示の枠組みの中では公開の機会がほとんどないそうした洋画コレクションの作品を展示し、それらを通して収蔵当時の

時代背景や博物館活動における意義について紹介した。 

本館 創立 150 年記念特集 東博のガラスコレクション―

明治期ガラス工芸の諸相 
7月 12日 ～ 9月 4日 23件 

14室 

＜主な作品＞ 

ガラス七宝脚付杯、切子銅赤色被せガラス鉢、切子ガラス器、白色ガラス蛙蜻蛉刻文瓶 

当館が収蔵するガラス作品のなかから、主に明治期前後につくられ、博物館草創期にコレクションに加わったものを紹介した。江戸時代末から

つくられ始めた切子ガラス、内国勧業博覧会に出品された品川硝子製造所のガラス製品、珍しい舶来のガラスなどを展示し、創立150年を迎えた

当館ならではの、多様な来歴で、かつ貴重な国内外のガラスコレクションを紹介した。 

本館 
親と子のギャラリー 日本美術のつくり方 Ⅴ 7月20日 ～ 8月28日 13件 

特別2室 

＜主な作品＞ 

近江八景蒔絵料紙硯箱、小袖茶平絹地椿枝垂柳掛軸模様、色絵三壺文皿 

美術作品や制作技法に興味を持ってもらうことを目的とした、子どもから大人までを対象とする教育普及的展示である。漆工（蒔絵）、陶磁（色

鍋島）、染織（友禅染）の3つのジャンルを取り上げ、文化財とともに専門家の制作した伝統的技法の工程見本を展示し、歴史の中で培われてき

た日本美術の技術と美しさを伝えた。また画像やイラストを盛り込んだわかりやすい解説パネル類を掲示した。 

平成館 創立 150 年記念特集 チベット仏教の美術―皇帝も

愛した神秘の美― 
7月 26日 ～ 9月 19日 63件 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

『秘密集会』阿閦金剛三十二尊曼荼羅（『ヴァジュラーヴァリー』曼荼羅集のうち 2番）、ツォンカパ伝、シャンバラ王ラウドラ・チャクリン像、

無量寿仏坐像、除蓋障菩薩坐像（八大菩薩のうち）、九鈷鈴、盤 白色如意宝珠マハーカーラ、チベット式仏塔、チャクラサンヴァラ父母仏立像、

般若経、河口慧海請来風俗資料 

明治時代に日本人として初めてチベットを訪れた僧河口慧海の旅行記を契機に、日本でチベット仏教が注目されるようになり、当館でも創立以

降さまざまな機会にチベット関連資料を収集してきた。本特集では、なかでも絵画・彫刻・工芸・書跡の各分野を代表する優品を、慧海のご遺族

からの寄贈品の一部とともに紹介した。 

本館 
令和 3年度新収品 8月 2日 ～ 8月 26日 22件（重美 1件） 

特別 1室 

＜主な作品＞ 

〇道済集巻十九断簡（紙撚切）、鳥獣戯画（模本）、山水蒔絵硯箱、如来坐像、内裏雛、鞆形埴輪残欠、猿猴図軸 

3年度に新たに収蔵品に加わった文化財のうち、寄贈分、購入分より主だった作品を公開した。新収品を通じ、当館のもっとも重要な事業のひ

とつに位置づけられる｢文化財の収集｣について、その成果と意義を紹介した。 

本館館 創立 150 年記念特集 東京国立博物館の模写・模造

―草創期の展示と研究― 
9月 6日 ～ 10月 30日 96件 

特別 1・2室 

＜主な作品＞ 

普賢延命像（模本）、鳥毛篆書屏風（模造）、吉祥天立像（模造）、物具着用図（藤原時代風俗画のうち） 

当館の草創期、展示品の足りない分野を補うため、また研究のため、多くの模写・模造が作られた。外部の専門家に制作を依頼し、館内で専属

の職員を雇用したほか、積極的に購入を行っている。この時期に行なわれた模写・模造事業は、東京国立博物館の歩みを示すのみならず、近代日

本における博物館行政や文化財保護理念の一端を知る手がかりとなる。本特集は、明治５年（1872）の博物館の創立以降、明治 22 年（1889）の

帝国博物館設置、明治 33年（1900）の帝室博物館設置を経て、昭和 22年(1947)に国立博物館となるまでに制作された模写・模造作品を精選して

展観した。創立 150年を迎える年にあたり、草創期の博物館の活動の一端を紹介する機会とした。 

本館 創立 150 年記念特集 未来の国宝―東京国立博物館 

彫刻、工芸、考古の逸品― 
9月 6日 ～ 12月 25日 3件（重文 1件） 

11・14室 

＜主な作品＞ 

◎白瑠璃埦、吉野宮蒔絵書棚、青磁盤 

創立 150年の歴史のなかで収集された当館の文化財には、未来に受け継いでいきたい国民共通の宝というべき、多くの素晴らしい作品が含まれ

ている。本特集は、そうした宝の中から選りすぐりの「逸品」を「未来の国宝」として展示するとともに、その魅力や作品に込められた物語を紹

介した。 

東洋 日中国交正常化 50 周年 東京国立博物館 150 周年 

中国書画精華―宋代書画とその広がり― 
9月 21日 ～ 11月 13日 66件(重文 21件、重美 2件) 

8室 

＜主な作品＞ 

◎寒江独釣図軸、◎洞山渡水図軸、◎竹虫図軸、行書三帖巻、行書王史二氏墓誌銘稿巻、行書遊天池詩巻 

開館 150周年にあたる本年は、当館所蔵・寄託の中国書画コレクションの白眉といえる宋時代の作品に注目し、その重要性を物語る後世の関連

作品とともに紹介した。現在日本に所蔵される宋代書画は、伝来が室町時代に遡る「古渡」と、清朝崩壊前後の近代に流入した「新渡」が混在す

る。日本における宋代書画の受容の変遷、価値の再発見にも配慮した展示を心がけた。 

東洋館 創立 150 年記念特集 再発見！大谷探検隊とたどる

古代裂の旅  
9月 21日～12月 4日 25件 

5室 

＜主な作品＞ 

赤地渦輪違文入鳥獣人物文綾、赤茶地幾何花文錦、紺地菩薩立像描絵平絹、刺繡如来立像・唐草文断片  
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当館所蔵、大谷探検隊招来の出土染織資料は、多くがガラス挟みで保管され、展示の機会も極めて少なかった。しかし作品の題記には、現在の

中国甘粛省敦煌や新疆ウイグル自治区吐魯番などの出土地が記されており、中古中国・オアシス都市の染織文化をうかがい知れる貴重な資料群と

いえる。これらの資料は大谷探検隊の収集品を中心とする。本展示では、コレクションの意義を踏まえ、その魅力と価値を紹介した。 

平成館 創立 150 年記念特集 つたえる、つなぐ―博物館広

報のあゆみ― 
9月 27日 ～ 11月 6日 列品：3件 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

博覧会図式、明治五年湯島聖堂博覧会広告、明治五年湯島聖堂博覧会観覧券 

当館がこれまで制作してきた広報用制作物の中から、展覧会のポスターや館案内パンフレット、 東京国立博物館ニュース、WEB サイトなどを

紹介、広報用制作物をとおして、当館の博物館活動の歴史を紹介した。展示室にはフォトスポットを設置、来館者による SNSへの投稿を促すとと

もに、出口に博物館ニュース配布ラックと公式 SNSの QRコードを告知し、当館のコンテンツへと誘導することで、当館と来館者をつなぐスペー

スとした。なお展示品のうち、列品登録されている作品は 3件のみである。 

東洋館 創立 150 年記念特集 東京国立博物館のイスラーム

陶器 
10月 4日～ 5年 1月 22日 47件（重文 2件、重美 1件） 

5室 

＜主な作品＞  

◎白磁鳳首瓶、◎三彩貼花龍耳瓶、ラスター彩動物文鉢、白釉色絵草花文皿、青緑釉ランプ 

イスラーム陶器とは、ここではおよそ９世紀から 17 世紀にかけて、現在のイラン、イラク、シリアを中心とした地域で焼かれたやきものを指

す。日本では 1920～30 年代頃より収集がはじまり、当館にはその草創期を支えた作品をはじめ、貴重なコレクションが収蔵されている。本展は

イスラーム陶器をまとめて展観する初めての試みで、その収蔵経緯とともにコレクションの意義を紹介した。 

法隆寺宝物館 特集古代染織の保存と修理―50年にわたる取り組み

― 
10月 18日～ 12月 11日 13件（重文 4件） 

6室 

＜主な作品＞ 

◎蜀江錦綾幡、広東綾大幡、羅道場幡、古裂帖、淡縹地大唐花文錦 

2022 年は 1972 年に法隆寺献納宝物の染織品修理がはじまって 50 年の節目にあたる。これを記念して、過去の修理と現在の取り組みをご紹介

する特集展示を企画した。本展では法隆寺における江戸時代の染織品保存にはじまり、博物館において戦後本格化した修理事業の変遷をたどった。 

本館 
創立 150念特集 根付 郷コレクション― 11月 2日～ 5年 1月 22日 274件 

12室 

＜主な作品＞ 

燭陰木彫根付、龍仙人木彫彩色根付、鬼鐘馗木彫彩色根付、蛤牙彫根付 

昭和 17 年（1942）11 月 20 日、帝室博物館に実業家・郷誠之助氏から根付を中心とするコレクションが一括寄贈された。同コレクションは江

戸～明治期の有名根付師の作品をはじめとする優れた質を誇り、国内外の根付愛好者の間で評価が高い。日本の根付文化を学問的視点で保存した

随一の個人コレクションと言える。本展は「郷コレクション」寄贈 80周年を記念し、根付コレクションを一括公開した。 

平成館 創立 150 年記念特集 高円宮殿下二十年式年祭記念 

根付 高円宮コレクション 
11月 15日～12月 25日 500件 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

九尾之狐、達磨、ほおずき、寒雀、うさぎ、花魁、幽霊、馬 

高円宮コレクションは、憲仁親王殿下が久子妃殿下とのご婚約以来約 18年にわたって収集された、現代根付を中心とするコレクションである。

殿下の収集品のうち、260 件が平成 27 年度までに当館に寄贈され、令和２年度から新たに 240 件が出品・寄贈され、計 500 件におよぶ根付コレ

クションが展示出来ることになった。本展は令和４年が殿下の二十年式年祭にあたることを記念し、現代根付の保存と公開を企図された殿下のご

意思を顕彰するとともに「高円宮コレクション」の全てをご覧いただく機会とした。 

平成館 
博物館に初もうで 兎にも角にもうさぎ年 5年 1月 2日～1月 29日 44件（重美 4件） 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

博物館獣譜、染付水葵に兎図大皿、火事装束 紺麻地波兎雨龍模様、月宮八稜鏡、豆兎蒔絵螺鈿硯箱 

お正月の恒例展示。令和５年（2023）の干支「癸卯」の卯年（うどし）にちなみ、「兎」を主題とした特集展示を行った。５つのテーマ「兎に

角うさぎ」「月のうさぎ」「波に乗るうさぎ」「うさぎはどこだ」「うさぎと人と」で構成し、兎を表す当館所蔵の美術工芸品、歴史資料、考古

資料を展示した。 

本館館 創立 150年記念特集 近世能狂言面名品選 ―「天下

一」号を授かった面打― 
5年 1月 2日～2月 26日 25件（重文 6件） 

14室 

＜主な作品＞ 

能面 小面、狂言面 武悪、能面 平太、能面 増女、能面 景清 

能が大成した室町時代には新しい能面が創作された。安土桃山時代、江戸時代と次第に能面作家である面打も世襲されるようになり、名物面を

写すことが盛んに行われる写しの時代となった。本展のテーマ「天下一」号は、文禄 2年（1593）に豊臣秀吉が写しの名手として角坊に授けたの

が最初である。本展では「天下一」の称号を授けられた近世の写しの名手 7人の作品を展示し、名物面の写しが主になった時期にもそれぞれの個

性がうかがえることを示した。 

本館 創立 150 年記念特集 戦後初のコレクション 国宝

「松林図屏風」 
5年 1月 2日～1月 15日 1件（国宝 1件） 

7室 

＜主な作品＞  

●松林図屏風 

当館が昭和 22年に皇室から国に移管され、国立博物館として国民の博物館となったときに、戦後初の購入作品の一つとなったのが「松林図屏

風」であった。昭和 27 年 11 月 22 日に国宝に指定されてから今日まで、正しく国民の「国宝」として広く知られるこの作品を、1 点展示して当

館創立 150周年を寿ぐことを意図した。 

平成館 創立 150 年記念特集 コレクションの探求 はにわ

展から 50年 
5年 2月 28日～4月 9日 26件（国宝 2件、重文 6件） 

企画展示室 

＜主な作品＞ 

◎猪形埴輪、◎家形埴輪、◎埴輪 短甲の武人、◎船形埴輪 
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当館で開催された特別展観「はにわ」（昭和 48年２月 13日から３月 18日）の 50周年を記念して本特集を開催した。この 50年間で進んだ研

究成果を踏まえ、特別展観「はにわ」で陳列した埴輪を中心に紹介した。あわせて、この 50年間で当館にて行われた修理事業、ＣＴや三次元計

測による最新研究、美術史的な観点での埴輪の再評価、国宝・重要文化財に指定された作品など、多角的な展示を試みた。 

本館 
おひなさまと日本の人形 5年 2月 22日～3月 21日 49件 

14室 

＜主な作品＞ 

古今雛、立雛（次郎左衛門頭）、御所人形、牙首雛、紫宸殿（雛用御殿） 

3月 3日の桃の節供、雛祭にちなんで行った恒例企画。今回は三谷家伝来の牙首雛や山本家伝来の古今雛といった江戸の地における雛飾りの名

品とともに、東博が所蔵する御所人形の代表作を一堂に展示した。一方、初期の雛人形もあわせて展示し、雛人形の成立から発展までも見通せる

ようにした。展示にあたっては、人形の名品を通じ、繊細で美しく、そしてかわいらしいものを尊び、高い技術を駆使して作品を作り上げてきた

日本の美意識を、楽しく伝えることを心がけた。 

本館 ニール号引き揚げ品— ウィーン万博をめぐる日欧の

工芸文化交流—  
5年 3月 21日～5月 14日 21件 

14室 

＜主な作品＞ 

色絵金彩婦人図皿、鼈甲製鳥籠、銹絵葡萄図角皿、色絵花虫図陶板（タイル） 

ウィーン万国博覧会開催 150年の節目として開催するもので、今に伝わるニール号引揚品の一部や博覧会開催のために全国から集められた工芸

品、またこのニール号の事故を受けてあらためて海外から寄贈された作品などを通して、初期の博物館の海外交流の様子を紹介した。 

 

(2) 特別展、共催展等 

展覧会名 特別展「空也上人と六波羅蜜寺」 

会  期 3月1日（火）～5月8日(日)  

会  場 東京国立博物館 本館特別5室 

主  催 東京国立博物館、六波羅蜜寺、朝日新聞社、テレビ朝日、BS朝日 

協  賛 DNP大日本印刷、小学館 

作品件数 17件（うち、重文10件） 

来館者数 146,085人(目標50,000人、達成率292.2％) 

入場料金 一般 1,600円、大学生 900円、高校生 600円、中学生以下無料 

アンケート結果 満足度  86.4％ 

担当研究員数 2人 

展覧会の内容 空也上人は、平安前期に阿弥陀信仰をいち早くひろめた僧侶であり、市井の人々に救いの道を示したので、市の聖、阿

弥陀聖と呼ばれた。空也上人が、京都東山に創建した六波羅蜜寺には、上人の像が伝わる。本年は空也上人没後1050年に

あたり、空也上人立像を公開するほか、空也上人のもとで造られた四天王立像、定朝作とされる地蔵菩薩立像、運慶作の

地蔵菩薩坐像など、平安から鎌倉時代の彫刻の名品を展示し、六波羅蜜寺の歴史と美術を通して、信仰の厚みにも思いを

はせる機会とした。 

講演会等 記念講演会を4月2日に開催した。 

 

展覧会名 沖縄復帰50年記念特別展「琉球」 

会  期 5月3日(火・祝)～6月26日(日) 

会  場 東京国立博物館 平成館特別展会場 

主  催 東京国立博物館、ＮＨＫ、ＮＨＫプロモーション、読売新聞社、文化庁 

共  催 沖縄県立博物館・美術館 

特別協賛 キヤノン、大和証券グループ、三井不動産、三菱地所、明治ホールディングス 

協  賛 ＪＲ東日本、清水建設、髙島屋、竹中工務店、三井住友銀行、三菱商事 

協  力 ＤＮＰ大日本印刷 

輸送協力 日本航空 

作品件数 289件（国宝60件、重文17件、県指定文化財25件、市指定文化財6件） 

来館者数 90,395人(目標50,000人、達成率180.8％) 

入場料金 一般2,100円、大学生1,300円、高校生900円、中学生以下無料 

アンケート結果 満足度 85.3％ 

担当研究員数 4人 

展覧会の内容 令和4年(2022)は沖縄県の復帰50年という節目の年に当たるため、これを記念して、強く輝き続ける琉球の歴史と文化を

過去最大規模の展覧会を通じて紹介する。本展は、アジアにおける琉球王国の成立、および文化の形成と継承の意義につ

いて、第1章「万国津梁 アジアの架け橋」、第2章「王権の誇り 外交と文化」、第3章「琉球列島の先史文化」、第4章

「しまの人びとと祈り」、第5章「未来へ」という構成で文化財を通じて紹介した。 

講演会等 連続講座を6月10～11日までの2日間、開催した。 

 

展覧会名 日中国交正常化50周年記念 特別デジタル展「故宮の世界」 

会  期 7月26日(火)～9月19日(月祝) 

会  場 東京国立博物館 平成館特別展会場（1～2室） 

主  催 東京国立博物館、故宮博物院、凸版印刷 

特別協力 朝日新聞社 

後  援 日本アジア共同体文化協力機構 

作品件数 23件（重文1件） 
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来館者数 27,839人(目標30,000人、達成率92.8％) 

入場料金 一般 1,500円、大学生 900円、TNM＆TOPPANミュージアムシアターセット券 1,800円 

アンケート結果 満足度 63.7％ 

担当研究員数 3人 

展覧会の内容 本年（2022年）が日中国交正常化50周年の節目に当たるのを記念して、故宮博物院と当館、そして両者と長年にわたり

共同研究を行ってきた凸版印刷が共同で、紫禁城をテーマにした特別デジタル展を開催する。第1章は「デジタル故宮博物

院」として、清時代の紫禁城の一部をデジタル空間で再現し、故宮が収蔵する名品をデジタルデータで紹介する。第2章は

「紫禁城の書画工芸」として、当館が管理する清朝皇帝の愛蔵品や紫禁城で鑑賞され用いられていた書画工芸を紹介した。 

講演会等 会期中にTNM & TOPPAN ミュージアムシアターにおいて「故宮VR 紫禁城・天子の宮殿」を上演した。 

 

展覧会名 東京国立博物館創立150年記念 特別展「国宝 東京国立博物館のすべて」 

会  期 10月18日(火)～12月11日(日) 

会  場 東京国立博物館 平成館特別展会場 

主  催 東京国立博物館、読売新聞社、NHK、NHKプロモーション、独立行政法人日本芸術文化振興会、文化庁 

協  賛 JR東日本、大伸社、大和ハウス工業、三井住友銀行、横河電機、横河ブリッジホールディングス 

作品件数 150件（うち国宝89件、重要文化財27件） 

来館者数 351,153人（目標80,000人、達成率：438.9％） 

入場料金 一般：2,000円、大学生：1,200円、高校生：900円 

アンケート結果 満足度  91.9％ 

担当研究員数 4人 

展覧会の内容 東京国立博物館は日本で最も長い歴史をもつ博物館である。令和4年（2022）は東京国立博物館の創立150年の節目に当

たる年であり、これを記念して、約12万件という膨大な所蔵品の中から国宝89件すべてを含む名品と、東博の歴史を物語

る関連資料を紹介する展覧会を開催する。展覧会は2部から構成され、第1部「東京国立博物館の国宝」では東博が所蔵す

るすべての国宝を公開し、第2部「東京国立博物館の150年」では明治から令和にいたる博物館150年の歩みを3期に分けて

紹介した。 

講演会等 記念講演会を11月24日に開催した。 

 
展覧会名 東京国立博物館創立150年記念 特別企画「未来の博物館」 

会  期 10月18日(火)～12月11日(日) 

会  場 東京国立博物館 本館特別3室、本館特別5室、東洋館エントランス 

主  催 東京国立博物館、文化財活用センター、NHK 

協  賛 キヤノン株式会社、シャープ株式会社 

作品件数 原品の展示なし。コンテンツ件数：6件 

来館者数 150,296人 

入場料金 一般 1,000円、大学生 500円 ※総合文化展料金 

アンケート結果 満足度  体験が楽しかった：97.5%  日本美術作品への興味が高まった：95.0% 

担当研究員数 5人 

展覧会の内容 東京国立博物館の創立150年を記念し開催する特別企画。高精細複製品や8K映像、プロジェクションマッピングなどの最先

端のデジタル技術と日本美術のコラボレーションによる体験型展示を行い、これまでの東京国立博物館の展示室では不可

能だった鑑賞体験が実現した。 

講演会等 10月23日、11月27日に子どもを対象としたガイドツアー「ぶつぞう調査隊」を計8回行った。 

 
展覧会名 特別企画「大安寺の仏像」 

会  期 5年1月2日（月・祝）～3月19日（日） 

会  場 東京国立博物館 本館11室 

主  催 東京国立博物館、独立行政法人日本芸術文化振興会、文化庁 

作品件数 15件（うち重要文化財7件） 

来館者数 
177,515人 

※本企画のみの入館者数は計測していないため、本企画期間の本館の入館者数を採用した。 

入場料金 一般 1,000円、大学生 500円 ※総合文化展料金 

アンケート結果 満足度  － 

担当研究員数 3人 

展覧会の内容 奈良市にある大安寺は日本最初の国立寺院であり、国際色豊かな環境で多くの優秀な僧侶たちを育てた仏教研究の中心

拠点として栄えた。大安寺に伝わる木彫の仏像群は、いずれも一木造で優れた身体表現や細やかな彫りに奈良時代の木彫

像の特色が表われている。本展では、大安寺に伝わる仏像のほか、大安寺出土の瓦などもあわせて展示し、日本仏教の源

流ともいうべき大安寺の歴史を紹介した。 

講演会等  

 
展覧会名 「150年後の国宝展―ワタシの宝物、ミライの宝物」 

会  期 11月2日(水)～5年1月29日(日)(72日間) 

会  場 表慶館 

主  催 東京国立博物館 

作品件数 一般公募67件、出展協力企業展示31件 

－　　　－187



 

   

来館者数 178,525人 

入場料金 一般 1,000円、大学生 500円 ※総合文化展料金 

アンケート結果 満足度  満足度92.1％ 

担当研究員数 1人 

展覧会の内容 今から150年後の西暦2172年に伝え残していきたい国宝候補を、その背景のストーリーと共に展示するものである。一般

部門及び企業部門から構成される。一般部門は「ワタシの宝物、ミライの宝物」というテーマで一般公募を行い、その中

から当館が選んだものを展示。企業部門については、展覧会に出展協力いただいた企業と、当館にてどのような国宝候補

が適当かを協議の上、展示を行った。 

講演会等 11月20日、吉本興業(株)と大講堂にて漫才に関するワークショップを実施。5年1月13日、大講堂にてキッコーマン(株)

と醤油に関する講演会を実施。（株）BANDAI SPIRITSと5年1月21、22、28、29日、平成館ラウンジ等にて廃材を利用した

環境に配慮したプラモデル製品に関するワークショップを実施した。 

 

 

【京都国立博物館】 
(1)平常展(名品ギャラリー) 

①開館日数   213日(名品ギャラリー開館日数：129日、庭園のみ開館日数：84日)   

②展示総件数  680件  

③展示替件数  680件 

④入場料金   一般700円、大学生350円 ※庭園のみ開館時は一般300円 

⑤特集展示等  全3件 

 

 名称 会期 陳列件数（うち指定品件数） 

特集展示 新発見！蕪村の「奥の細道図巻」 6月14日～7月18日 3件(重要文化財1件) 

新春特集展示 卯づくし―干支を愛でる― 5年1月2日～2月29日 26件(重要文化財1件、重要美術品1件) 

特集展示 雛まつりと人形 5年2月4日～3月5日 58件 

 

(2) 特別展、共催展等 

展覧会名 伝教大師1200年大遠忌記念 特別展「最澄と天台宗のすべて」 

会  期 4月12日(火)～5月22日(日)（36日間） 

会  場 平成知新館 

主  催 京都国立博物館、天台宗、比叡山延暦寺、読売新聞社、読売テレビ、文化庁 

特別協力 キヤノン、JR東日本、日本たばこ産業、三井不動産、三菱地所、明治ホールディングス 

協   賛 清水建設、髙島屋、竹中工務店、三井住友銀行、 三菱商事 

作品件数 130件(国宝23件、重要文化財72件) 

来館者数 43,235人（目標来館者数50,000人、達成率：86.5％） 

入場料金 一般1,800円、大学生1,200円、高校生700円 

アンケート結果 満足度 75.8％ 

講演会等 ・記念講演会（4回） 

4月16日【対談】「伝教大師最澄を語る」登壇者：阿部 昌宏 氏（天台宗 宗務総長）、露の団姫氏（落語家、天台宗道 

心寺 住職） 【落語】「仏教落語」出演者：露の団姫 氏 

4月23日【対談】「日吉大社山王祭と神輿」登壇者：須原 紀彦 氏（日吉大社 禰宜）、末兼 俊彦（当館 主任研究員） 

5月7日「天台宗の信仰と仏画」講師：大原嘉豊（当館 保存修理指導室長） 

5月14日「天台のみほとけたち」講師：淺湫毅（当館 上席研究員）  

 
展覧会名 特別展「河内長野の霊地 観心寺と金剛寺─真言密教と南朝の遺産─」 

会  期 7月30日（土）～9月11日（日）（38日間） 

会  場 平成知新館 

主  催 京都国立博物館 
特別協力 ― 

協   賛 ― 

作品件数 130件（国宝4件、重要文化財31件、重要美術品3件） 

来館者数 28,211人（目標来館者数30,000人、達成率：94.0％） 

入場料金 一般1,200円、大学生600円、高校生300円 

アンケート結果 満足度 83.9％ 

講演会等 ・関連土曜講座（プレ講座）（1回） 

7月23日（土）｢観心寺と金剛寺での京博社寺調査 漆工編｣講師：永島 明子（当館 教育室長） 

・記念講演会（5回） 

7月30日（土）｢観心寺・金剛寺と南北朝動乱｣講師：尾谷 雅彦 氏（元河内長野市教育委員会） 

8月20日（土）｢観心寺・金剛寺の歴史と文化財調査｣講師：井並 林太郎（当館 研究員） 

8月27日（土）｢観心寺・金剛寺の金属工芸｣講師：末兼 俊彦（当館 主任研究員） 

9月3日（土）｢観心寺・金剛寺の聖教｣講師：上杉 智英（当館 研究員） 

9月10日（土）｢真言密教のみほとけたち―観心寺・金剛寺を中心に―｣講師：淺湫 毅（当館 上席研究員） 

 
展覧会名 特別展「京（みやこ）に生きる文化 茶の湯」 

会  期 10月8日（土）～12月4日（日）（50日間） 

会  場 平成知新館 

主  催 京都国立博物館、読売新聞社、文化庁 
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特別協力 キヤノン、大和証券グループ、三井不動産、三菱地所、明治ホールディングス 

協   賛 JR東日本、清水建設、髙島屋、竹中工務店、三井住友銀行、 三菱商事 

作品件数 245件（国宝27件、重要文化財74件） 

来館者数 91,675人（目標来館者数50,000人、達成率：183.4％） 

入場料金 一般1,800円、大学生1,200円、高校生700円 

アンケート結果 満足度 72.1％ 

講演会等 ・記念講演会（7回） 

10月15日（土）  ｢利休の懐石｣講師：筒井 紘一 氏（京都府立大学 客員教授、茶道資料館 顧問） 

10月22日（土）  ｢京に生きる文化 茶の湯―歴史とその背景―｣講師：降矢 哲男（当館 調査・国際連携室長） 

10月29日（土）  ｢日本の茶文化における中国絵画受容｣講師：森橋 なつみ（当館 研究員） 

11月5日（土）  ｢京都における数寄者と茶の湯｣講師：谷 晃 氏（野村美術館 館長） 

11月12日（土）  ｢天下人と茶の湯｣講師：竹本 千鶴 氏（國學院大學 兼任講師） 

11月19日（土）  ｢京都における公家と茶の湯―そのはじまりと展開―｣講師：谷端 昭夫 氏（湯木美術館 理事） 

12月3日（土）  ｢中世の文書と典籍にみる「茶」｣講師：羽田 聡（当館 列品管理室長兼美術室長） 

 
展覧会名 親鸞聖人生誕850年特別展「親鸞―生涯と名宝」 

会  期 5年3月25日（土）～5月21日（日）（58日間） 

会  場 平成知新館 

主  催 京都国立博物館、朝日新聞社、NHK京都放送局、NHKエンタープライズ近畿 
特別協力 真宗教団連合 

協   賛 DNP大日本印刷、京都女子大学 

作品件数 181件（国宝11件、重要文化財75件） 

来館者数 13,918人（3月31日現在、目標来館者数50,000人） 

入場料金 一般1,800円、大学生1,200円、高校生700円 

講演会等 ・記念講演会（1回） 

3月25日（土）｢親鸞聖人の生涯｣講師：草野 顕之 氏（大谷大学 名誉教授） 

 

 

【奈良国立博物館】 
(1)名品展（平常展） 

①開館日数：318日(名品展のみの開館日数：177日) 

②展示総件数：393件 

③展示替件数：188件 

④入場料金：一般 700円 大学生 350円 

⑤特別陳列等：全96件 

名品展 

  珠玉の仏たち（なら仏像館）135件 

  珠玉の仏教美術（西新館）129件 

  特集展示「新たに修理された文化財」（西新館）5件 

  中国古代青銅器（青銅器館）124件 

 

 名称 会期 陳列件数（うち指定品件数） 

特別陳列 
わくわくびじゅつギャラリー 

はっけん！ほとけさまのかたち 
7月16日～8月28日 31件（うち重文16件） 

特別陳列 お水取り 5年2月4日～3月19日 65件（うち重文19件） 

 

(2)特別展、共催展等 

展覧会名 特別展「大安寺のすべて―天平のみほとけと祈り―」 

会  期 4月23日(土)～6月19日(日)（51日間） 

会  場 奈良国立博物館 東新館・西新館 

主  催 奈良国立博物館、日本経済新聞社、NHK奈良放送局、NHKエンタープライズ近畿 

後  援 － 

特別協力 大安寺 

協   賛 － 

協   力 中川政七商店、奈良 蔦屋書店、日本香堂、仏教美術協会 

作品件数 124件（うち国宝10件、重文50件） 

来館者数 32,971人(目標来館者数 50,000人・達成率 65.9%) 

入場料金 一般1,800円、高校・大学生1,500円、小・中学生800円 

アンケート結果 満足度 96.4％ 

担当研究員数 3名 

展覧会の内容 南都七大寺の1つとして数えられた大安寺の歴史を、寺宝、関連作品、発掘調査成果など様々な角度から紹介した。 

講演会等 ○公開講座 

3回 参加者数合計 212人 

 4月29日（金・祝）「大安寺伽藍縁起幷流記資財帳の考古学」上原眞人（京都大学名誉教授）/ 参加者数 76人 

5月21日(土)「大安寺の祈りと営み－出土品を中心に－」中川あや（学芸部企画室長）/ 参加者数 65人 

 6月11日(土)「大安寺の仏像」稲本泰生（京都大学教授）/ 参加者数 71人 
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展覧会名 貞享本當麻曼荼羅修理完成記念 特別展「中将姫と當麻曼荼羅 ―祈りが紡ぐ物語―」 

会  期 7月16日(土)～8月28日(日)（39日間） 

会  場 奈良国立博物館 西新館 

主  催 奈良国立博物館、當麻寺、読売新聞社、NHK奈良放送局 

後  援 － 

特別協賛 － 

協   賛 清水建設、大和ハウス工業 

協   力 日本香堂、仏教美術協会 

作品件数 77件（うち国宝5件、重文13件） 

来館者数 19,966人(目標来館者数 38,000人・達成率 52.5％) 

入場料金 一般1,600円、高校・大学生1,000円、小・中学生500円 

アンケート結果 満足度 96.1％ 

担当研究員数 3名 

展覧会の内容 貞享本當麻曼荼羅の修理過程で確認された資料を紹介しながら貞享本製作プロジェクトの全貌を示すとともに、周辺の當

麻曼荼羅信仰や、連動する中将姫信仰についても紹介した。 

講演会等 ○公開講座 

2回 参加者数合計 126人 

 8月6日(土)「貞享本當麻曼荼羅とその周辺」北澤菜月（学芸部主任研究員）/ 参加者数 66人 

 8月20日(土)「中将姫説話の展開」日沖敦子（文教大学文学部日本語日本文学科准教授）/ 参加者数 60人 

 

展覧会名 第74回正倉院展 

会  期 10月29日（土）～11月14日（月）（17日間） 

会  場 奈良国立博物館 東新館・西新館 

主  催 奈良国立博物館 

特別協賛 － 

協   賛 岩谷産業、SGC、NTT西日本、関西電気保安協会、京都美術工芸大学、近畿日本鉄道、JR東海、JR西日本、シオノギヘルス

ケア、ダイキン工業、ダイセル、大和ハウス工業、中西金属工業、丸一鋼管、大和農園 

特別協力 読売新聞社 

協   力 NHK奈良放送局、Osaka Metro、奈良交通、奈良テレビ放送、日本香堂、仏教美術協会、読売テレビ 

作品件数 59件 

来館者数 87,672人(目標来館者数60,000人・達成率 146.1％) 

入場料金 一般2,000円、高校・大学生1,500円、小・中学生500円 

アンケート結果 満足度 83.9％ 

担当研究員数 3名 

展覧会の内容 8世紀の東アジア文化の至宝である正倉院宝物59件を公開した。 

講演会等 ○公開講座 

2回 参加者数合計 136人 

10月29日(土)「正倉院宝物の保存―宝物を覆う―」髙畑誠（宮内庁正倉院事務所保存課保存科学室員）/参加者数 71人 

11月12日(土)「正倉院の仏具―奈良時代の寺院と法会の世界―」三本周作（学芸部研究員）/ 参加者数 65人 

 
展覧会名 式年造替記念特別展「春日大社 若宮国宝展―祈りの王朝文化―」 

会  期 12月10日(土)～5年1月22日(日)（34日間） 

会  場 奈良国立博物館 東新館・西新館 

主  催 奈良国立博物館、春日大社、朝日新聞社、NHK奈良放送局、NHKエンタープライズ近畿 

後  援 － 

特別協力 － 

特別協賛 － 

協   賛 尾田組、天理時報社 

協   力 日本香堂、仏教美術協会 

作品件数 89件（うち国宝25件、重文10件） 

来館者数 22,888人 

入場料金 一般1,600円、高校・大学生1,400円、小・中学生700円 

アンケート結果 満足度 94.1％ 

担当研究員数 3名 

展覧会の内容 藤原摂関家をはじめ平安貴族が若宮神に奉納した、当時最高峰の技術を集めた工芸品を展示するとともに、古来の祭礼や

神事芸能、現在の御造替にかかわる器物や歴史資料を通して支えた人々の熱意と努力の軌跡を紹介した。 

講演会等 ○公開講座 

1回 参加者数合計 77人 

 5年1月7日(土)「王朝文化が蘇る 春日若宮古神宝とその復元」松村和歌子（春日大社国宝殿主任学芸員）/参加者数77

人 

 

 

【九州国立博物館】 
(1)文化交流展（平常展） 
①開館日数 307日(うち平常展のみ開館日数 115日)＊台風の影響により臨時休館(9月 6、18、19日) 
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②展示総件数：2,187件(うち国宝 74件、重要文化財 191件) 

③展示替件数：1,961件 

④入場料金：一般 700円、大学生 350円 

⑤特集展示・特別公開等：全 6件 

展示名称 特集展示「きゅーはく女子考古部プレゼンツ かわいい考古学のススメ」 

開催期間 
4月 19日(火)～ 

7月 24日(日) 
開催場所 

文化交流展示室 

第 3室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

14件 

内容 「かわいい」という観点から女子考古部を中心に選んだ当館所蔵品の考古資料を公開した。 

展示名称 ならべてわかる本物のひみつ～実物とレプリカ 2022～ 

開催期間 
7月 20日(水)～ 

10月 10日(月・祝) 
開催場所 

文化交流展示室 

第 7室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

22件（うち重文 1件） 

内容 ユニバーサル・ミュージアムへの取り組みの一環として、実物展示に加えてレプリカや再現文化財を公開した。 

展示名称 特別公開「沖ノ島祭祀を担った奉斎者たち」 

開催期間 
9月 21日(水)～ 

12月 4日(日) 
開催場所 

文化交流展示室 

基本展示室 2テーマ 

陳列件数（うち

指定品件数） 

25件 

内容 
「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の世界遺産登録 5周年を記念し、沖ノ島祭祀を担った奉斎者たちにまつわる出土資料約

40点を公開した。 

展示名称 特集展示「御所の器 公家山科家伝来の古伊万里」 

開催期間 
9月 27日（火）～ 

11月 20日（日） 
開催場所 

文化交流展示室 

第 11室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

61件 

内容 山科家に伝来した貴重な禁裏御用品と、それにまつわる歴史資料装束も併せて公開した。 

展示名称 特集展示「種子島 風と波が育んだ歴史」 

開催期間 
12月 13日(火)～ 

2月 12日(日) 
開催場所 

文化交流展示室 

第 3室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

53件（うち重文 3件） 

内容 発掘調査で出土した資料や島の内外に伝わる文化財を通じて、種子島の知られざる交流の歴史を公開した。 

展示名称 新春特別公開 徳川美術館所蔵 国宝 初音の調度 

開催期間 
5年 1月 1日(日・祝)～ 

29日(日) 
開催場所 

文化交流展示室 

第 9室 

陳列件数（うち

指定品件数） 

26件（うち国宝 3件） 

内容 徳川美術館に所蔵される国宝「初音の調度」のうち、机、長文箱、色紙箱の 3件と、大揃いの南部家婚礼調度も併せて公開した。 

 

(2) 特別展、共催展等 

展覧会名 特別展「北斎」 

会  期 4月 16日(土)～6月 12日(日)（51日間） 

会  場 九州国立博物館 特別展示室 

主  催 九州国立博物館・福岡県、西日本新聞社、TNCテレビ西日本、TVQ九州放送 

作品件数 130件（うち国宝 0件、重要文化財 2件） 

来館者数 135,955人(目標来館者数 40,000人・達成率 339.9％)  

入場料金 一般 1,800円、高大生 1,000円、小中生 600円 
アンケート結果 満足度  88.4％ 

講演会等 ・記念講演会「北斎とその画業 ―浮世絵風景画史の観点から―」大久保純一（本展監修者・国立歴史民俗博物館教授）

/参加者140人 

・記念トークショー「おしえて、しりあがりサン！ ―北斎のすごさとは―」しりあがり寿（漫画家）・畑靖紀（学芸部

文化財課主任研究員）/参加者97人 

・担当研究員による展示レクチャー 畑靖紀（学芸部文化財課主任研究員）/参加者96人 

 
展覧会名 沖縄復帰50年記念 特別展「琉球」 

会  期 7月 16 日(土)～9月 4日(日)（45日間） 

会  場 九州国立博物館 特別展示室 

主  催 九州国立博物館・福岡県、NHK福岡放送局、NHKエンタープライズ九州、読売新聞社、文化庁 

作品件数 242件（うち国宝 46件、重要文化財 13件） 

来館者数 41,054人(目標来館者数 30,000人・達成率 136.8％)  

入場料金 一般 1,900円、高大生 1,200円、小中生 800円 
アンケート結果 満足度  90.8％ 

講演会等 ・記念講演会「万国津梁鐘と尚泰久」田名真之（沖縄県立博物館・美術館長）/参加者95人 

・講演会「琉球の美術と文化を深める」上江洲安亨（〈一財〉沖縄美ら島財団）・原田あゆみ（東京国立博物館企画課

長）/参加者78人 

・リレー講座「琉球展ちゃんぷるー講座」 

歴史編：一瀬智（展示課主任研究員）、松浦晃佑（学芸部文化財課研究員）/参加者44人 

工芸編：川畑憲子（学芸部企画課特別展室長）、望月規史（学芸部企画課主任研究員）、桑原有寿子（学芸部企画課

研究員）/参加者51人 

 
展覧会名 特別展「ポンペイ」 

会  期 10月 12日(水)～12月 4日(日)（48日間）※11月 28日は臨時開館 

会  場 九州国立博物館 特別展示室 

主  催 九州国立博物館・福岡県、ナポリ国立考古学博物館、朝日新聞社、NHK福岡放送局、NHKエンタープライズ九州、西日本

新聞社、西日本新聞イベントサービス 

作品件数 125件（うち国宝 0件、重要文化財 0件） 

来館者数 79,919人(目標来館者数 40,000人・達成率 199.8％)  

入場料金 一般 1,900円、高大生 1,200円、小中生 800円 

－　　　－191



 

   

アンケート結果 満足度  90.8％ 

講演会等 ・記念講演会「ポンペイに魅せられた50年」青柳正規（東京大学名誉教授）/参加者203人 

・リレー講座 

齋部麻矢（展示課長）/参加者62人 

小泉惠英（副館長）・白井克也（学芸部文化財課長）・折山桂子（学芸部文化財課アソシエイトフェロー）/参加者53

人 

 
展覧会名 特別展「加耶」 

会  期 5年 1月 24日(火)～3月 19日(日)（48日間） 

会  場 九州国立博物館 特別展示室 

主  催 九州国立博物館・福岡県、韓国国立中央博物館、国立歴史民俗博物館、西日本新聞社、西日本新聞イベントサービス、 

TVQ九州放送 

作品件数 273件（うち国宝 0件、重要文化財 11件） 

来館者数 26,990人(目標来館者数 20,000人・達成率 135％) 

入場料金 一般 1,700円、高大生 1,000円、小中生 600円 
アンケート結果 満足度  86.0％ 

講演会等 ・記念講演会「五世紀・倭の技術革新と加耶」西谷正（海の道むなかた館館長・九州大学名誉教授/参加者224人 

・リレー講座 白井克也（学芸部文化財課長）、齋部麻矢（展示課長）、大澤信（学芸部企画課研究員）/参加者154人、

岡寺良（展示課主任研究員）、大高広和（展示課研究員）、小嶋篤（九州歴史資料館学芸員）/参加者166人 

 

 

【奈良文化財研究所】 

【平城宮跡資料館】 
(1)平常展  
 ①開館日数：310日（平常展のみの開館日数：206日） 

②展示総件数：561件  

③展示替回数：0回 

④入場料金：無料  

⑤平常展のみの来館者数：19,888人 

 

(2)特別展、企画展等：4件 

展覧会名 平城宮跡資料館 令和4年度 春期特別展 

平城宮跡史跡指定100周年・奈良文化財研究所70周年記念 「未来につなぐ平城宮跡 －保存運動のあけぼの－」  
会  期 4月29日（金・祝）～ 6月12日（日）（40日間） 会 場 平城宮跡資料館 企画展示室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 55件（0件） 

来館者数 7,893人 入場料金 無料 

講演会等 なし 

  

展覧会名 平城宮跡資料館 令和4年度 夏期企画展 「大地鳴動 -大地の知らせる危機と私たちの生活-」 

会  期 7月16日（土）～8月28日（日）（38日間） 会 場 平城宮跡資料館 企画展示室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 14件（0件） 

来館者数 4,106人 入場料金 無料 

講演会等 なし 

 

展覧会名 2022年度 秋期特別展 奈良文化財研究所70周年記念・平城宮跡史跡指定100周年記念 

「地下の正倉院展 －平城木簡年代記〔クロニクル〕－」 

会  期 10月15日（土）～11月13日（日）（26日間）  会 場 平城宮跡資料館 企画展示室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 56件（重要文化財6件、国宝8件） 

来館者数 7,628人 入場料金 無料 

講演会等 なし 

 
（参考：平城宮跡資料館の入館者数には含まない） 

展覧会名 奈良文化財研究所70周年・平城宮跡史跡指定100周年記念特別展 

「のこった奇跡 のこした軌跡－未来につなぐ平城宮跡－」 

会  期 10月29日(土) ～ 12月11日(日)（43日間） 会 場 
平城宮跡歴史公園平城宮いざない館 企画

展示室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 約158件（0件） 

来館者数 36,339人 入場料金 無料 

講演会等 なし 

 

 

【藤原宮跡資料室】 
(1)平常展 
①開館日数：357日 

②展示総件数：534件  

③展示替回数：1回 

④入場料金：無料 

⑤特集陳列等 ：4件 
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⑥平常展来館者数 ：7,133人 

名称 会期 陳列件数（うち指定品件数） 

【特集陳列】 

石神遺跡南北溝SD1347･AD1476出土土器（石神遺跡第8次・第9次） 

 

藤原宮大極殿院の調査（飛鳥藤原第205次） 

 

石神遺跡南北溝SD1347A出土土器（石神遺跡第14次・第15次） 

 

藤原宮大極殿院の調査（飛鳥藤原第208次） 

 

4月1日～10月31日 

 

4月1日～10月31日 

 

11月1日～3月31日 

 

11月1日～3月31日 

 

石神遺跡出土土器66点 

 

大極殿院出土瓦17点 

 

石神遺跡出土土器41点 

 

大極殿院出土凝灰岩1点・瓦15点 

 

 

【飛鳥資料館】 
(1)平常展 
①開館日数：307日（平常展のみの開館日数：132日） 

②展示総件数：143件  

③展示替回数：0回 

④入場料金：一般350円 大学生200円 高校生及び18歳未満、70歳以上は無料  

⑤平常展のみの来館者数：7,899人 

 

(2)特別展、企画展等：4件 

展覧会名 ミニ展示「飛鳥資料館に寄贈された瓦－瓦の咲く飛鳥資料館－」 

会  期 4月22日（金）～5月22日（土）(28日間） 会 場 飛鳥資料館 閲覧室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 9点（0件）  

来館者数 3,268人 

入場料金 一般350円 大学生200円 高校生及び18歳未満、70歳以上は無料  

講演会 － 

  

展覧会名 夏期企画展「第13回写真コンテスト作品展「高松塚古墳」 

会  期 7月15日（金）～9月11日（日）(51日間） 会 場 飛鳥資料館 特別展示室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 76点（0件） 

来館者数 2,912人 

入場料金 一般350円 大学生200円 高校生及び18歳未満、70歳以上は無料  

講演会 － 

  

展覧会名 秋期特別展「飛鳥美人 高松塚古墳の魅力」 

会  期 10月21日（金）～12月18日（日）(51日間） 会 場 飛鳥資料館 特別展示室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 105点（0件） 

来館者数 7,280人 

入場料金 一般350円 大学生200円 高校生及び18歳未満、70歳以上は無料  

講演会 － 

 

展覧会名 冬期企画展「飛鳥の考古学2022」 

会  期 5年1月20日（金）～3月12日（日）（45日間） 会 場 飛鳥資料館 特別展示室 

主  催 奈良文化財研究所 陳列件数（うち指定品数） 82点（0件） 

来館者数 3,360人 

入場料金 一般350円 大学生200円 高校生及び18歳未満、70歳以上は無料  

講演会等 2月11日(土)・3月4日(土)ギャラリートーク 
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c-⑤ 論文等発表実績一覧 
令和 5 年 3 月 31 日現在 

国立文化財機構合計 博物館計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 

587 件 

348 件 155 件   93 件 58 件 42 件 

文化財研究所計 東京文化財研究所 奈良文化財研究所 

207 件 50 件  157 件 

アジア太平洋無形文化遺産研究センター 本部文化財活用センター 本部文化財防災センター 

0 件 3 件 29 件 

 

【本部文化財活用センター】 3件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 0 件 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 3件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

展示・収蔵環境の

管理と改善に関す

る調査研究 

本部文化財活用センター 

保存担当研究員 間渕創 

文化財活用センターによる 

保存環境に関する相談対応につ

いて 

「文化財の虫菌害」

No.83 令和 4 年 6 月号 

（公財）文化財

虫菌害研究所 
6月26日 無 

2 同上 
文化財活用センター保存

担当課長 吉田直人 

文化財をまもり、いかす－文化

財活用センター保存担当の来し

方行く末－ 

文化財をしらべる・まも

る・いかす－国立文化財

機構 保存・修復の最前

線－ 

アグネ技術セン

ター 
12月31日 無 

3 同上 
本部文化財活用センター 

保存担当研究員 間渕創 

博物館・美術館の保存環境を整

える－文化財活用センターの協

力事業－ 

文化財をしらべる・まも

る・いかす－国立文化財

機構 保存・修復の最前

線－ 

アグネ技術セン

ター 
12月31日 無 

 

【本部文化財防災センター】 29件 
○文化財防災に関する調査研究  29 件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
文化財防災に関す

る調査研究 

文化財防災センター文化

財防災統括リーダー 小

谷竜介、瀧川裕貴、李善姫 

新型コロナ禍と民俗行事－東北

三県での調査－ 
日本民俗学 310 日本民俗学会 5月20日 無 

2 同上 
文化財防災センター研究

員 後藤知美 

支援施策の変遷と民俗学のかか

わり 
日本民俗学 310 日本民俗学会 5月20日 有 

3 同上 

文化財防災センター文化

財防災統括リーダー 小

谷竜介 

東日本大震災から 10 年の道程－

民俗芸能の再開と再定位－ 
楽劇学 (29) 楽劇学会 5月31日 無 

4 同上 

文化財防災センター長  

髙妻洋成、同文化財防災統

括リーダー 小谷竜介、同

研究員 中島志保、同客員

研究員 浜田拓志、 

文化財防災に関わる地域の連携

体制構築 

文化財保存修復学会第 44

回研究発表要旨集  

文化財保存修復学

会 
6月18日 有 

5 同上 

文化財防災センター文化

財防災統括リーダー 小

谷竜介 

文化財防災センターの役割と今

後の展望 

文化財保存修復学会第 44

回研究発表要旨集 

文化財保存修復学

会 
6月18日 無 

6 同上 

文化財防災センター長  

髙妻洋成、同副センター長 

建石徹、同文化財防災統括

リーダー 小谷竜介 

文化財防災センター発足後の取

り組 

日本文化財科学会第 39

回大会研究発表要旨集 
日本文化財科学会 9月10日 有 

7 同上 

文化財防災センター文化

財防災統括リーダー 小

谷竜介 

文化財防災センターの活動状況

と今後の課題 
文化財の虫菌害 84 

文化財虫菌害研究

所 
12月26日 無 

8 同上 
文化財防災センター長 

髙妻洋成 

文化財を災害からまもる―文化

財防災における保存科学の使命

― 

文化財をしらべる・まも

る・いかす－国立文化財

機構 保存・修復の最前

線－ 

アグネ技術セン

ター 
12月31日 無 

9 同上 

文化財防災センター文化

財防災統括リーダー 小

谷竜介 

被災地のくらしを取り戻すため

に―民俗文化財防災の課題― 

文化財をしらべる・まも

る・いかす－国立文化財

機構 保存・修復の最前

線－ 

アグネ技術セン

ター 
12月31日 無 

10 同上 
文化財防災センター研究

員 中島志保 

ネットワークで文化財を災害か

らまもる―地域防災体制の構築

― 

文化財をしらべる・まも

る・いかす－国立文化財

機構 保存・修復の最前

線－ 

アグネ技術セン

ター 
12月31日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

11 同上 

奈良国立博物館学芸部保

存修理指導室長 荒木臣

紀 

被災ガラス乾板を再生する―保

存と活用に向けて― 

文化財をしらべる・まも

る・いかす－国立文化財

機構 保存・修復の最前

線－ 

アグネ技術セン

ター 
12月31日 無 

12 同上 
文化財防災センター長 

髙妻洋成 
文化財防災スパイラル 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

13 同上 
文化財防災センター長 

髙妻洋成 

救うのは「お宝」かー地域の文

化財の救援― 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

14 同上 
文化財防災センター副セ

ンター長 建石徹 
文化財レスキューとその活動 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

15 同上 
文化財防災センター副セ

ンター長 建石徹 
大災害時代の文化財防災 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

16 同上 

文化財防災センター文化

財防災統括リーダー 小

谷竜介 

大災害の現場からー東日本大震

災をケーススタディにー 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

17 同上 

文化財防災センター文化

財防災統括リーダー 小

谷竜介 

文化財がつなぐ地域のくらし 
入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

18 同上 

文化財防災センター文化

財防災統括リーダー 小

谷竜介 

総がかりでまもる文化財 
入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

19 同上 
文化財防災センター主任

研究員 鷲頭桂 
被災書画の救援 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

20 同上 
文化財防災センター研究

員 黄川田翔 

災害発生時における情報収集と

伝達 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

21 同上 
文化財防災センター研究

員 水谷悦子 
必ず必要になる一時保管場所 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

22 同上 

文化財防災センターアソ

シエイトフェロー 小峰

幸夫 

後回しのツケは大きいムシとカ

ビ 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

23 同上 
文化財防災センター研究

員 中島志保 

まずはひとありきー現場に求め

られる人材とその育成― 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

24 同上 
文化財防災センター研究

員 後藤知美 

活躍が期待される文化財専門職

員 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

25 同上 
文化財防災センター研究

員 上椙英之 

命を守る文化財―自然災害伝承

碑― 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

26 同上 

文化財防災センターアソ

シエイトフェロー 中屋

菜緒 

博物館における災害への備えー

火災と地震から文化財をまもる

ー 

入門 大災害時代の文化

財防災 
同成社 5年3月31日 無 

27 同上 

文化財防災センター文化

財防災統括リーダー 小

谷竜介 

用具を通して伝える無形文化遺

産の被災とその意味 
東北宗教学（特集号） 

東北大学大学院

文学研究科宗教

学研究室 

5年3月31日 無 

28 同上 
文化財防災センター研究

員 中島志保 
文化財防災のための研修の検討 

文化財論叢Ⅴ 奈良文化

財研究所創立 70周年記念

論文集 

奈良文化財研究

所 
5年3月31日 無 

29 同上 
文化財防災センター研究

員 後藤知美 

無形民俗文化財の災害リスクの

可視化と防災 ─福岡県京都郡苅

田町・等覚寺の松会の事例から

─ 

無形文化遺産研究報告 17 
東京文化財研究

所 
5年3月31日 有 
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【東京国立博物館】155件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 139件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1  

有形文化財の収

集・保管・展覧事

業・教育普及活動

等に関する調査研

究 

博物館教育課長 鈴木み

どり、博物館教育課ボラ

ンティア室長 金井裕

子、博物館教育課ボラン

ティア室アソシエイトフ

ェロー永田香織、博物館

教育課ボランティア室有

期雇用職員 渡邉瑛子、

清水美幸 

「紅型ができるまで」 
教育特集展示リーフレッ

ト 

東京国立博物

館 
4 月 1 日 無 

2  同上 
列品管理課平常展調整室

研究員 増田政史 

特集展示『浅草寺のみほとけ』

の展示作品 
浅草寺 浅草寺教化部 4 月 1 日 無 

3  同上 
企画課特別展室長 猪熊

兼樹  

平安後期における宋画受容 

―「鳥獣戯画」乙巻を対象とし

て― 

『鳥獣戯画研究の最前

線』 
東京美術 4 月 30 日 無 

4  同上 
列品管理課平常展調整室

研究員 古川攝一 

白描画としての鳥獣戯画―線描

の妙技 

『鳥獣戯画研究の最前

線』 
東京美術 4 月 30 日 無 

5  同上 
調査研究課絵画・彫刻室

長 土屋貴裕 
鳥獣戯画研究の展望 

『鳥獣戯画研究の最前

線』 
東京美術 4 月 30 日 無 

6  同上 
企画課特別展室研究員 

高橋真作 
五百羅漢図 『國華』1519 國華社 5 月 20 日 有 

7  同上 
企画課特別展室研究員 

高橋真作 
山田道安筆 鍾馗図 『國華』1519 國華社 5 月 20 日 有 

8  同上 
列品管理課平常展調整室

研究員 古川攝一 
回顧と展望―日本（古代）美術 

『史学雑誌』第 131 編第 5

号 
史学会 5 月 20 日 無 

9  同上 
保存修復課保存修復室研

究員 野中昭美ほか 

磁器・ガラスに使用される光学

用エポキシ樹脂の 

剥離に関する実験 

一般社団法人文化財保存

修復学会第 44 回大会研究

発表要旨集 

一般社団法人

文化財保存修

復学会第 44

回大会実行委

員会 

6 月 18 日 無 

10  同上 
調査研究課絵画・彫刻室

長 土屋貴裕 
― 

絵巻 東京国立博物館セ

レクション 

東京国立博物

館 
6 月 20 日 無 

11  同上 
列品管理課平常展調整室

長 市元塁 

門田誠一著『魏志倭人伝と東ア

ジア考古学』 
『古代文化』74 巻第 1 号 古代学協会 6 月 30 日 無 

12  同上 
列品管理課平常展調整室

主任研究員 小野塚拓造 

「東地中海における青銅器・鉄

器時代移行期」を理解するため

に 

『古代文化』74 巻第 1 号 古代学協会 6 月 30 日 有 

13  同上 
調査研究課絵画・彫刻室

研究員 大橋美織 

杜秋艇「耶馬渓図巻」（東京国

立博物館蔵） 

『美術フォーラム 21』第

45 号 
醍醐書房 6 月 30 日 無 

14  同上 
保存修復課調査分析室長 

鳥越俊行 

第 2 節第 2 項自然状態の銀、第

3 節第 1 項石見銀山の銀を用い

た可能性のある銀製品 

石見銀山学ことはじめⅥ

銀 

大田市教育委

員会 
6 月 30 日 無 

15  同上 
企画課特別展室研究員 

高橋真作 

仏儒道三教一致思想の絵画 : 

三聖図・三笑図・三酸図をめぐ

って 

『アジア遊学 271 儒教思

想と絵画―東アジアの勧

戒画』 

勉誠出版 7 月 1 日 無 

16  同上 上席研究員 勝木言一郎 

大英博物館所蔵の報恩経変相

Stein Painting 12 の図像に関

する一考察 

『アジア遊学 271 儒教思

想と絵画―東アジアの勧

戒画』 

勉誠出版 7 月 1 日 無 

17  同上 
百五十年史編纂室長 惠

美千鶴子 
女性と写経 3 久能寺経 ビオ・シティ 91 号 

株式会社ブッ

クエンド 
7 月 7 日 無 

18  同上 
博物館教育課教育講座室

研究員 横山梓 
作品解説 

創立 150 周年事業 特集

「東博のガラスコレクシ

ョンー明治期ガラス工芸

の諸相」リーフレット 

東京国立博物

館 
7 月 12 日 無 

19  同上 
調査研究課考古室研究員 

山本亮ほか 

弥生後期社会の実像―集落構造

と地域社会― 
古代学研究第 233 号 古代学研究会 8 月 19 日 無 

20  同上 
列品管理課平常展調整室

長 市元塁 
物故者記事「菅谷文則」 日本美術年鑑 令和 2 年版 

東京文化財研

究所 
8 月 25 日 無 

21  同上 
保存修復課保存修復室長 

瀬谷愛 

東京国立博物館における保存と

修理「特集 古代染織の保存と

修理――50 年にわたる取り組

み」によせて 

『MUSEUM』第 699 号 
東京国立博物

館 
8 月 有 

22  同上 客員研究員 谷豊信 Ｘ光影像下的中国古代封泥研究 
孫慰祖主編『中国古代封

泥全集』12 

吉林美術出版

社（中国） 
9 月 1 日 有 

23  同上 客員研究員 谷豊信 

Ｘ光影像下的楽浪封泥研究 －

日本東京大学考古学研究室、東

京国立博物館蔵品探討－ 

孫慰祖主編『中国古代封

泥全集』15 

吉林美術出版

社（中国） 
9 月 1 日 有 

24  同上 
百五十年史編纂室長 惠

美千鶴子 

明治十五年・十七年、内国絵画

共進会と「嚴島神社蔵経模本

（平家納経装幀模本）」 

創立 150 年記念特集『東

京国立博物館の模写・模

造―草創期の展示と研究

―』 

東京国立博物

館 
9 月 6 日 無 

25  同上 
古川攝一（平常展調整室

研究員） 
白描図像の模写をめぐって 

創立 150 年記念特集『東

京国立博物館の模写・模

造―草創期の展示と研究

―』 

東京国立博物

館 
9 月 6 日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

26  同上 
調査研究課東洋室主任研

究員 児島大輔 

断章・美をつくしの蔵 建造物

としての大阪市立美術館 

『美をつくし―大阪市立

美術館コレクション』 
毎日新聞社 9 月 14 日 無 

27  同上 上席研究員 勝木言一郎 
「シルクロード探検」「大谷探

検隊」 

『博物館でアジアの旅 

アジア大発見！』 

東京国立博物

館 
9 月 21 日 無 

28  同上 
列品管理課平常展調整室

長 市元塁 
高橋由一が触れたアジア 

『博物館でアジアの旅 

アジア大発見！』 

東京国立博物

館 
9 月 21 日 無 

29  同上 
列品管理課平常展調整室

長 市元塁 
周漢文化展覧会 

『博物館でアジアの旅 

アジア大発見！』 

東京国立博物

館 
9 月 21 日 無 

30  同上 
調査研究課東洋室研究員 

六人部克典 
日本と「宋代書画」の出会い 

『博物館でアジアの旅 

アジア大発見！』 

東京国立博物

館 
9 月 21 日 無 

31  同上 
企画課特別展室研究員 

高橋真作 

二つの牧谿伝承作 : 円覚寺蔵

「白衣観音図」と建長寺蔵「猿

猴図」をめぐって 

『アジア遊学』275 勉誠出版 10 月 1 日 無 

32  同上 
企画課特別展室長 猪熊兼

樹  

「清 最後の王朝」「北京と紫

禁城」「皇帝の儀式」「紫禁城の

意匠」など 

もっと知りたい中国美術 東京美術 10 月 5 日 無 

33  同上 
東京国立博物館百五十年史

編纂室長・惠美千鶴子 

装飾料紙と書 1 大字和漢朗詠

集と法輪寺切 
ビオ・シティ 92 号 

株式会社ブッ

クエンド 
10 月 7 日 無 

34  同上 
企画課特別展室研究員 福

島修 
永青文庫所蔵の唐物漆器 『季刊永青文庫』No. 118 

公益財団法人

永青文庫 
10 月 8 日 無 

35  同上 副館長 富田淳 
世界とともに歩む東京国立博物

館 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 

東京国立博物館のすべ

て』 

毎日新聞社、

NHK、NHK プロ

モーション 

10 月 18 日 無 

36  同上 
列品管理課登録室長 佐藤

寛介 
キリンと天産資料 

ミュージアムヒストリー 

東京国立博物館 150 年の

あゆみ 

東京国立博物

館 
10 月 20 日 無 

37  同上 
企画課特別展室研究員 福

島修 
作品解説 

『西行 : 語り継がれる漂

泊の歌詠み』 

公益財団法人

五島美術館 
10 月 21 日 無 

38  同上 
列品管理課登録室長 佐藤

寛介 
戦国武将と刀剣 現代語訳 備前軍記 山陽新聞社 10 月 22 日 無 

39  同上 
列品管理課登録室長 佐藤

寛介 
山中鹿介と兜 現代語訳 備中兵乱記 山陽新聞社 10 月 22 日 無 

40  同上 
保存修復課調査分析室長 

鳥越俊行 

蛍光 X 線分析による「五馬図

巻」の調査結果について 

修理調査報告「五馬図

巻」 

東京国立博物

館 
10 月 24 日 無 

41  同上 特任研究員 今井敦 「古九谷様式」再考 古九谷の多様性とハレ 
石川県九谷焼

美術館 
10 月 29 日 無 

42  同上 副館長 富田淳 
｢乾隆帝とはどのような人物か｣

｢乾隆帝と歴代書画｣ほか 

もっと知りたい中国の美

術 
東京美術 10 月 30 日 無 

43  同上 
列品管理課平常展調整室

長 市元塁 

「皇帝のコレクション 青銅

器・玉器」ほか 

もっと知りたい中国の美

術 
東京美術 10 月 30 日 無 

44  同上 
調査研究課東洋室研究員 

六人部克典 

「乾隆帝の書画鑑蔵と編纂物」

「皇帝のコレクション 書跡」

ほか 

もっと知りたい中国の美

術 
東京美術 10 月 30 日 無 

45  同上 

列品管理課登録室アソシ

エイトフェロー 廣谷妃

夏 

法隆寺伝来〈赤地獅子鳳凰円文

錦〉及び〈赤地格子連珠花文

錦〉の制作年代再考―東部ユー

ラシア染織品との比較から― 

『美術史』193 冊 美術史学会 10 月 31 日 有 

46  同上 
調査研究課考古室研究員 

飯田茂雄ほか 

北海道東部の北筒式期における

石器群の構造と原料の獲得消費 

『札幌学院大学 人文学

会紀要』112 号 

札幌学院大学

総合研究所 
10 月 31 日 無 

47  同上 
保存修復課保存修復室研

究員・沼沢ゆかり 

インドネシア伝世インド更紗の

年代考察 人物模様と染織技法

を視座として 

髙梨学術奨励基金年報 

令和 3 年度 助成研究成

果報告 

公益財団法人 

髙梨学術奨励

基金 

11 月 1 日 無 

48  同上 
保存修復課調査分析室長 

鳥越俊行 

奈良国立博物館の展示環境-な

ら仏像館(旧本館)と東西新館の

比較から 

国立民族学博物館調査報

告 No.155 

国立民族学博

物館 
11 月 7 日 無 

49  同上 
企画課出版企画室主任研

究員 三笠景子 
「茶の湯を創った青磁茶碗」 

『茶の湯の歴史を問い直

す 創られた伝説から真

実へ』 

筑摩書房 11 月 20 日 無 

50  同上 特任研究員 今井敦 
「和物茶陶」の発見と創造―

「和漢の構図」の再検討 

茶の湯の歴史を問い直す 

創られた伝説から真実へ 
筑摩書房 11 月 20 日 無 

51  同上 特任研究員 田沢裕賀 
南蛮文化発祥以前、大分は禅宗

文化の基地であった 

「大本山相国寺と金閣・

銀閣の名宝」図録 

大分県立美術

館 
11 月 26 日 無 

52  同上 特任研究員 今井敦 唐物模倣の論理 
中近世土器の基礎研究 

第 29 号 

中世土器研究

会 
12 月 4 日 無 

53  同上 
企画課特別展室主任研究員 

河野正訓 
古墳時代の動向 日本考古学年報 74 

日本考古学協

会 
12 月 5 日 無 

54  同上 客員研究員 谷豊信 楽浪土城の遺構再考 
黄暁芬編『古代東アジア

都市の構造と変遷』 
同成社 12 月 10 日 無 

55  同上 
列品管理課登録室長 佐藤

寛介 

津山藩主松平家伝来「朱漆塗本

小札啄木糸威胴丸具足」の歴史

的意義 

MUSEUM 701 号 
東京国立博物

館 
12 月 15 日 有 

56  同上 
調査研究課考古室研究員 

山本亮 

土器から見た古墳時代前期の淀

川流域 

季刊考古学・別冊 39 淀

川流域の古墳時代 
雄山閣 12 月 25 日 無 

57  同上 調査研究課長 松嶋雅人 
150 年後の国宝を考えることの

意味 
『150 年後の国宝展』図録 

東京国立博物

館 
12 月 28 日 無 
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 研究テーマ 
発表者 
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論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

58  同上 
保存修復課保存修復室長 

瀬谷愛 

膨大な作品を伝えるために―所

蔵品の保存と修理のマネジメン

ト― 

文化財をしらべる・まも

る・いかす ―国立文化

財機構 保存・修復の最前

線― 

アグネ技術セ

ンター 
12 月 31 日 無 

59  同上 
保存修復課調査分析室長 

鳥越俊行 

第 5 章 3 節 文化財の内部構造

を知る-X 線 CT の導入と活用- 

文化財をしらべる・まも

る・いかす ―国立文化

財機構 保存・修復の最前

線― 

アグネ技術セ

ンター 
12 月 31 日 無 

60  同上 
保存修復課保存修復室研究

員 野中昭美 

多様な文化財を公開するために

―立体作品の保存と修理― 

文化財をしらべる・まも

る・いかす ―国立文化

財機構 保存・修復の最前

線― 

アグネ技術セ

ンター 
12 月 31 日 無 

61  同上 
保存修復課保存修復室研究

員 沼沢ゆかり 

染と織を魅せる―染織文化財の

保存と活用― 

文化財をしらべる・まも

る・いかす ―国立文化

財機構 保存・修復の最前

線― 

アグネ技術セ

ンター 
12 月 31 日 無 

62  同上 
保存修復課調査分析室長 

鳥越俊行 

Introduction and utilization 

of X-ray CT systems for 

cultural properties in Japan 

文物保护与考古科学

Vol.34 
上海博物館 12 月 有 

63  同上 
企画課特別展室主任研究員 

河野正訓 

山口県赤妻古墳出土品の来歴調

査 
古文化談叢 88 

九州古文化研

究会 
5 年 1 月 1 日 有 

64  同上 

調査研究課工芸室主任研究

員 清水健、調査研究課東

洋室研究員 六人部克典 

特集 博物館に初もうで――兎

にも角にもうさぎ年 

『特集 博物館に初もう

で――兎にも角にもうさ

ぎ年』 

東京国立博物

館 
5 年 1 月 2 日 無 

65  同上 
東京国立博物館百五十年史

編纂室長・惠美千鶴子 
装飾料紙と書 2 竹生島経 ビオ・シティ 93 号 

株式会社ブッ

クエンド 
5 年 1 月 11 日 無 

66 6

6 
同上 副館長 富田淳 王羲之略伝-書聖のまなざし- 

『連携企画 20 周年 王羲

之と蘭亭序』 

公益財団法人

台東区芸術文

化財団 

5 年 1 月 31 日 無 

67  同上 副館長 富田淳 道真と貫之の曲水宴 
『連携企画 20 周年 王羲

之と蘭亭序』 

公益財団法人

台東区芸術文

化財団 
5 年 1 月 31 日 無 

68  同上 副館長 富田淳 王羲之から藤原行成へ 
『連携企画 20 周年 王羲

之と蘭亭序』 

公益財団法人

台東区芸術文

化財団 

5 年 1 月 31 日 無 

69  同上 副館長 富田淳 変革者としての王羲之 
『連携企画 20 周年 王羲

之と蘭亭序』 

公益財団法人

台東区芸術文

化財団 

5 年 1 月 31 日 無 

70  同上 
列品管理課平常展調整室長 

市元塁 

楊泓著（市元塁訳）穹盧から殿

堂へ―雲岡石窟における空間構

造の変遷と諸問題― 

美術研究 4３8 号 
東京文化財研

究所 
5 年 2 月 28 日 無 

71  同上 
調査研究課工芸室主任研究

員 清水健 

『聆涛閣集古帖』より明らかに

なった国宝・線刻釈迦三尊等鏡

像（京都・泉屋博古館蔵）の伝

来 

『企画展示 いにしえ

が、好きっ！―近世好古

図録の文化誌―』 

国立歴史民俗

博物館 
5 年 3 月 7 日 無 

72  同上 
調査研究課工芸室主任研究

員 清水健 
正倉院宝物の公開と模造の歴史 

『企画展示 いにしえ

が、好きっ！―近世好古

図録の文化誌―』 

国立歴史民俗

博物館 
5 年 3 月 7 日 無 

73  同上 
学芸企画部 博物館教育課

教育講座室研究員 横山梓 

作品紹介「重要文化財 巴文大

壺 珠洲」 
『國華』第 1529 号  國華社 5 年 3 月 20 日 有 

74  同上 
保存修復課調査分析室長 

鳥越俊行 

広島県立美術館所蔵南蛮漆器書

見台についての調査報告 

広島県立美術館研究紀要 

第 26 号 

広島県立美術

館 
5 年 3 月 24 日 無 

75  同上 
調査研究課絵画・彫刻室主

任研究員 植松瑞希 

俯仰する竹と鳳凰―夏昶筆「朝

陽舞鳳図」にみる「異形の竹」

絵画化の系譜 

松竹梅の美術史 
中央公論美術

出版 
5 年 3 月 30 日 無 

76  同上 
保存修復課調査分析室長 

鳥越俊行 

第三章 柄と鐺様金具(1),(3)、

第四章 剣身(3) 

伝世洋剣水口レイピアの

謎に迫る 

中央公論美術

出版 
5 年 3 月 31 日 無 

77  同上 
博物館教育課教育講座室研

究員 山本桃子 

私立大学附属・系属高校生徒の

学外活動に関する研究-学校外

での学習と課外活動に着目して

- 

『早稲田教育評論』第 37

巻,第 1 号 

早稲田大学教

育総合研究所 
5 年 3 月 31 日 有 

78  同上 
博物館教育課ボランティア

室長 金井裕子 

東京国立博物館所蔵「木挽町狩

野家伝来資料」について 
『東京国立博物館紀要』 

東京国立博物

館 
5 年 3 月 31 日 無 

79  同上 
百五十年史編纂室長 惠美

千鶴子 

平清盛・頼盛両筆「紺紙金字

経」および「厳島切」の整理と

伝来 

禁裏・公家文庫研究 9 輯 思文閣出版 5 年 3 月 31 日 無 

80  同上 
調査研究課考古室長 井出

浩正 

縄文時代中期における地域間交

流の研究——土器の容量計測を用

いた比較—— 

東京国立博物館紀要 58 号

（2022 年度） 

東京国立博物

館 
5 年 3 月 31 日 無 

81  同上 
保存修復課調査分析室長 

鳥越俊行 

佐渡奉行所跡で出土した炉跡の

被熱温度推定 
日本鉱業史研究 No.73 

日本鉱業史研

究会 
5 年 3 月 無 

82  同上 
保存修復課保存修復室長 

瀬谷愛 

中世聖徳太子絵伝における南無

仏太子説話の図像 

ハーバード美術館蔵南無

仏太子像の研究 

中央公論美術

出版 
5 年 3 月 無 

83  同上 特任研究員 今井敦 
「日本陶磁のオリジナリティー 

―中国陶磁と比較して」 

石川県九谷焼美術館 紀

要『九谷を拓く』第 6 号 

石川県九谷焼

美術館 
5 年 3 月 31 日 無 

84  

特別調査「法隆寺

献納宝物」（第 42

次） 

保存修復課調査分析室長 

鳥越俊行 
蛍光 X 線分析・X 線 CT 調査報告 

法隆寺献納宝物特別調査

概報 42 竜首水瓶 

東京国立博物

館 
4 月 15 日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

85  同上 

保存修復課調査分析室長 

鳥越俊行、保存修復課調査

分析室専門職 宮田将寛ほ

か 

蛍光 X 線分析・X 線 CT 調査報告 
法隆寺献納宝物特別調査

概報 42 竜首水瓶 

東京国立博物

館 
4 月 15 日 無 

86  

収蔵品等の有形文

化財に関する調査

研究 

調査研究課絵画・彫刻室主

任研究員 植松瑞希 

発見！！「五龍図巻」の兄弟た

ち 

博物館でアジアの旅 アジ

ア大発見！ 

東京国立博物

館 
9 月 21 日 無 

87  同上 
調査研究課絵画・彫刻室主

任研究員 植松瑞希 
「五馬図巻」とその受容史 

修理調査報告「五馬図

巻」 

東京国立博物

館 
10 月 24 日 無 

88  同上 
調査研究課絵画・彫刻室主

任研究員 植松瑞希 
「五馬図巻」の修理 

修理調査報告「五馬図

巻」 

東京国立博物

館 
10 月 24 日 無 

89  同上 
調査研究課東洋室研究員 

六人部克典 

「五馬図巻」題跋の書法につい

て 

修理調査報告「五馬図

巻」 

東京国立博物

館 
10 月 24 日 無 

90  同上 
保存修復課保存修復室研究

員 沼沢ゆかり 
「五馬図巻」の表装裂について 

修理調査報告「五馬図

巻」 

東京国立博物

館 
10 月 24 日 無 

91  

創立 150 年記念特

集「再発見！大谷

探検隊とたどる古

代裂の旅」に関連

する調査研究 

列品管理課登録室アソシエ

イトフェロー 廣谷妃夏 
作品解説等 

博物館でアジアの旅 ア

ジア大発見 

東京国立博物

館 
9 月 12 日 無 

92  同上 
列品管理課登録室アソシエ

イトフェロー 廣谷妃夏 
作品解説等 

特集「再発見！大谷探検

隊とたどる古代裂の旅」

リーフレット 

東京国立博物

館 
9 月 21 日 無 

93  同上 
保存修復課保存修復室研究

員 沼沢ゆかり 
作品解説等 

特集「再発見！大谷探検

隊とたどる古代裂の旅」

リーフレット 

東京国立博物

館 
9 月 12 日 無 

94  同上 
保存修復課保存修復室研究

員 沼沢ゆかり 
作品解説等 

博物館でアジアの旅 ア

ジア大発見 

東京国立博物

館 
9 月 21 日 無 

95  

創立 150 年記念特

集「東京国立博物

館の模写・模造―

草創期の展示と研

究―」に関連する

調査研究 

東京国立博物館学芸企画部

企画課特別展室長・猪熊兼

樹  

正倉院宝物の模造 

創立 150 年記念特集『東

京国立博物館の模写・模

造―草創期の展示と研究

―』 

東京国立博物

館 
9 月 6 日 無 

96  同上 
企画課特別展室研究員 福

島修 

名品のどこを見たか 漆芸模造

の世代と視点 

創立 150 年記念特集『東

京国立博物館の模写・模

造―草創期の展示と研究

―』 

東京国立博物

館 
9 月 6 日 無 

97  同上 
学芸研究部調査研究課絵

画・彫刻室長・土屋貴裕 

東京国立博物館の歴史と近代模

写・模造 

創立 150 年記念特集『東

京国立博物館の模写・模

造―草創期の展示と研究

―』 

東京国立博物

館 
9 月 6 日 無 

98  同上 工芸室長・小山弓弦葉 
高田義男の染織文化財調査と模

造 

創立 150 年記念特集『東

京国立博物館の模写・模

造―草創期の展示と研究

―』 

東京国立博物

館 
9 月 6 日 無 

99  同上 
調査研究課工芸室主任研究

員 清水健 
蜷川式胤模造の正倉院宝物 

創立 150 年記念特集『東

京国立博物館の模写・模

造―草創期の展示と研究

―』 

東京国立博物

館 
9 月 6 日 無 

100  

創立 150 年記念特

集「チベット仏教

の美術―皇帝も愛

した神秘の美―」

に関連する調査研

究 

列品管理課貸与特別観覧室

研究員 西木政統 

創立 150 年記念特集 チベット

仏教の美術―皇帝も愛した神秘

の美― 

リーフレット 
東京国立博物

館 
7 月 26 日 無 

101  同上 
列品管理課貸与特別観覧室

研究員 西木政統 

「チベット仏教」他、作品解説

4 件 

もっと知りたい中国の美

術 
東京美術 10 月 30 日 無 

102  

創立 150 年記念特

集「王羲之と蘭亭

序」に関連する調

査研究 

調査研究課絵画・彫刻室主

任研究員 植松瑞希 
描かれたさまざまな雅集 

『連携企画 20 周年 王羲

之と蘭亭序』 

公益財団法人

台東区芸術文

化財団 

5 年 1 月 31 日 無 

103  同上 
調査研究課東洋室研究員 

六人部克典 

宋元明清における王羲之書法の

展開 

『連携企画 20 周年 王羲

之と蘭亭序』 

公益財団法人

台東区芸術文

化財団 

5 年 1 月 31 日 無 

104  

創立 150 年記念特

集「コレクション

の探求 はにわ展

から 50 年」に関

連する調査研究 

企画課特別展室主任研究員

河野正訓・調査研究課考古

室研究員 山本亮 

― 

創立 150 年記念特集 コレ

クションの探求 はにわ

展から 50 年 

東京国立博物

館 
5 年 2 月 28 日 無 

105  

沖縄復帰 50 年記

念特別展「琉球」

に関する調査研究 

企画課長 原田あゆみ 鎌倉芳太郎が出会った人と沖縄 
『沖縄復帰 50 年記念特別

展 琉球』 

NHK、NHK プ

ロモーショ

ン、読売新聞

社 

5 月 3 日 無 

106  同上 
企画課特別展室長・猪熊兼

樹  
琉球の宮廷 

『沖縄復帰 50 年記念特別

展 琉球』 

NHK、NHK プ

ロモーショ

ン、読売新聞

社 

5 月 3 日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

107  同上 
企画課出版企画室主任研究

員 三笠景子 

総論「琉球・沖縄の文化と歩

み」 

『沖縄復帰 50 年記念特別

展 琉球』 

NHK、NHK プ

ロモーショ

ン、読売新聞

社 

5 月 3 日 無 

108  同上 
博物館教育課教育普及室長

品川欣也 
東京国立博物館所蔵の琉球資料 

『沖縄復帰 50 年記念特別

展 琉球』 

NHK、NHK プ

ロモーショ

ン、読売新聞

社 

5 月 3 日 無 

109  同上 
調査研究課工芸室長 小山

弓弦葉 
琉球の文様 

『沖縄復帰 50 年記念特別

展 琉球』 

NHK、NHK プ

ロモーショ

ン、読売新聞

社 

5 月 3 日 無 

110  同上 
調査研究課工芸室長 小山

弓弦葉 
琉装のかたち 

『沖縄復帰 50 年記念特別

展 琉球』 

NHK、NHK プ

ロモーショ

ン、読売新聞

社 

5 月 3 日 無 

111  同上 
企画課出版企画室主任研究

員 三笠景子 

「沖縄復帰 50 年記念 特別展 

琉球」 
『陶説』828 号 日本陶磁協会 6 月 1 日 無 

112  同上 企画課長 原田あゆみ 
沖縄復帰五〇年記念特別展「琉

球」開催の意義 
ICOMOSJapan information 

（一社）日本

イコモス国内

委員会 

9 月 7 日 無 

113  

日中国交正常化 50

周年記念 特別デ

ジタル展「故宮の

世界」に関する調

査研究 

絵画・彫刻室主任研究員・

植松瑞希 
乾隆帝の秘蔵絵画と近代日本 

もっと知りたい 中国の

美術 
東京美術 10 月 30 日 無 

114  

東京国立博物館創

立 150 年記念 特

別展「国宝 東京

国立博物館のすべ

て」に関する調査

研究 

企画課出版企画室主任研究

員 三笠景子 

「博物館のために―横河民輔の

東洋陶磁コレクション」 

『東京国立博物館創立 150

年記念  特別展  国宝 

東京国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK プロモー

ション 

10 月 18 日 無 

115  同上 
博物館教育課教育普及室長

品川欣也 

東京国立博物館の考古コレクシ

ョン 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 東京

国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK プロモー

ション 

10 月 18 日 無 

116  同上 

東京国立博物館学芸企画部

企画課特別展室長 猪熊兼

樹  

在りし日の鳳輦 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 東京

国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK プロモー

ション 

10 月 18 日 無 

117  同上 
列品管理課登録室長 佐藤

寛介 
東京国立博物館 150 年の歩み 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 東京

国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK プロモー

ション 

10 月 18 日 無 

118  同上 
調査研究課絵画・彫刻室長

土屋貴裕 

帝室博物館から国立博物館へ―

戦後における国宝絵画指定が意

味すること 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 東京

国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK プロモー

ション 

10 月 18 日 無 

119  同上 
調査研究課絵画・彫刻室主

任研究員 植松瑞希 
国宝中国絵画のお名前事情 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 東京

国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK プロモー

ション 

10 月 18 日 無 

120  同上 
調査研究課考古室研究員・

飯田茂雄 
作品解説 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 東京

国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK プロモー

ション 

10 月 18 日 無 

121  同上 
調査研究課東洋室研究員 

六人部克典 
東京国立博物館の東洋書跡 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 東京

国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK プロモー

ション 

10 月 18 日 無 

122  同上 保存修復課長 和田浩 東京国立博物館の保存修復 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 東京

国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK プロモー

ション 

10 月 18 日 無 

123  同上 
調査研究課絵画・彫刻室研

究員 大橋美織 

松方コレクションの浮世絵版画

‐その流転と公開‐ 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 東京

国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK プロモー

ション 

10 月 18 日 無 

124  同上 
企画課特別展室研究員 福

島修 
東京国立博物館の漆工 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 東京

国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK プロモー

ション 

10 月 18 日 無 

125  同上 
列品管理課平常展調整室研

究員 増田政史 

東京国立博物館の調査研究小史

―彫刻分野を中心に 

『東京国立博物館創立 150

年記念 特別展 国宝 東京

国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK、NHK プ

ロモーション 

10 月 18 日 無 

126  同上 
調査研究課考古室研究員・

飯田茂雄 
作品解説 

ミュージアムヒストリー 

東京国立博物館―150 年の

あゆみ― 

東京国立博物

館 
10 月 20 日 無 

127  同上 特任研究員 田良島哲 森鴎外と正倉院 『正倉院宝物に学ぶ 4』 思文閣出版 10 月 無 

128  同上 列品管理課長 沖松健次郎 
蘇る百五十年前の展示風景―湯

島聖堂博覧会 
東京人 

都市出版株式

会社 
11 月 3 日 無 

129  

特別企画「大安寺

の仏像」に関する

調査研究 

列品管理課平常展調整室研

究員 増田政史 
大安寺の仏像 うえの 762 号 上野のれん会 5 年 1 月 1 日 無 

130  同上 
列品管理課平常展調整室研

究員 増田政史 
奈良の大寺 大安寺 大安寺の仏像 

東京国立博物

館 
5 年 1 月 2 日 無 

131  同上 
列品管理課平常展調整室研

究員 増田政史 

コラム 大安寺の奈良時代の木

彫群 
大安寺の仏像 

東京国立博物

館 
5 年 1 月 2 日 無 
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査読

有無 

132  
特別展「東福寺」

に関する調査研究 

企画課特別展室研究員 高

橋真作 
明兆筆「五百羅漢図」の新知見 『特別展 東福寺』 

読売新聞社、

NHK、NHK プ

ロモーション 

5 年 3 月 7 日 無 

133  同上 
企画課特別展室研究員 高

橋真作 

明兆筆「五百羅漢図」の本絵と

下絵 
『特別展 東福寺』 

読売新聞社、

NHK、NHK プ

ロモーション 

5 年 3 月 7 日 無 

134  同上 
調査研究課東洋室研究員 

六人部克典 
遺偈―師資相承の書― 『特別展 東福寺』 

読売新聞社、

NHK、NHK プ

ロモーション 

5 年 3 月 7 日 無 

135  

博物館環境デザイ

ンに関する調査研

究 

木下史青(東京国立博物館 

上席研究員・デザイン) 

Treasure×Pleasure ─東京国

立博物館の展示デザイン 

｢博物館研究 57｣ 特集

〈博物館を支える人々〉 

公益財団法人 

日本博物館協

会 

10 月 1 日 無 

136  
博物館教育に関す

る調査研究 

博物館教育課教育講座室研

究員 山本桃子ほか 

分野横断型学習としてのオブジ

ェクトベーストラーニングのさ

らなる機能拡張-人びとのウェ

ルビーイングの向上への貢献を

目指して- 

The KeMCo Review 01 

慶應義塾ミュ

ージアム・コ

モンズ 

5 年 3 月 31 日 有 

137  

博物館広報・国際

交流活動に関する

調査研究 

上席研究員兼広報室長 鬼

頭智美 

欧米が見た鳥獣戯画―近代にお

ける海外出品をめぐって― 

『鳥獣戯画研究の最前

線』 
東京美術 4 月 30 日 無 

138  同上 
上席研究員兼広報室長 鬼

頭智美 

つたえる、つなぐ―博物館広報

のあゆみ― 
特集リーフレット 

東京国立博物

館 
9 月 27 日 無 

139  同上 

企画課国際交流室 ミオッ

シュ・ヴォズニ、上席研究

員兼広報室長 鬼頭智美ほ

か 

－ 

Japanese to English 

Translation at the 

Tokyo National Museum 

東京国立博物

館 
12 月 20 日 無 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 16件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
博物館の環境保存に

関する調査研究 

学芸研究部保存修復課

長・和田浩 

屏風の振動応答特性を検証する

ための基礎的研究 
日本包装学会誌 31(3) 

日本包装学

会 
6月1日 有 

2 同上 
学芸研究部保存修復課

長・和田浩 

ハンドリフトを用いた文化財の

施設内輸送時に生じる振動の原

因と対策に関する研究 

文化財保存修復学会 44 回

大会 

文化財保存

修復学会 
6月19日 無 

3 同上 

学芸研究部保存修復課環

境保存室アソシエイトフ

ェロー・相川悠、学芸研

究部保存修復課長・和田

浩 

展示室における換気対策が与え

るエネルギー消費への影響と持

続可能な博物館環境の維持に関

する考察 

文化財保存修復学会 44 回

大会 

文化財保存

修復学会 
6月19日 無 

4 同上 
学芸研究部保存修復課

長・和田浩 

2022 年度災害対策調査部会の活

動報告 

文化財保存修復学会 44 回

大会 

文化財保存

修復学会 
6月19日 無 

5 同上 

学芸研究部保存修復課環

境保存室アソシエイトフ

ェロー・相川悠、学芸研

究部保存修復課長 和田

浩 

展示室における換気対策が与え

るエネルギー消費への影響と持

続可能な博物館環境の維持に関

する考察 

文化財保存修復学会 44 回

大会 

文化財保存

修復学会 
6月19日 無 

6 同上 保存修復課長 和田浩 
綿の衝撃試験についての基礎的

研究 

日本包装学会第 31 回年次

大会 

日本包装学

会 
7月20日 無 

7 同上 保存修復課長 和田浩 
美術品輸送の安全対策に関する

研究動向 
日本包装学会誌 31(4) 

日本包装学

会 
8月1日 無 

8 同上 保存修復課長 和田浩 

法隆寺金堂収蔵庫における壁画

の保存・公開に関する研究 -

2021 年限定公開における収蔵庫

内環境測定値の検討- 

日本文化財科学会第 39 回

大会 

日本文化財

科学会 
9月10日 無 

9 同上 保存修復課長 和田浩 
博物館施設内輸送における振動

計測 

第 60 回全日本包装技術研

究大会 

日本包装技

術協会 
11月18日 無 

10 同上 保存修復課長 和田浩 
都市と文化財のデジタル化で生

まれる博物館の新たな展開 
教職課程センター紀要 7 

大東文化大

学 
12月 無 

11 同上 保存修復課長 和田浩 
文化財を安全に運ぶ-振動解析に

よる施設内輸送の安全性評価- 

文化財をしらべる・まも

る・いかす ―国立文化

財機構 保存・修復の最前

線― 

アグネ技術

センター 
5年3月 無 

12 同上 保存修復課長 和田浩 

入場者数の展示室内環境への影

響の検証を目的とした特別展覧

会における室内滞留者数傾向の

解析 

国立民族学博物館研究報

告 47(4) 

国立民族学

博物館 
5年3月 有 

13 

博物館資料・業務の

情報処理に関する調

査研究 

特任研究員 田良島哲 
文化政策としてのデジタルアー

カイブ 

『デジタルアーカイブ・

ベーシックス 知識インフ

ラの再設計』 

勉誠出版 11月 無 

14 

創立 150 年へ向けた

館史編纂のための基

礎的な資料整理と調

査研究 

副館長 富田淳 東京国立博物館の 150 年 絲綢之路 

公益財団法

人文化財保

護・芸術研

究助成財団 

10月25日 無 

15 同上 
百五十年史編纂室長 惠

美千鶴子 

東京国立博物館百五十年史編纂

に関わる資料の整理と活用 

専門図書館 2022 年 11 月

号 

専門図書館

協議会 
11月25日 有 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

16 同上 
上席研究員兼広報室長 

鬼頭智美 

海外展開催：日本文化の世界へ

の発信 

ミュージアムヒストリー 

東京国立博物館 150 年の

あゆみ 

東京国立博

物館 
10月20日 無 

 

 

【京都国立博物館】 93件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 36件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 1 

特別展「河内長野の

霊地 観心寺と金剛

寺」に関する調査研

究 

学芸部上席研究員 淺湫

毅 
伝宝生如来坐像 観心寺蔵 『なにわ』805 号 大阪府警察 6月29日 無 

2  同上 同上 
僧形神像として造立か（地蔵菩薩

立像 観心寺蔵） 
『京都新聞』8 月 4 日 京都新聞社 8月4日 無 

3  同上 
学芸部企画室研究員 井

並林太郎 
重要文化財 藍韋威腹巻 『なにわ』804 号 大阪府警察 5月 無 

4  同上 同上 
概説 観心寺・金剛寺の歴史と文

化財 

『特別展 河内長野の霊

地 観心寺と金剛寺―真

言密教と南朝の遺産―』

図録 

京都国立博物

館 
7月30日 無 

5  同上 同上 
中世の力強さ満ちた絵画（日月山

水図屛風 天野山金剛寺蔵） 
『京都新聞』8 月 9 日 京都新聞社 8月9日 無 

6  同上 同上 
甲冑 22 件、正成への愛着（藍韋

威腹巻 天野山金剛寺蔵） 
『京都新聞』8 月 10 日 同上 8月10日 無 

7  同上 
学芸部列品管理室主任研

究員 末兼俊彦 

「真言密教と密教法具―観心寺

で発見された大壇具の謎―」 

『特別展 河内長野の霊

地 観心寺と金剛寺－真

言密教と南朝の遺産－』

図録 

京都国立博物

館 
7月30日 無 

8  同上 
学芸部調査・国際連携室

研究員 上杉智英 
重要文化財 遊仙窟 『なにわ』806 号 大阪府警察 7月 無 

9  同上 同上 

概説 観心寺・金剛寺の歴史と文

化財 

金剛寺本『遊仙窟』断簡、発見の

意義 

『特別展 河内長野の霊

地 観心寺と金剛寺―真

言密教と南朝の遺産―』

図録 

京都国立博物

館 
7月30日 無 

10  同上 
学芸部特任研究員 宮川

禎一 
棟札・観心寺出土瓦[古代～中世] 

『特別展 河内長野の霊

地 観心寺と金剛寺－真

言密教と南朝の遺産－』

(図録) 

京都国立博物

館 
7月30日 無 

11  同上 学芸部研究員 古谷 毅 
観心寺出土文字瓦[中世～近世・

近世] 

『特別展 河内長野の霊

地 観心寺と金剛寺－真

言密教と南朝の遺産－』

(図録) 

京都国立博物

館 
7月30日 無 

12  

特別展「京に生きる

文化 茶の湯」に関

する調査研究 

学芸部列品管理室長 羽

田聡 

金地院所蔵 国宝「秋景冬景山水

図」の附属書状について 

『特別展 京に生きる文

化 茶の湯』図録 

読売新聞社・

京都国立博物

館 

10月8日 無 

13  同上 
学芸部調査・国際連携室

長 降矢哲男 
国宝 大井戸茶碗 銘 喜左衛門 『なにわ』809 号 大阪府警察 9月29日 無 

14  同上 同上 京に生きる文化 茶の湯 
『茶道雑誌』第 86 巻 10

号 
河原書店 10月1日 無 

15 1

5 
同上 同上 

特別展「京に生きる文化 茶の湯」

によせて 
『淡交』№952 淡交社 10月1日 無 

16 1

6 
同上 同上 京に生きる文化 茶の湯 

『特別展 京に生きる文

化 茶の湯』図録 

読売新聞社・

京都国立博物

館 

10月8日 無 

17 1

7 
同上 同上 京に生きる文化 茶の湯 『陶説』№833 日本陶磁協会 11月1日 無 

18 1

8 
同上 同上 

京に生きる文化 茶の湯上 国宝

「大井戸茶碗 銘喜左衛門」 
『読売新聞』11 月 12 日 読売新聞社 11月12日 無 

19 1

9 
同上 

学芸部調査・国際連携室

研究員 森橋なつみ 
茶の美術としての中国絵画 

『特別展 京に生きる文

化 茶の湯』図録 

読売新聞社・

京都国立博物

館 

10月8日 無 

20 2

0 
同上 同上 

重要文化財 遠浦帰帆図 伝牧

谿筆 
『なにわ』809 号 大阪府警察 9月5日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

21 2

1 
同上 同上 

重要文化財 玉澗筆・自賛「洞庭

秋月図」（和魂漢才―書画のスス

メ） 

『美術の窓』469 号 生活の友社 9月20日 無 

22 2

2 
同上 同上 牧谿の絵画と日本 『淡交』952 号 淡交社 10月1日 無 

23 2

3 

特別展「東福寺」に

関する調査研究 

学芸部列品管理室研究員 

森道彦 

「普門院常住什物目録」と初期の

東福寺画壇 
『特別展 東福寺』 

読売新聞社、

NHK、NHK プロ

モーション 

5年3月7日 無 

24 2

4 
同上 

学芸部保存修理指導室主

任研究員 福士雄也 
コラム、作品解説 『特別展 東福寺』 

読売新聞社、

NHK、NHK プロ

モーション 

5年3月7日 無 

25 2

5 

特集展示に関する調

査研究 
同上 

新出の与謝蕪村筆「奥の細道図

巻」について 

『新発見！蕪村の「奥の

細道図巻」』 

京都国立博物

館 
6月 無 

26 2

6 
同上 

学芸部企画室長・工芸室

長 山川曉 
お迎え人形 『なにわ』813 号 大阪府警察 5年2月 無 

27 2

7 

収蔵品・寄託品等及

び各博物館の特色に

応じた歴史・伝統文

化に関連する調査研

究 

学芸部企画室長・工芸室

長 山川曉 

綾地蝶牡丹文片身替小袖（復元新

調） 

『綾地蝶牡丹文片身替小

袖（復元新調）』パンフレ

ット 

芦刈山保存会 7月 無 

28 2

8 
同上 

学芸部列品管理室長 羽

田聡 

博物館・美術館コレクション ク

ローズアップ 53 京都国立博物

館Ⅱ 

『大東書道』633 号 
大東文化大学

書道研究所 
10月20日 無 

29 2

9 
同上 同上 

博物館・美術館コレクション ク

ローズアップ 54 京都国立博物

館Ⅲ 

『大東書道』634 号 同上 11月20日 無 

30 3

0 
同上 同上 

博物館・美術館コレクション ク

ローズアップ 55 京都国立博物

館Ⅳ 

『大東書道』635 号 同上 12月20日 無 

31 3

1 
同上 

学芸部企画室研究員 井

並林太郎 

平安絵巻としての鳥獣戯画―場

面展開の妙味― 

『鳥獣戯画研究の最前

線』 
東京美術 4月 無 

32 3

2 
同上 

学芸部企画室アソシエイ

トフェロー 青木 麻佑花 
阿弥陀・不動・毘沙門像懸仏 『なにわ』810 号 大阪府警察 11月29日 無 

33 3

3 

特別公開展示に関す

る調査研究 
学芸部研究員 古谷毅 展示概説、コラム 

『特別公開 熊本・宮崎

の古墳文化－石人と貝輪

－』(展示解説リーフレッ

ト) 

京都国立博物

館 
6月 無 

34 3

4 
同上 同上 

美術館だより 367 石人・ゴホウラ

製貝輪 

『なにわ』2 月号（812

号） 

大阪府警察本

部 
5年2月23日 無 

35 3

5 

その他有形文化財に

関連する調査研究 

学芸部企画室長・工芸室

長 山川曉 

人形の保存および展示における

京都国立博物館の課題 
『人形玩具研究』 

日本人形玩具

学会 
5年3月 有 

36 3

6 
同上 

学芸部教育室長 永島明

子 

妙法院に伝わる秀吉ゆかりの漆

椀 ―高台寺蒔絵、大逆転― 

『蓮華』103 号 仏教文

化講座たより 
妙法院門跡 5年2月1日 無 

 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 57件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読 

有無 

1  
博物館情報、文化財情

報に関する調査研究 

学芸部列品管理室 研究

補佐員 西村由希子、同

室長 羽田聡、同研究員 

近藤無滴、学芸部 三島

貴雄、国立歴史民俗博物

館 後藤真 

京都国立博物館における記録資

料の整理と課題 メタ文化財情

報アーカイブズ構築に向けて 

デジタルアーカイブ学会 

第 7 回研究大会一般研究

発表（オンライン）予稿集 

デジタルアー

カイブ学会 
11 月 2 日 無 

2  

文化財の製作技法・材

料等に関する調査研

究 

学芸部保存科学室長 降

幡順子 

7・8 世紀出土瓦・施釉瓦胎土色

と鉄イオンに関する研究 

『SPring-8/SACLA 利用研

究成果集 10』第 4 号 

高輝度光科学

研究センター 
4 月 有 

3  同上 同上 科学調査が文化財修理に役立つ 

文化財をしらべる・まも

る・いかす‐国立文化財機

構 保存・修復の最前線－ 

アグネ技術セ

ンター 
12 月 無 

4  同上 同上 

上庄田瓦窯跡出土鴟尾の胎土分

析―鴟尾表面の色調に着目して

― 

洛北窯跡出土鴟尾指定準

備業務報告書 

京都市埋蔵文

化財研究所 
5 年 3 月 無 

5  同上 

保存科学室長 降幡順

子、東京文化財研究所 

犬塚将英、建石徹、早川

泰弘、奈良文化財研究所 

脇谷草一郎、田村朋美、

中田愛乃、大迫美月、辻

本与志一、文化庁 米村

祥英 

小型 X 線回折分析装置の開発と

高松塚古墳壁画の彩色材料分析

への適用 

『保存科学』第６２号 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 有 

6  同上 
学芸部保存科学室長 降

幡順子 

飛鳥地域出土の湖西窯産須恵器

の胎土分析 
『文化財論叢Ⅴ』 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 無 

7  同上 
学芸部保存科学室長 降

幡順子、研究員 古谷毅 

兵庫県西宮山古墳出土品の研究

Ⅰ―非鉄金属製遺物 1― 
『学叢』第 44 号 

京都国立博物

館 
6 月 無 
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  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読 

有無 

8  同上 学芸部研究員 古谷毅 
三珠大塚古墳出土の鈴付銅釧 -

貝輪形銅釧の系譜(覚書) - 

『モノ・構造・社会の考

古学-今福利恵博士追悼論

文集-』 

今福利恵博士

追悼論文集刊

行会 

11月13日 無 

9  
その他有形文化財に関

連する調査研究 
副館長 栗原祐司 あれもこれもみんな博物館 『てんとう虫』5 月号 

UC カード会員

誌 
4月 無 

10  同上 副館長 栗原祐司 
見どころ充実、知の宝庫 国立博

物館 
『てんとう虫』5 月号 

UC カード会員

誌 
4月 無 

11  同上 副館長 栗原祐司 “好き”を極める個性派博物館 『てんとう虫』5 月号 
UC カード会員

誌 
4月 無 

12  同上 副館長 栗原祐司 慰霊と追悼の博物館 『会報』№70 

旧真田山陸軍

墓地とその保

存を考える会 

4月 無 

13  同上 副館長 栗原祐司 
博物館法の一部を改正する法律

が成立 
『学会ニュース』№140  

全日本博物館

学会 
4月 無 

14  同上 副館長 栗原祐司 
戦禍に晒されるウクライナの博

物館 

『博物館研究』4 年 5 月

号 

日本博物館協

会 
5月 無 

15  同上 副館長 栗原祐司 
最終段階の ICOM 博物館定義見直

し 

『博物館研究』4 年 6 月

号 

日本博物館協

会 
6月 無 

16  同上 副館長 栗原祐司 博物館で進むキャッシュレス化 『新美術新聞』1602 号 美術年鑑社 6月 無 

17  同上 副館長 栗原祐司 
コレクションをめぐる法制度と

権利関係 

金山喜昭編『博物館とコ

レクション管理』 
雄山閣 6月 無 

18  同上 副館長 栗原祐司 
平和を考えるミュージアム－い

ま、私たちができること 
月刊『海外子女教育』 

海外子女教育

振興財団 
7月 無 

19  同上 副館長 栗原祐司 2022 年国際博物館の日について 
『博物館研究』4 年 7 月

号 

日本博物館協

会 
7月 無 

20  同上 副館長 栗原祐司 博物館定義の見直し 『新美術新聞』1604 号 美術年鑑社 7月 無 

21  同上 副館長 栗原祐司 夏休みの美術館 『新美術新聞』1608 号 美術年鑑社 8月 無 

22  同上 副館長 栗原祐司 教科書で見た“アレ” 
「Discover Japan」2022

年 9 月号 

株式会社ディ

スカバー・ジ

ャパン 

8月 無 

23  同上 副館長 栗原祐司 スーパーマニアック 
『Discover Japan』2022

年 9 月号 

株式会社ディ

スカバー・ジ

ャパン 

8月 無 

24  同上 副館長 栗原祐司 ICOM 博物館定義が改正 『新美術新聞』1613 号 美術年鑑社 9月 無 

25  同上 副館長 栗原祐司 
博物館法改正と ICOM プラハ大会

報告 
『展示学』64 日本展示学会 10月 無 

26  同上 副館長 栗原祐司 
ICOM プラハ大会で博物館の定義

が改正 
『学会ニュース』№142 

全日本博物館

学会 
10月 無 

27  同上 副館長 栗原祐司 ICOM プラハ大会の概要 
『博物館研究』4 年 11 月

号 

日本博物館協

会 
11月 無 

28  同上 副館長 栗原祐司 ICOM の新たな定義と DEAI 『新美術新聞』1615 号 美術年鑑社 11月 無 

29  同上 副館長 栗原祐司 第 4 回世界津波博物館会議報告 『学会ニュース』№143 
全日本博物館

学会 
5年1月 無 

30  同上 副館長 栗原祐司 平和な社会の実現に向けて 
『博物館研究』5 年 2 月

号 

日本博物館協

会 
5年2月 無 

31  同上 副館長 栗原祐司 ICOM の最新の動向 
『博物館研究』5 年 2 月

号 

日本博物館協

会 
5年2月 無 
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  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読 

有無 

32  同上 副館長 栗原祐司 
第4回世界津波博物館会議開催さ

れる 
『新美術新聞』1622 号 美術年鑑社 5年2月 無 

33  同上 副館長 栗原祐司 ウェルビーイングの博物館へ 
『聖教新聞』2023 年 2 月

10 日（京都版） 
聖教新聞社 5年2月 無 

34  同上 副館長 栗原祐司 ICOM プラハ大会が開催 
全国美術館会議機関誌

『ZENBI』Vol.23 

全国美術館会

議 
5年2月 無 

35  同上 副館長 栗原祐司 
記憶を伝える場としてのミュー

ジアム 

清水万由子・林美帆・除

本理史『公害の経験を未

来につなぐ』 

ナカニシヤ出

版 
5年2月 無 

36  同上 副館長 栗原祐司 ウクライナ文化財 被害 1189 点 
『産経新聞』5 年 2 月 18

日 

株式会社産経

新聞社 
5年2月 無 

37  同上 副館長 栗原祐司 
戦時下におけるウクライナの博

物館と文化遺産の保護 

『ICOM 日本委員会ジャー

ナル』 

ICOM 日本委員

会 
5年3月 無 

38  同上 副館長 栗原祐司 ミュージアム列島東西南北 『週間教育 PRO』 株式会社 ERP 
4月～5年3月

（連載） 
無 

39  同上 学芸部長 尾野善裕 万灯山長圓寺伝来茶陶考 
『中近世陶磁器の考古学 

第 16 巻』 
雄山閣 5 月 25 日 無 

40  同上 学芸部長 尾野善裕 
飯が盛られた天目茶碗―万灯山

長圓寺校割帳にみる「天目」― 
『學叢』第 44 号 

京都国立博物

館 
6 月 24 日 無 

41  同上 

学芸部長 尾野善裕（共

著：奈良文化財研究所 

森川実・文化庁 大澤正

吾） 

石神遺跡土坑 SK1150 出土の土器 
『奈良文化財研究所紀要

2022』 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 無 

42  同上 学芸部長 尾野善裕 
「金琺瑯」の謎 琉球ヨリ来タ

ル“和蘭陀ノ焼物”だが中国製 
『なごみ』通巻 511 号 淡交社 7 月 1 日 無 

43  同上 

学芸部長 尾野善裕（共

著：奈良文化財研究所 

神野恵） 

盂蘭盆会供養具 陶磁器 
『元奈良町惣年寄清水家

資料調査報告書』 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 無 

44  同上 学芸部長 尾野善裕 
古代尾張の窯業生産と天皇家産

機構 
『文化財論叢Ⅴ』 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 無 

45  同上 

学芸部保存科学室長 降

幡順子、学芸部長 尾野

善裕（共著：香川県立ミ

ュージアム 野村美紀・

古野徳久、香川県教育委

員会 渡邊誠・竹内裕

貴） 

本堯時松平頼該霊廟の調査―高

松藩主松平家墓所の系譜におけ

る位置― 

『ミュージアム調査研究

報告』第 14 号 

香川県立ミュ

ージアム 
5 年 3 月 31 日 無 

46  同上 
学芸部上席研究員 淺湫

毅 
仏師運慶の東国下向について 『學叢』第 44 号 

京都国立博物

館 
6 月 24 日 無 

47  同上 同上 嘉多丸君と幕末の京都仏師康敬 『函谷鉾』41 号 函谷鉾保存会 7 月 1 日 無 

48  同上 

学芸部保存科学室長 降

幡順子、企画室研究員 

井並林太郎 

佐竹本三十六歌仙絵「源重之」 

科学分析結果報告 

『重要文化財 佐竹本三

十六歌仙絵「源重之』収蔵

記念特別展 歌仙絵と太

刀』展覧会図録 

秋水美術館 4 月 無 

49  同上 
学芸部調査・国際連携室

長 降矢哲男 

総論 高麗茶碗の種類と特徴、

コラム、個別解説 

『茶の湯の茶碗 第 2 巻 

高麗茶碗』 
淡交社 5 年 2 月 23 日 無 

50  同上 
学芸部考古室長 石田由

紀子 

第 4 章 牛込大教会信者詰所で

採集された遺物 第 2 節 ４瓦 

『布留遺跡布留（堂垣内）

地区発掘調査報告書』考 

古学調査研究報告 31 

埋蔵文化財天

理教調査団 
10 月 無 

51  同上 同上 
変形忍冬唐草文軒平瓦 6647 の再

検討 
『飛鳥の考古学 2022』 

奈良文化財研

究所 飛鳥資

料館 

5 年 1 月 無 

52  同上 
学芸部保存修理指導室主

任研究員 福士雄也 

所有者の想いに寄り添う―寄託

品修理のマネジメントー 

文化財をしらべる・まも

る・いかす―国立文化財機

構 保存・修復の最前線― 

アグネ技術セ

ンター 
12 月 無 

53  同上 同上 作品解説 
『西新井大師こよみ』令和

5 年版 

西新井大師総

持寺 
12 月 無 

54  同上 同上 狩野家による極書の発給 『仏師と絵師』 思文閣出版 5 年 3 月 無 

55  同上 
学芸部企画室研究員 井

並林太郎 

百萬遍知恩寺の歴代祖師・住持

肖像画について 
『學叢』第 44 号 

京都国立博物

館 
6 月 24 日 無 

56  同上 
学芸部列品管理室研究員 

森道彦 

公益財団法人渡辺美術館調査報

告書（第 9 回） 

公益財団法人渡辺美術館

調査報告書（第 9 回） 
渡辺美術館 5 年 3 月 無 

57  同上 
学芸部調査・国際連携室

研究員 森橋なつみ 
女史箴図が語るもの 『アジア遊学』271 勉誠出版 7 月 1 日 無 
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【奈良国立博物館】 58件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 27件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読 

有無 

1  

特別展「大安寺のすべ

て―天平のみほとけ

と祈り―」に関する調

査研究 

学芸部長 吉澤悟、美術室

長 岩井共二、列品室長 

斎木涼子、教育室長 谷口

耕生、企画室長 中川あ

や、資料室長 野尻忠、情

報サービス室主任研究員 

北澤菜月、企画室主任研究

員 山口隆介、教育室研究

員 内藤航、工芸考古室研

究員 三本周作、工芸考古

室アソシエイトフェロー 

伊藤旭人 

作品解説 

『特別展 大安寺のすべ

て―天平のみほとけと祈

り―』展覧会図録 

奈良国立博物

館、日本経済

新聞社、NHK エ

ンタープライ

ズ近畿 

4 月 無 

2  同上 列品室長 斎木涼子 
『日本霊異記』にみる大安寺と社

会のつながり（コラム） 
同上 同上 同上 無 

3  同上 列品室長 斎木涼子 虚空蔵求聞持法とは（コラム） 同上 同上 同上 無 

4  同上 教育室長 谷口耕生 
各論 「霊山の実相」としての大

安寺釈迦如来像 
同上 同上 同上 無 

5  同上 教育室長 谷口耕生 大安寺絵所（コラム） 同上 同上 同上 無 

6  同上 企画室長 中川あや 
総論 大安寺―美術、史料、考古

が織りなす歴史 
同上 同上 同上 無 

7  同上 企画室長 中川あや 
平安貴族が讃えた大安寺釈迦如

来像（コラム） 
同上 同上 同上 無 

8  同上 企画室長 中川あや 
奈良博の扉 大安寺「災害と復興

の歴史」 

『月刊大和路ならら』第

283 号 

一般社団法人

なら文化交流

機構 

同上 無 

9  同上 教育室研究員 内藤航 
各論 大安寺の木彫群に関する

覚書 

『特別展 大安寺のすべ

て―天平のみほとけと祈

り―』展覧会図録 

奈良国立博物

館、日本経済

新聞社、NHK エ

ンタープライ

ズ近畿 

同上 無 

10  同上 教育室研究員 内藤航 
清凉寺釈迦如来像の請来と河原

院釈迦如来像の造立（コラム） 
同上 同上 同上 無 

11  同上 
工芸考古室研究員 三本

周作 

国宝・金銅透彫舎利容器の「かた

ち」を読む（コラム） 
同上 同上 同上 無 

12  
「 SHIBUYA で仏教美

術」に関する調査研究 

資料室長 野尻忠、情報

サービス室主任研究員 

北澤菜月、企画室主任研

究員 山口隆介、工芸考

古室アソシエイトフェロ

ー 伊藤旭人 

作品解説 
『SHIBUYA で仏教美術』

展覧会図録 

渋谷区立松濤

美術館 
同上 無 

13  
名品展「珠玉の仏た

ち」に関する調査研究 

企画室主任研究員 山口

隆介 
作品解説 

『なら仏像館 名品図録

2021 改訂版』 

奈良国立博物

館 
5 月 無 

14  

貞享本當麻曼荼羅修

理完成記念 特別展

「中将姫と當麻曼荼

羅―祈りが紡ぐ物語

―」に関する調査研究 

美術室長 岩井共二、列品

室長 斎木涼子、教育室長 

谷口耕生、資料室長 野尻

忠、情報サービス室主任研

究員 北澤菜月、工芸考古

室主任研究員 三田覚之、

企画室主任研究員、山口隆

介、教育室研究員 内藤

航、工芸考古室研究員 三

本周作、美術室アソシエイ

トフェロー 松井美樹 

作品解説 

『貞享本當麻曼荼羅修理

完成記念 特別展 中将

姫と當麻曼荼羅―祈りが

紡ぐ物語』展覧会図録 

奈良国立博物

館、読売新聞

社、NHK 奈良放

送局 

7 月 無 

15  同上 
情報サービス室主任研究

員 北澤菜月 
総論 中将姫と當麻曼荼羅 同上 同上 同上 無 

16  

わくわくびじゅつギ

ャラリー「はっけん！

ほとけさまのかたち」

に関する調査研究 

教育室研究員 翁みほり 作品解説 

『わくわくびじゅつギャ

ラリー はっけん！ほと

けさまのかたち』展覧会

図録 

奈良国立博物

館 
同上 無 

17  

聖徳太子 1400 年御遠

忌記念「国宝・法隆寺

展」に関する調査研

究 

美術室長 岩井共二、列

品室長 斎木涼子、教育

室長 谷口耕生、企画室

長 中川あや、資料室長 

野尻忠、情報サービス室

主任研究員 北澤菜月、

企画室主任研究員 山口

隆介、工芸考古室主任研

究員 三田覚之、教育室

研究員 内藤航、工芸考

古室アソシエイトフェロ

ー 伊藤旭人、美術室ア

ソシエイトフェロー 松

井美樹 

作品解説 

『聖徳太子 1400 年御遠

忌記念 国宝・法隆寺

展』展覧会図録 

日本経済新聞

社 
9 月 無 
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  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読 

有無 

18  

特別展「第 74 回正倉

院展」に関する調査研

究 

学芸部長 吉澤悟、美術室

長 岩井共二、列品室長 

斎木涼子、教育室長 谷口

耕生、企画室長 中川あ

や、資料室長 野尻忠、情

報サービス室主任研究員 

北澤菜月、工芸考古室主任

研究員 三田覚之、企画室

主任研究員 山口隆介、教

育室研究員 内藤航、工芸

考古室研究員 三本周作、

工芸考古室アソシエイト

フェロー 伊藤旭人、美術

室アソシエイトフェロー 

松井美樹 

作品解説 
『第 74 回 正倉院展』展

覧会図録 

奈良国立博物

館 
10 月 無 

19  同上 学芸部長 吉澤悟 
概説 正倉院展と正倉院宝物に

ついて 
同上 同上 同上 無 

20  同上 
工芸考古室アソシエイト

フェロー 伊藤旭人 

宝物寸描 素木三鈷箱について

復元的に考える 
同上 同上 同上 無 

21  同上 
工芸考古室研究員 

三本周作 

奈良博の扉 正倉院宝物の魅力 

第 74 回正倉院展から 

『月刊大和路ならら』第

289 号 

一般社団法人

なら文化交流

機構 

同上 無 

22  同上 
工芸考古室研究員 

三本周作 

正倉院宝物と奈良時代の仏教―

「第 74 回正倉院展」の出陳宝物

を中心に― 

『月刊アートコレクター

ズ』第 164 号 
生活の友社 同上 無 

23  

東京国立博物館創立

150 年記念 特別展 

「国宝 東京国立博

物館のすべて」に関す

る調査研究 

工芸考古室主任研究員 

三田覚之 
法隆寺献納宝物 

『東京国立博物館創立

150 年記念 特別展 国

宝 東京国立博物館のす

べて』 

毎日新聞社、

NHK、NHK プロ

モーション 

同上 無 

24  

式年造替記念特別展

「春日大社 若宮国宝

展―祈りの王朝文化

―」に関する調査研究 

学芸部長 吉澤悟、列品室

長 斎木涼子、教育室長 

谷口耕生、企画室長 中川

あや、資料室長 野尻忠、

情報サービス室主任研究

員 北澤菜月、工芸考古室

主任研究員 三田覚之、企

画室主任研究員 山口隆

介、教育室研究員 内藤

航、工芸考古室研究員 三

本周作、工芸考古室アソシ

エイトフェロー 伊藤旭

人、美術室アソシエイトフ

ェロー 松井美樹 

作品解説 

『式年造替記念特別展 

春日大社 若宮国宝展―

祈りの王朝文化―』展覧

会図録 

奈良国立博物

館、朝日新聞

社、NHK 奈良放

送局、NHK エン

タープライズ

近畿 

12 月 無 

25  同上 学芸部長 吉澤悟 

概説 式年造替記念特別展「春日

大社 若宮国宝展―祈りの王朝文

化―」 

同上 同上 同上 無 

26  同上 学芸部長 吉澤悟 

式年造替記念特別展 春日大社 

若宮国宝展―祈りの王朝文化―

の見どころ 

『月刊大和路ならら』第

291 号 

一般社団法人

なら文化交流

機構 

同上 無 

27  同上 教育室研究員 内藤航 
各論 獅子・狛犬（春日若宮撤下

品）の調査報告 

『式年造替記念特別展 

春日大社 若宮国宝展―

祈りの王朝文化―』展覧

会図録 

奈良国立博物

館、朝日新聞

社、NHK 奈良放

送局、NHK エン

タープライズ

近畿 

同上 無 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 31件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1  
その他有形文化財に

関連する調査研究 

保存修理室長 荒木臣

紀（共著：藤田励夫） 

金峯山寺所有、新出の金峯山寺経

塚出土紺紙金字経について 
『鹿園雜集』第 25 号 

奈良国立博物

館 
5 年 3 月 31 日 無 

2  
その他有形文化財に

関連する調査研究 
列品室長 斎木涼子 

神仏習合―神と仏を結びつける思

想はどのように展開されたのか 
『論点・日本史学』 

ミネルヴァ書

房 
8 月 無 

3  同上 教育室長 谷口耕生 
薬師寺に伝わる涅槃図～来歴とそ

の特徴～ 
『薬師寺』第 214 号 薬師寺 12 月 1 日 無 

4  同上 教育室長 谷口耕生 
聖護院所蔵「熊野宮曼荼羅」―修

理に伴う地検を中心にー 
『鹿園雜集』第 25 号 

奈良国立博物

館 
5 年 3 月 無 

5  同上 
情報サービス室長 宮

崎幹子 

「美術史学と博物館における「記

述」と「写真」―研究の方法論と

デジタル化との関連から―」 

『洛北史学』 洛北史学会 6 月 有 

6  同上 

情報サービス室長 宮

崎幹子、企画室主任研究

員 山口隆介 

作品解説 
『仏師快慶の研究』（奈良国

立博物館編） 
思文閣出版 5 年 3 月 無 
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  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

7  同上 企画室長 中川あや 隅田八幡神社経塚出土鏡について 
隅田八幡神社経塚発掘調査

報告書 

橋本市教育委

員会 
5 年 3 月 無 

8  同上 
情報サービス室主任研

究員 北澤菜月 

当麻曼荼羅九品往生図に認められ

る鑑戒画的図様 

『アジア遊学 271 儒教思

想と絵画 東アジアの勧戒

画』 

勉誠出版 6 月 無 

9  同上 
情報サービス室主任研

究員 北澤菜月 
作品解説 

『宗祖慈攝大師真盛上人 

不断念佛相続十九萬日大法

会記念 西教寺の仏教美

術』 

天台真盛宗総

本山 西教寺 
11 月 1 日 無 

10  同上 
工芸考古室主任研究員 

三田覚之 
竜首水瓶の修理について 

『法隆寺献納宝物特別調査

概報 42 竜首水瓶』 

東京国立博物

館 
4 月 無 

11  同上 
工芸考古室主任研究員 

三田覚之 
竜首水瓶関連史料 

『法隆寺献納宝物特別調査

概報 42 竜首水瓶』 
同上 同上 無 

12  同上 
工芸考古室主任研究員 

三田覚之 

《報告》法隆寺献納宝物 裳と袍

の本格修理と復元模造製作につい

て第六九八号 東京国立博物館 

『ＭＵＳＥＵＭ』第 698 号 同上 6 月 有 

13  同上 
工芸考古室主任研究員 

三田覚之 

法隆寺探訪記〈2〉金堂という奇跡

の空間 
『聖徳』第 248 号 聖徳宗教学部 7 月 無 

14  同上 
工芸考古室主任研究員 

三田覚之 
日本の刺繡美 『美術の窓』12 月号 

株式会社生活

の友社 
11 月 無 

15  同上 
工芸考古室主任研究員 

三田覚之 
法隆寺探訪記〈3〉失われた麈尾 『聖徳』第 249 号 聖徳宗教学部 5 年 1 月 26 日 無 

16  同上 
工芸考古室主任研究員 

三田覚之 
法隆寺印仏の由来 『聖徳』第 249 号 聖徳宗教学部 5 年 1 月 26 日 無 

17  同上 
工芸考古室主任研究員 

三田覚之 
宝瓶のきた道 『目の眼』第 559 号 

株式会社目の

眼 
5 年 3 月 15 日 無 

18  同上 
企画室主任研究員 山

口隆介 

古写真細見―所在不明大日如来像

― 
『鹿園雜集』第 25 号 

奈良国立博物

館 
5 年 3 月 無 

19  同上 
企画室主任研究員 山

口隆介 
快慶の生涯と「如法」の仏像 

『仏師快慶の研究』（奈良国

立博物館編） 
思文閣出版 5 年 3 月 無 

20  同上 
工芸考古室研究員 三

本周作 

快慶作品における金属製荘厳具に

ついて―仏師と金工をめぐる一試

論― 

『仏師快慶の研究』（奈良国

立博物館編） 
思文閣出版 5 年 3 月 無 

21  同上 

保存修理指導室アソシ

エイトフェロー 安藤

真理子（共著：福田浩子、

岡地智子、小林公治、安

藤真理子、鳥越俊行、宮

田将寛） 

広島県立美術館所蔵南蛮漆器書見

台についての調査報告―東京国立

博物館所蔵南蛮漆器書見台 CT 調査

結果との比較を通じて― 

広島県立美術館 研究紀要 

第 26 号 

広島県立美術

館 
5 年 3 月 24 日 無 

22  同上 
工芸考古室アソシエイ

トフェロー 伊藤旭人 

グラビア解説 柄香炉（瓶鎮柄香

炉） 
『聖徳』第 248 号 聖徳宗教学部 同上 無 

23  同上 
工芸考古室アソシエイ

トフェロー 伊藤旭人 

平安中期の「比叡山仏所」と南都

仏師の関係」 

『鹿島美術研究』年報第 38

号別冊 
鹿島美術財団  9 月 無 

24  同上 
工芸考古室アソシエイ

トフェロー 伊藤旭人 

西大寺金銅透彫舎利容器の蓮華形

銀器について 
『鹿園雜集』第 25 号 

奈良国立博物

館 
5 年 3 月 31 日 無 

25  同上 
美術室アソシエイトフ

ェロー 松井美樹 
グラビア解説 役行者二鬼像 『聖徳』第 249 号 聖徳宗教学部 5 年 1 月 26 日 無 

26  

保存科学の観点から

の収蔵品・寄託品等の

調査研究 

保存修理指導室長 荒

木臣紀 

文化財をしらべる・まもる・いか

す―国立文化財機構 保存・修復の

最前線― 

『文化財をしらべる・まも

る・いかす―国立文化財機

構 保存・修復の最前線―』 

アグネ技術セ

ンター 
12 月 31 日 無 

27  同上 

保存修理指導室アソシ

エイトフェロー 小峰

幸夫 

竹材のフラスから加害種を特定す

る分子生物学的手法の検討 

『文化財保存修復学会第四

十四回大会研究発表要旨

集』 

文化財保存修

復学会 
6 月 18 日 無 

28  同上 

保存修理指導室アソシ

エイトフェロー 

小峰幸夫 

アフリカヒラタキクイムシを用い

た高温処理（48℃及び 50℃）の繰

り返しによる効果判定の実験 

『文化財保存修復学会第四

十四回大会研究発表要旨

集』 

同上 同上 無 

29  同上 

保存修理指導室アソシ

エイトフェロー 

小峰幸夫 

文化財害虫とその対処―最近のト

ピックを中心に― 
『月刊文化財』第 709 号  第一法規 10 月 無 

30  同上 

保存修理指導室アソシ

エイトフェロー 

小峰幸夫 

New records of Ctenolepisma 

calvum (Ritter,1910) 

(Zygentoma, Lepismatidae) from 

Japan  

『 Biodiversity Data 

Journal 10』 
Pensoft 11 月 有 

31  同上 

保存修理指導室アソシ

エイトフェロー 小峰

幸夫 

後回しのツケは大きい ムシとカ

ビ 

『入門 大災害時代の文化

財防災』 
同成社 5 年 3 月 無 
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【九州国立博物館】 42件 
○有形文化財の展覧事業・教育活動等に関連する調査研究 9件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

有形文化財の展覧事

業・教育活動等に関

連する調査研究 

学芸部博物館科学課  

主任研究員 鷲頭桂 

「北斎の素顔―日新除魔図の世界

―」 

『特別展 北斎』（特別展

図録） 
講談社 4 月 14 日 無 

2 同上 
学芸部企画課長 

伊藤信二 
作品解説 

『特別展 河内長野の霊地 

観心寺と金剛寺─真言密教

と南朝の遺産─』（展覧会

図録） 

京都国立博物館 7 月 無 

3 同上 
学芸部企画課長 

伊藤信二 
作品解説 

『東京国立博物館創立 150

周年記念特別展 国宝 東

京国立博物館のすべて』 

毎日新聞社、

NHK、NHK プロモ

ーション 

10 月 無 

4 同上 

学芸部企画課特別展室主

任研究員 西島亜木子、

文化交流展室長 川村佳

男、交流課主任研究員 

今井涼子、特別展室アソ

シエイトフェロー 齋藤

徳子、石橋有実 

「かわいい考古学のススメ」への

道 ー市民と博物館の連携型展覧

会の一例としてー 

紀要『東風西声』18 号 九州国立博物館 5 年 3 月 無 

5 同上 

苅田町教育委員会 若杦

善満、学芸部博物館科学

課研究員 渡辺祐基、同

研究補佐員 田中麻美、

学芸部展示課主任研究員 

岡寺良 

土製地蔵菩坐像の製作過程の復元

的考察―中世九州北部に出土する

特徴的な一群について― 

紀要『東風西声』18 号 九州国立博物館 5 年 3 月 無 

6 同上 
学芸部企画課特別展室長

川畑憲子 
「琉球漆器の技法」 

『沖縄復帰 50 年記念特別

展 琉球』 

NHK、NHK プロモ

ーション、読売

新聞社 

5 月 3 日 無 

7 同上 
学芸部企画課特別展室長

川畑憲子 
作品解説 

『沖縄復帰 50 年記念特別

展 琉球』 

NHK、NHK プロモ

ーション、読売

新聞社 

5 月 3 日 無 

8 同上 
学芸部企画課特別展室長

川畑憲子 

立体感と漆芸の粋「黒漆首里那覇

港図堆錦衝立」 
『読売新聞』8 月 23 日 読売新聞社 8 月 23 日 無 

9 同上 
学芸部企画課特別展室長 

川畑憲子 
「国宝 初音の調度」 『九州王国』 九州国立博物館 12 月 無 

 

○その他有形文化財に関連する調査研究 33件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
その他有形文化財に

関連する調査研究 

学芸部企画課長 

伊藤信二 

「国宝 竜首水瓶（法隆寺献納宝

物）について」 

『法隆寺献納宝物特別調査

概報 42 竜首水瓶』 

東京国立博物

館 
4 月 無 

2 同上 
学芸部企画課文化交流展

室長 川村佳男 

第Ⅰ部 外国考古学研究の動向

「中国」 
『日本考古学年報』74 

日本考古学協

会 
12 月 無 

3 同上 
学芸部企画課文化交流展

室長 川村佳男 

響銅長頚瓶の形態と製作工程 

ー内視鏡カメラによる内面の観察

を踏まえてー 

『FUSUS アジア鋳造技術

史学会誌』15 号 

アジア鋳造技

術史学会 
5 年 1 月 有 

4 同上 
学芸部企画課アソシエイ

トフェロー 李梅 

麦積山石窟壁画の重修――装飾文

様 パルメット―― 

鹿島美術研究年報第 38 号

別冊 

公益財団法人 

鹿島美術財団 
9 月 無 

5 同上 
学芸部企画課アソシエイ

トフェロー 李梅 
麦積山石窟の弥勒 

みろくへの道 

(東京藝術大学ユーラシア

文化交流センター) 

PAO 12 月 無 

6 同上 
学芸部博物館科学課長 

木川りか 

「九州国立博物館における生物被

害の予防について」 

『月刊文化財』令和 4 年 10

月号 
第一法規 9 月 無 

7 同上 
学芸部博物館科学課研究

員 渡辺祐基 

X 線 CT などによる文化財害虫の

検出と診断 

『月刊文化財』令和 4 年 10

月号 
第一法規 9 月 無 

8 同上 
学芸部博物館科学課長 

木川りか 

「九州国立博物館 IPM 研修－資料

保存のソフト面として」 

『持続可能な博物館資料の

保存を考える』園田直子

編、国立民族学博物館調査

報告 155 

国立民族学博

物館 
11 月 有 

9 同上 
学芸部博物館科学課研究

員 渡辺祐基 

X 線イメージングによる木材穿孔

性の文化財害虫の検出 

『持続可能な博物館資料の

保存を考える』園田直子

編、国立民族学博物館調査

報告 155 

国立民族学博

物館 
11 月 有 

10 同上 

東京文化財研究所アソシ

エイトフェロー 島田

潤、学芸部博物館科学課

研究員 渡辺祐基、奈良

国立博物館アソシエイト

フェロー 小峰幸夫、学

芸部博物館科学課長 木

川りか、東京文化財研究

所室長 佐藤嘉則 

New records of Ctenolepisma 
calvum (Ritter, 1910) 
(Zygentoma, Lepismatidae) from 

Japan. 

Biodiversity Data 

Journal 10 

Pensoft 

Publishers 
11 月 有 
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  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

11 同上 
学芸部博物館科学課長 

木川りか 

「変幻自在な菌類の世界：人知れ

ず覇権を握る、すごい生き物」 

『かびと生活』巻頭言、

Vol. 15、no.2 

NPO 法人カビ

相談センター 
12 月 無 

12 同上 
学芸部博物館科学課研究

員 渡辺祐基 

アコースティック・エミッション

による木材害虫の非破壊検出―ケ

ブトヒラタキクイムシの食害を受

けた木製民芸品における一事例― 

『保存科学』62 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 有 

13 同上 

京都大学 藤原裕子、

（公財）日光社寺文化財

保存会 原田正彦、東京

文化財研究所 北原博

之、佐藤嘉則、島田潤、

学芸部博物館科学課長 

木川りか、国立民族学博

物館 日高真吾、京都大

学 藤井義久 

「湿度制御した温風処理による木

造建造物加害甲虫類の殺虫(2) 殺

虫効果の確認と建造物への影響の

検討」 

『保存科学』62 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 有 

14 同上 

東京文化財研究所 小野

寺裕子、島田潤、学芸部

博物館科学課研究員 渡

辺祐基、奈良国立博物館 

小峰幸夫、学芸部博物館

科学課長 木川りか、東

京文化財研究所 佐藤嘉

則 

「マダラシミおよびニュウハクシ

ミに対するベイト剤の殺虫効果」 
『保存科学』62 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 有 

15 同上 

学芸部博物館科学課 

アソシエイトフェロー 

和泉田絢子、研究員 渡

辺祐基、課長 木川りか 

「博物館の展示収蔵空間における

空気環境の管理と対策事例につい

て」 

紀要『東風西声』18 号 
九州国立博物

館 
5 年 3 月 無 

16 同上 
学芸部博物館科学課長 

木川りか 

文化財害虫の新たな殺虫法を模索

する―臭化メチル代替法の取り組

み― 

文化財をしらべる・まも

る・いかす―国立文化財機

構 保存・修復の最前線－ 

アグネ技術セ

ンター 
12 月 無 

17 同上 
学芸部博物館科学課研究

員 渡辺祐基 

木材中に潜む文化財害虫を見つけ

出す―X 線 CT による検出と生態

解析― 

文化財をしらべる・まも

る・いかす―国立文化財機

構 保存・修復の最前線－ 

アグネ技術セ

ンター 
12 月 無 

18 同上 
学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 

博物館で文化財をまもる―九州国

立博物館博物館科学課保存修復室

研究員の日常― 

文化財をしらべる・まも

る・いかす―国立文化財機

構 保存・修復の最前線－ 

アグネ技術セ

ンター 
12 月 無 

19 同上 

筑紫女学園大学 田村史

子、日本大学 中川一

人、学芸部博物館科学課

研究員 渡辺祐基 

東南アジアの金属楽器『ゴング』

に関する体系的研究―その形と音 

『筑紫女学園大学人間文化

研究所年報』33 号 

筑紫女学園大

学人間文化研

究所年報 

8 月 無 

20 同上 
学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 

「首里城跡出土の勾玉と玉材片の

材質と技法について」 

『文化財保存修復学会第 44

回大会研究発表要旨集』 

文化財保存修

復学会 
6 月 無 

21 同上 
学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 

「神領 10 号墳から出土した赤色

顔料について」 

『大隅大崎 神領 10 号墳

の研究Ⅲ』 

鹿児島大学総

合研究博物館 
5 年 3 月 無 

22 同上 
学芸部博物館科学課保存

修復室長 志賀智史 

「首里城跡から出土した勾玉製作

関係資料について」 
紀要『東風西声』18 号 

九州国立博物

館 
5 年 3 月 無 

23 同上 

大西漆芸修復スタジオ 

大西智洋、学芸部博物館

科学課研究員 渡辺祐

基、浦添市美術館 金城

聡子 

黒漆孔雀牡丹唐草沈金食籠の修復

実績と X 線 CT 調査報告 
『浦添市美術館紀要』18 号 

浦添市教育委

員会 教育部 

浦添市美術館 

5 年 3 月 無 

24 同上 
学芸部文化財課長 

白井克也 
加耶の広口壺 紀要『東風西声』18 号 

九州国立博物

館 
5 年 3 月 無 

25 同上 
学芸部博物館科学課  

主任研究員 鷲頭桂 

「玄宗皇帝絵にみる勧戒性―長恨

歌絵を中心に」 

『アジア遊学 271 善を勧

め、悪を戒める―勧戒画の

世界』 

勉誠社 6 月 30 日 無 

26 同上 
学芸部博物館科学課  

主任研究員 鷲頭桂 
「世界史のなかの南蛮美術」 

『美術フォーラム 21』46

号 
醍醐書房 12 月 15 日 有 

27 同上 

学芸部博物館科学課 

アソシエイトフェロー 

瓜生翠 

「月江正印墨蹟 識語」 
『日本歴史』888、口絵解

説 
日本歴史学会 5 月 無 

28 同上 

学芸部博物館科学課 

アソシエイトフェロー 

瓜生翠 

「妙光寺所蔵 元版普寧寺蔵『大

般若経』」 

横内裕人編『対馬の渡来版

経 護り伝える東アジアの

至宝』 

勉誠出版 8 月 無 

29 同上 

学芸部博物館科学課 

アソシエイトフェロー 

瓜生翠 

「萬松院所蔵の朝鮮版経典」 

横内裕人編『対馬の渡来版

経 護り伝える東アジアの

至宝』 

勉誠出版 8 月 無 

30 同上 

学芸部博物館科学課 

アソシエイトフェロー 

瓜生翠 

「多久頭魂神社所蔵高麗版大蔵経

にみる対馬宗氏の蔵経改」 
『歴史学研究』1030 歴史学研究会 12 月 無 
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  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

31 同上 

学芸部博物館科学課 

アソシエイトフェロー 

瓜生翠 

「木版印刷文化財の付着物からみ

る製作痕の観察－重要文化財「多

久頭魂神社高麗版一切経」を例と

して－」 

紀要『東風西声』18 号 
九州国立博物

館 
5 年 3 月 無 

32 同上 

学芸部企画課特別展室長 

川畑憲子、学芸部博物館

科学課研究員 渡辺祐

基、同アソシエイトフェ

ロー 和泉田絢子、同研

究補佐員 田中麻美 

叢梨地牡丹唐草向鶴紋散蒔絵調度

の木地構造について（3）化粧道

具（手箱） 

紀要『東風西声』18 号 
九州国立博物

館 
5 年 3 月 無 

33 同上 
学芸部企画課特別展室長 

川畑憲子 

作品解説、講評（漆芸、金工、人

形、諸工芸） 

第 56 回西部伝統工芸展図

録 
日本工芸会 6 月 無 

 

 

【東京文化財研究所】 50件 

（1）新たな知見の開拓につながる基礎的・探求的な調査研究 17件 
○有形文化財、伝統的建造物群に関する調査研究 6件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
日本東洋美術史の資

料学的研究 

文化財情報資料部研究補

佐員 大谷優紀 

早稲田大学會津八一記念博物館所

蔵「べしみ」面に関する一考察 
『美術研究』439 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 無 

2 同上 

文化財情報資料部日本東

洋美術史研究室長 

小野真由美 

作品紹介 狩野探幽筆 探幽縮図

（梅竹菓子巻） 
『MUSEUM』702 号 

東京国立博物

館 
5 年 2 月 有 

3 
近・現代美術に関する

調査研究と資料集成 

文化財情報資料部 近・

現代視覚芸術研究室研究

員 吉田暁子 

「壺」幻視―新収蔵の岸田劉生

《壺》を契機として― 
『視る』518 号 

京都国立近代

美術館 
5 月 無 

4 

美術作品の様式表現・

制作技術・素材に関す

る複合的研究と公開 

文化財情報資料部研究員

米沢玲、広領域研究室長 

安永拓世 

光明寺所蔵羅漢図について―重層

的な作品理解を目指して― 
『美術研究』437 号 

東京文化財研

究所 
8 月 無 

5 同上 
文化財情報資料部広領域

研究室長 安永拓世 

徳川頼宣の「初陣具足」と「江雪左

文字」―家康が託した思いととも

に― 

『福山城築城 400 年記念協

賛事業 特別展 名刀 江雪

左文字―江雪斎、家康、頼宣

が愛した刀の物語―』 

ふくやま美術

館 
5 年 2 月 無 

6 同上 
文化財情報資料部広領域

研究室長 安永拓世 

「与謝蕪村筆「寒山拾得図」（妙法

寺蔵）再考」 

『妙法寺蔵 与謝蕪村筆 

寒山拾得図 共同研究報告

書』 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 無 

 

○無形文化財、無形民俗文化財等に関する調査及び研究  11件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 1 

重要無形文化財の保

存・活用に資する調査

研究等 

無形文化遺産部無形文化

財研究室 

「楽器を中心とした文化財保存技

術調査報告 6」 

無形文化遺産研究報告 第

17 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

2 2 同上 
無形文化遺産部無形文化

財研究室 

「富本節『山姥』考―東京文化財研

究所所蔵「文化財保存レコード」を

中心にー」 

無形文化遺産研究報告 第

17 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

3 3 同上 
無形文化遺産部無形文化

財研究室 

「【資料紹介】近世染織技法書にお

ける糊の原材料」 

無形文化遺産研究報告 第

17 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

4 4 同上 

無形文化遺産部無形文化

財研究室研究員 

鎌田紗弓・無形文化遺産

部調査研究アシスタント 

齋藤穂歌 

「無形のわざを書き記す：浅田譜

における「作譜」(1)」 

無形文化遺産研究報告 第

17 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

5 5 

重要無形民俗文化財の

保存・活用に資する調

査研究等 

無形文化遺産部無形民俗

文化財研究室長 

久保田裕道 

新型コロナ禍の民俗芸能 日本民俗楽 第 310 号 
民俗芸能刊行

委員会 
5 月 無 

6 6 同上 

無形文化遺産部無形民俗

文化財研究室長 

久保田裕道 

岩村町獅子芝居 民俗芸能 第 100 号 
民俗芸能刊行

委員会 
11 月 無 

7 7 同上 
無形文化遺産部主任研究

員 今石みぎわ 
南西諸島における製糖技術 

無形文化遺産研究報告 第

17 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

8  同上 
無形文化遺産部研究員 

後藤知美 

無形文化遺産の災害リスクの可視

化と防災―防災対策・災害対応の

標準化に向けて― 

無形文化遺産研究報告 第

17 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

9  同上 
無形文化遺産部研究員 

後藤知美 

相互作用を生み出す場としての民

俗文化センター 
まつりは守れるか 八千代出版 4 年 9 月 30 日 無 

10 8 

無形文化遺産保護に関

する研究交流・情報収

集 

文化財情報資料部文化財

情報資料研究室長 二神

葉子 

無形文化遺産の保護に関する第 17

回政府間委員会における議論の概

要と今後の課題 

無形文化遺産研究報告 第

17 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

11 9 同上 
無形文化遺産部音声映像

記録研究室長 石村智 
気候変動と無形文化遺産 

無形文化遺産研究報告 第

17 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 
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(2）科学技術を応用した研究開発の進展等に向けた基盤的な研究 27件 
○文化財の調査手法に関する研究開発の推進 5件 

  研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
文化財情報の分析・活用

と公開に関する調査研究 
副所長 早川泰弘他 

春日権現験記絵の彩色材料調査

（巻十三・巻十四） 

宮内庁三の丸尚蔵館所蔵 

国宝 絹本著色 春日権現験

記絵 巻十三・巻十四 光学

調査報告書 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 無 

2 同上 
文化財情報資料部客員研

究員 山梨絵美子 

「春日権現験記絵」の成立と受容

の変遷 

宮内庁三の丸尚蔵館所蔵 

国宝 絹本著色 春日権現験

記絵 巻十三・巻十四 光学

調査報告書 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 無 

3 同上 
文化財情報資料部専門職

員 城野誠治 
写真によって捉えた情報の考察 

扇面法華経―光学調査報告

書 近紫外線写真・蛍光写

真・近赤外線写真編 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 無 

4 同上 
文化財情報資料部客員研

究員 田中潤 

四天王寺蔵扇面法華経冊子にみる

服飾表現 

扇面法華経―光学調査報告

書 カラー写真編 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 無 

5 同上 副所長 早川泰弘他 

国宝 法華経（久能寺経）の材料調

査 従地涌出品第十五 随喜功徳品

第十八 普賢菩薩勧発品第二十八 

国宝 法華経（久能寺経） 光

学調査報告書 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 無 

 

○文化財の保存修復及び保存技術等に関する調査研究 22件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

文化財生物劣化の分子

生物学的手法による機

構解明と環境調和型対

策 

生物科学研究室長  

佐藤嘉則、アソシエイト

フェロー 島田潤 

文化財害虫の新たな検出法 -DNA

バーコーディングの応用- 
文化財の虫菌害 第 83 号 

文化財虫菌害

研究所 
6 月 26 日 無 

2 同上 
生物科学研究室長 

佐藤嘉則 

分子生物学的手法による文化財害

虫の特定 
月刊文化財 第 709 号 

第一法規株式

会社 
10 月 1 日 無 

3 同上 
アソシエイトフェロー 

島田潤 他 

文化財害虫とその対処-最近のト

ピックを中心に- 
月刊文化財 第 709 号 

第一法規株式

会社 
10 月 1 日 無 

4 同上 

アソシエイトフェロー 

島田潤、生物科学研究室

長 佐藤嘉則 

New records of Ctenolepisma 

calvum (Ritter, 1910) 

(Zygentoma, Lepismatidae) from 

Japan 

Biodiversity Data 

Journal vol.10 

Pensoft 

Publishers 
11 月 3 日 有 

5 同上 
生物科学研究室長 

佐藤嘉則 

持続可能な資料保存における有害

生物管理の諸課題 

国立民族学博物館調査報告
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株式会社遊文

社 
11 月 7 日 有 

6 同上 

生物科学研究室客員研究

員 北原博幸、同室長 

佐藤嘉則、同客員研究員

藤井義久 他 

湿度制御した温風処理による木造

建造物加害甲虫類の殺虫(1) 

温湿度制御性能の評価 

保存科学 第 62 号 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

7 同上 

生物科学研究室客員研究

員 北原博幸、同室長 

佐藤嘉則、アソシエイト

フェロー 島田潤、同客

員研究員 藤井義久 他 

湿度制御した温風処理による木造

建造物加害甲虫類の殺虫（2） 

殺虫効果の確認と建造物への影響

の検討 

保存科学 第 62 号 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

8 同上 

生物科学研究室研究補佐

員 小野寺裕子、アソシ

エイトフェロー島田潤、 

同室長 佐藤嘉則 他 

ベイト剤によるシミの殺虫効果 保存科学 第 62 号 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

9 同上 

生物科学研究室客員研究

員 片山葉子、同室長 

佐藤嘉則、分析科学研究

室長・犬塚将英 他 

虎塚古墳壁画から落下した微小剥

落片の微生物叢解析 
文化財論叢 5 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 無 

10 
文化財の保存環境にか

かる調査研究 

修復技術研究室 研究員 

水谷悦子，客員研究員 

伊庭千恵美，研究補佐員 

相馬静乃，保存環境研究

室長 秋山純子 

博物館・美術館の冬季の空調消費

エネルギー量と間欠運転時の収蔵

庫内環境 

保存科学 第 62 号 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

11 同上 

研究補佐員 相馬静乃，

保存環境研究室長 秋山

純子、佐野千絵 

シャープカットフィルターで短波

長側を遮光した 

光照射によるクルクミン染料の変

退色挙動について 

保存科学 第 62 号 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

12 
文化財の材質・構造・

状態調査に関する研究 

分析科学研究室長 

犬塚将英、同室アソシエ

イトフェロー  紀芝蓮 

他 7 名 

高輪築堤から採取された目地資料

の分析調査 
保存科学 第 62 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

13 同上 

分析科学研究室アソシエ

イトフェロー 紀芝蓮、

同室長 犬塚将英他 4 名 

光明寺所蔵「羅漢図」に使われた彩

色材料 
保存科学 第 62 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

14 
屋外文化財の保存修復

計画に関する調査研究 

修復計画研究室長 

朽津信明他 2 名 

富山市大山地域の恐竜の足跡化石

の経年変化評価 
保存科学 第 62 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

15 同上 
修復計画研究室長 

朽津信明 

文化財としての自然史資料の修復

について 
保存科学 第 62 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

16 
文化財修復と伝統技法

に関する調査研究 

修復材料研究室長 

早川典子 他 

デンプン糊で裏打ちされる文化財

へのα-アミラーゼ適用方法に関

する検討 

保存科学 第 62 号 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

17 同上 
修復材料研究室 研究員 

倉島玲央 他 

硬化乾燥初期における漆塗膜に水

が与える影響 
保存科学 第 62 号 

東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

18 同上 
アソシエイトフェロー 

鳥海秀実 

保存修復専門家(コンサヴァター)

の職業の定義、倫理規程と実務指

針 

保存科学 第 62 号 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

19 同上 
修復材料研究室長 

早川典子 他 

デジタルマイクロスコープによる

3 次元計測値の補正方法について

－繊維実測の精度向上のための事

前検証－ 

保存科学 第 62 号 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

20 
多様な文化財の修復技

術に関する調査研究 

保存科学研究センター研

究員  芳賀文絵、室長 

建石徹 

紙資料の真空凍結乾燥における乾

燥温度と乾湿繰り返しによる状態

の変化について 

保存科学 第 62 号 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

21 同上 

保存科学研究センター研

究員 芳賀文絵、千葉毅、

室長 建石徹 

文化財防災と保存科学の接点と相

互作用 ー修復技術研究室設置に

あたってー 

保存科学 第 62 号 
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

22 

高松塚古墳・キトラ古

墳の恒久的保存に関す

る調査研究 

分析科学研究室長 

犬塚将英 他 10 名 

小型 X 線回折分析装置の開発と高

松塚古墳壁画の彩色材料分析への

適用  

保存科学 第 62 号  
東京文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 有 

 

(3）文化遺産保護に関する国際協働 1件 
○文化遺産保護に関する国際協働の総合的な推進 1件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
アジア諸国等文化遺

産保存修復協力 

文化遺産国際協力センタ

ー客員研究員 山田大樹 

Governance Challenges in Nepal 

After the Gorkha Earthquake, 

in Light of the World Heritage 

Convention 

Post-trauma and the 

Recovery Governance of 

Cultural Heritage 

Springer 12 月 無 

 

(4）文化財に関する情報資料の収集・整備及び調査研究成果の公開・活用 5件 
○調査研究成果の発信 5件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 

専門的アーカイブと

総合的レファレンス

の拡充 

文化財情報資料部長 

江村知子 

失われた寒山拾得像をもとめて−

文化財アーカイブの奇跡 

『寒山拾得図襖絵共同研究

報告書』 

東京文化財研

究所 5 年 3 月 無 

2 同上 
文化財情報資料部研究員

米沢玲 

展覧会評 ブッダのお弟子さん 

教えをつなぐ物語 
『美術研究』438 号 

東京文化財研

究所 5 年 3 月 無 

3 
文化財情報基盤の整

備・充実 

文化遺産国際協力センタ

ー国際情報研究室長 

金井健 

東京文化財研究所所蔵伊藤延男資

料の概要とその特徴 

日本建築学会大会学術講演

梗概集 
日本建築学会 9 月 無 

4 

文化財情報の分析・活

用と公開に関する調

査研究   

文化遺産国際協力センタ

ー アソシエイトフェロ

ー 藤井郁乃 

霧島ジオパークにおける重層的な

地域資源の利活用に関する研究 

令和４年度 霧島ジオパー

ク学術研究支援補助金 実

績報告書 

霧島ジオパー

ク推進連絡協

議会事務局 

5 年 2 月 無 

5 調査研究成果の発信   

文化遺産国際協力センタ

ー アソシエイトフェロ

ー 藤井郁乃、前田康記 

コラム 海域で捉え直す文化遺

産：調査「海域交流ネットワーク

と文化遺産」から見えてきたこと 

『文化遺産の世界 ウェブ

サイト レポート』 

NPO 法人文化

遺産の世界 
12 月 16 日 無 

 

 

【奈良文化財研究所】157件 

（1）新たな知見の開拓につながる基礎的・探求的な調査研究 86件 
○有形文化財、伝統的建造物群に関する調査研究 7件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
歴史的建造物および伝

統的建造物群の保存・修

復・活用の実践的研究 

文化遺産部建造物研究室

長 大林潤 

松江市内社寺建築の特質―松江市

内社寺建築悉皆調査より― 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 無 

2 
同上 

都城発掘調査部主任研究

員 鈴木智大 

高野山の近世建築における古代・

中世建築の継承 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 無 

3 
同上 

都城発掘調査部研究員 

福嶋啓人 

地形と伝統的町割りの連関―佐渡

市小木町を事例として― 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 無 

4 
同上 

都城発掘調査部研究員 

山崎有生 

生駒市における歴史的建造物悉皆

調査について 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

5 
同上 

文化遺産部建造物研究室

長 大林潤 

松江神社の造営大工と松江藩御大

工について 

文化財論叢Ⅴ 奈良文化財

研究所創立 70 周年記念論文

集 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 無 

6 
近畿を中心とする古寺

社等所蔵の歴史資料等

に関する調査研究 

文化遺産部歴史研究室ア

ソシエイトフェロー 橘

悠太 

仁和寺御経蔵聖教の形成と展開 

文化財論叢Ⅴ 奈良文化財

研究所創立 70 周年記念論文

集 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 無 

7 
同上 

文化遺産部歴史研究室長 

吉川聡 

平城京・宮のあとの断章―奈良文

化財研究所の敷地から― 

文化財論叢Ⅴ 奈良文化財

研究所創立 70 周年記念論文

集 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 無 

 

○記念物、文化的景観、埋蔵文化財に関する調査研究 79件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 
掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
我が国の記念物に関

する調査研究(遺跡等

整備) 

文化遺産部長 内田和伸 

宮跡顕彰に対する国家的な動き―

第 13 回貴族院議会「御歴世宮阯保

表ノ建議」ほか 

未来につなぐ平城宮跡―保

存運動のあけぼの― 平城

宮跡資料館図録 

奈良文化財

研究所 
4 月 無 

2 
同上 文化遺産部長 内田和伸 

史蹟名勝天然紀念物保存法と山田

寺跡の史跡指定 

『特別史跡山田寺 史跡指

定一〇〇年』 

奈良文化財

研究所 
6 月 無 

3 
同上 文化遺産部長 内田和伸 歴史的建造物の復元 造園大百科事典 朝倉書店 7 月 1 日 無 

4 
同上 文化遺産部長 内田和伸 建造物の修理・整備・防災 造園大百科事典 朝倉書店 7 月 1 日 無 

5 
同上 文化遺産部長 内田和伸 史跡等の整備・復旧・復元・防災 造園大百科事典 朝倉書店 7 月 1 日 無 

6 
同上 

文化遺産部景観研究室長 

中島義晴 
登録紀念物 造園大百科事典 朝倉書店 7 月 1 日 無 

7 
同上 

文化遺産部景観研究室長 

中島義晴 

近代の庭園・公園等に関する調査研

究/名勝に関する全国的な調査 
造園大百科事典 朝倉書店 7 月 1 日 無 

8 同上 文化遺産部長 内田和伸 特別史跡平城宮跡の初期の整備 

のこった奇跡のこした軌跡

―未来につなぐ平城宮跡― 

平城宮跡資料館図録 

奈良文化財

研究所 
10 月 1 日 無 

9 同上 文化遺産部長 内田和伸 
近世城跡から移築された城郭建築

遺構の保存・活用について 

移築された遺跡由来の遺構

および石造物の現状と課題 

令和３年度 遺跡整備・活用

研究集会報告書  

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 20 日 無 

10 同上 文化遺産部長 内田和伸 
奈良市内の近代庭園における古材

利用 

移築された遺跡由来の遺構

および石造物の現状と課題 

令和３年度 遺跡整備・活用

研究集会報告書 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 20 日 無 

11 同上 文化遺産部長 内田和伸 
移築・移設された遺跡由来の遺構お

よび石造物について 

移築された遺跡由来の遺構

および石造物の現状と課題 

令和３年度 遺跡整備・活

用研究集会報告書 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 20 日 無 

12 平城宮・京の発掘調査 
都城発掘調査部考古第三

研究室長 今井晃樹ほか 

平城宮東方官衙地区の調査 ー第

621 次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

13 同上 
都城発掘調査部遺構研究

室研究員 山崎有生ほか 

平城宮東院地区の調査 ー第 633

次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

14 同上 
都城発掘調査部史料研究

室研究員 垣中健志ほか 
平城宮西北部の調査 ー第 642 次 奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

15 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 小田裕樹ほか 

平城京左京三条一坊十五坪の調査 

第 635 次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

16 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 山本祥隆ほか 

平城京左京一条二坊十五坪の調査 

第 638・639 次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

17 同上 
都城発掘調査部遺構研究

室研究員 目黒新悟 
興福寺東金堂院の調査 第 640 次 奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

18 同上 

都城発掘調査部考古第一

研究室研究員 浦蓉子ほ

か 

平城京左京三条四坊十坪の調査 

第 641 次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

19 同上 
埋蔵文化財センター主任

研究員 村田泰輔ほか 

興福寺鐘楼出土白色薄片の材料分

析 第 625 次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

20 

東大寺東塔復元案作

成にかかる調査研究

業務 

都城発掘調査部遺構研究

室研究員 目黒新悟 

大仏殿の検討を踏まえた組物と軒

の復元 ー東大寺東塔の復元研究

5ー 

奈良文化財研究所紀要 2022 
奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

21 同上 

都城発掘調査部遺構研究

室アソシエイトフェロー 

山本光良ほか 

仏壇の検討 ー東大寺東塔の復元

研究 6ー 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

22 
平城宮・京跡出土遺

物・遺構の調査・研究 

都城発掘調査部考古第二

研究室長 神野恵 
平城京出土の唐の白磁 奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

23 同上 
国学院大学 青木敬（客員

研究員） 

押捺位置からみた「美濃国」「美濃」

刻印須恵器 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 
掲載 

年月日 

査読

有無 

24 同上 

都城発掘調査部考古第三

研究室長 今井晃樹・同

考古第二研究室長 林正

憲 

平城京・藤原京出土軒瓦の新種につ

いて 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

25 同上 
企画調整部展示企画室長 

岩戸晶子 

3 次元モデルを活用した法隆寺所

用古代鬼瓦の復元 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

26 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 小田裕樹ほか 

平城宮東院築出土土器および土壌

の残存脂質分析 ー第 593・633 次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

27 同上 
都城発掘調査部考古第三

研究室長 今井晃樹 

昭和 38 年一条院調査出土の古代瓦 

第 17－1 次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

28 同上 
企画調整部展示企画室長 

岩戸晶子 

薬師寺出土資料から見る近代史の

一側面 第 88－21・103-23・500 次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

29 同上 

都城発掘調査部考古第一

研究室研究員 浦蓉子ほ

か 

平城宮・京出土木質遺物の樹種 第

440・524 次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

30 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 小田裕樹 
平城宮・京出土の遊戯具（２） 奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

31 

飛鳥・藤原京跡出土遺

物・遺構に関する調査

研究等 

埋蔵文化財センター年代

学研究室長 星野安治・都

城発掘調査部考古第一研

究室長 廣瀬覚・副所長 

高妻洋成ほか 

藤原京左京六条三坊出土曲物円板

の年輪年代測定 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

32 同上 

都城発掘調査部考古第三

研究室研究員 岩永玲・同

考古第一研究室長 廣瀬

覚・同考古第一研究室研究

員 谷澤亜里・埋蔵文化財

センター主任研究員 村

田泰輔・上中央子（客員研

究員） 

藤原宮大極殿院―第 208 次 奈良文化財研究所紀要 2022 
奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

33 同上 

都城発掘調査部考古第三

研究室長 林正憲・埋蔵文

化財センター長 金田明

大 

日高山瓦窯の調査―第 207-3 次 奈良文化財研究所紀要 2022 
奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

34 同上 

都城発掘調査部主任研究

員 山藤正敏・同主任研究

員 鈴木智大・同考古第三

研究室研究員 道上祥武・

埋蔵文化財センター主任

研究員 村田泰輔・同セン

ター長 金田明大ほか 

大官大寺南方の調査―第 206 次 奈良文化財研究所紀要 2022 
奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

35 同上 
都城発掘調査部考古第一

研究室研究員 松永悦枝 
石神遺跡東方の調査―第 209 次 奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

36 同上 特任研究員 玉田芳英 
飛鳥・藤原地域出土の墨書土器・刻

書土器（１） 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 有 

37 同上 

片山健太郎（埼玉県立歴史

と民族の博物館）・都城発

掘調査部主任研究員 田

村朋美 

飛鳥・藤原地域出土の馬具・帯金具 奈良文化財研究所紀要 2022 
奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

38 同上 上中央子（客員研究員） 
大官大寺南方 SD4590 の大型植物遺

体群 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

39 同上 

尾野善裕（京都国立博物

館）・都城発掘調査部考古

第二研究室長 森川実・大

澤正吾（文化庁） 

石神遺跡土坑 SK1150 出土の土器 奈良文化財研究所紀要 2022 
奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

40 同上 

都城発掘調査部主任研究

員 山藤正敏・同史料研究

室長 山本崇 

石神遺跡 SD1347A 出土の土器群・木

簡―石神遺跡第 14・15 次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

41 同上 

藤間温子（客員研究員）・

都城発掘調査部史料研究

室長 山本崇 

飛鳥池遺跡出土削屑の再釈読―第

84 次ほか 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

42 同上 
都城発掘調査部副部長 

清野孝之 

川原寺式軒丸瓦 601 型式Ｃ種の同

笵瓦の検討 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財

研究所 
6 月 30 日 無 

43 同上 
都城発掘調査部副部長 

清野孝之 

都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）

のこの 10 年と展望 
月刊文化財 705 号 

第一法規出

版 
4 年 6 月 無 

44 同上 
都城発掘調査部副部長 

清野孝之 
山田寺の歴史と発掘調査 

特別史跡山田寺跡 史跡指

定 100 年 

奈良文化財

研究所 
10 月 無 

45 同上 
都城発掘調査部考古第一

研究室長 廣瀬覚 

壁画古墳・高松塚古墳の調査成果と

その意義 

上野三碑の時代 令和 4年度

群馬県立歴史博物館第 107

回企画展 

群馬県立歴

史博物館 
10 月 無 

46 同上 
都城発掘調査部考古第一

研究室長 廣瀬覚 

高松塚古墳の出土品（奈文研ギャラ

リー77） 
奈文研ニュース No.85 

奈良文化財

研究所 
6 月 無 

47 同上 
都城発掘調査部考古第一

研究室研究員 松永悦枝 

石神遺跡東方の調査（飛鳥藤原第

209 次） 
奈文研ニュース No.85 

奈良文化財

研究所 
6 月 無 

48 同上 
都城発掘調査部考古第三

研究室研究員 道上祥武 

藤原宮大極殿院の調査（飛鳥藤原第

210 次） 
奈文研ニュース No.86 

奈良文化財

研究所 
9 月 無 

49 同上 
都城発掘調査部史料研究

室長 山本崇 
但馬出土文字資料集成の刊行 奈文研ニュース No.87 

奈良文化財

研究所 
12 月 無 

50 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 若杉智宏 

奥山廃寺の調査（飛鳥藤原第 211-6

次） 
奈文研ニュース No.87 

奈良文化財

研究所 
12 月 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 
掲載 

年月日 

査読

有無 

51 同上 
都城発掘調査部考古第一

研究室研究員 谷沢亜里 

石神遺跡東方の調査（飛鳥藤原第

212 次） 
奈文研ニュース No.88 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

52 同上 
都城発掘調査部考古第三

研究室研究員 岩永玲 

藤原宮大極殿院 飛鳥藤原第 208

次調査 
飛鳥の考古学 2022 

奈良文化財

研究所 
5 年 1 月 無 

53 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 山藤正敏 
大官大寺南方 第 206 次調査 飛鳥の考古学 2022 

奈良文化財

研究所 
5 年 1 月 無 

54 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 山藤正敏 

石神遺跡 SD1347 出土の土器群 石

神遺跡（第 14 次） 
飛鳥の考古学 2022 

奈良文化財

研究所 
5 年 1 月 無 

55 同上 
都城発掘調査部考古三研

究室研究員 岩永玲 
藤原宮大極殿院の調査 条里制・古代都市研究 38 

条里制・古代

都市研究会 
5 年 3 月 無 

56 同上 
都城発掘調査部考古第一

研究室長 廣瀬覚 

藤原宮中枢部の構造ー大極殿院を

中心に 
考古学ジャーナル 778 号 

ニューサイ

エンス社 
5 年 2 月 無 

57 同上 
都城発掘調査部考古第一

研究室長 廣瀬覚 
山田寺伽藍配置計画の再検討 文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

58 同上 
都城発掘調査部考古第三

研究室研究員 岩永玲 

藤原宮大極殿院北部の造営過程に

関する一検討 
文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

59 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 若杉智宏 
甘樫丘東麓遺跡と乙巳の変 文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

60 同上 
都城発掘調査部副部長 

清野孝之 
飛鳥・藤原地域の川原寺式軒丸瓦 文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

61 同上 
都城発掘調査部長 箱崎

和久 

飛鳥池遺跡出土建築部材の建築史

的意義 
文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

62 同上 
都城発掘調査部考古第一

研究室研究員 浦蓉子 
藤原宮・京出土の紡織具 文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

63 同上 特任研究員 玉田芳英 藤原宮造営に関する覚書 文化財論叢Ⅴ 
奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

64 同上 
飛鳥資料館学芸室長 石

橋茂登 

キトラ古墳・高松塚古墳壁画につい

ての覚書 
文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

65 同上 
都城発掘調査部考古第三

研究室研究員 道上祥武 
「藤原宮」後 文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

66 同上 
都城発掘調査部史料研究

室長 山本崇 

日付のある木簡考－木簡からみた

古代の休日－ 
文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

67 同上 
都城発掘調査部考古第三

研究室研究員 田中龍一 

平安時代における川原寺の瓦生産

―軒平瓦の分析を中心に― 
文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

68 同上 

企画調整部国際遺跡研究

室アソシエイトフェロー 

村上夏希・都城発掘調査部

考古第二研究室長 森川

実・企画調整部国際遺跡研

究室長 庄田慎矢 

石神遺跡井戸 SE800 出土土器付着

炭化物の残存脂質分析 
文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

69 

東アジアにおける工

芸技術及び飛鳥時代

の建築遺物等の研究 

飛鳥資料館学芸室長 石

橋茂登 

キトラ古墳・高松塚古墳壁画につい

ての覚書 
文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

70 

文化的景観及びその

保存・活用に関する調

査研究 

文化遺産部景観研究室長 

中島義晴他 

『整備基本計画の策定から整備へ』

に関するアンケートの集計結果 

第 46回全国遺跡環境整備会

議資料集 

第 46 回全国

遺跡環境整

備会議実行

委員会 

10 月 20 日 無 

71 同上 
文化遺産部景観研究室長 

中島義晴 
歴史的な庭園の修復事業の具体例 文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財

研究所 
5 年 3 月 無 

72 同上 
文化遺産部景観研究室長 

中島義晴 

阿佐家住宅・箸蔵寺本坊の庭園およ

び徳島県域の類例 

吉野川支流域名勝調査報告

書 

三好市教育

委員会 
5 年 3 月 無 

73 同上 
文化遺産部景観研究室長 

中島義晴 

高松塚古墳壁画男子女子群像「乾

拓」体験イベント 
奈文研ニュース No.87 

奈良文化財

研究所 
5 年 1 月 無 

74 同上 
文化遺産部景観研究室長 

中島義晴 
高松塚古墳の仮整備と公開活用 

第 14回東京講演会講演資料

集 

奈良文化財

研究所 
10 月 22 日 無 

75 同上 
文化遺産部景観研究室長 

中島義晴 
歴史的庭園の修復 造園大百科事典 朝倉書店 7 月 1 日 無 

76 

全国の埋蔵文化財に

関する基盤的な調査

研究 

埋蔵文化財センター主任

研究員 村田泰輔 

The Construction of the 

Historical Disaster Evidence 

Database and its Effectiveness. 

JDR Vol.17 
富士技術出

版株式会社 
4 月 有 

77 同上 
都城発掘調査部主任研究

員 小田裕樹ほか 
古代集落の構造と変遷 

第 25回古代官術・集落研究

会報告書 

奈良文化財

研究所 
12 月 16 日 無 

78 

古代官衙・集落遺跡に

関する研究集会の開

催及び報告書刊行 

都城発掘調査部史料研究

室研究員 垣中健志 
文献史料から見た古代集落 

『第 25回古代官衙・集落研

究会報告書 古代集落の構

造と変遷 2』（奈良文化財研

究所研究報告 36 冊） 

奈良文化財

研究所 
12 月 16 日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 
掲載 

年月日 

査読

有無 

79 
水中文化遺産に関す

る調査研究 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室研究員・柳

田明進、同室長・脇谷草一

郎、副所長・髙妻洋成ほか

6 名 

“Black Spots”の正体は何か？ —

還元性硫黄化合物が展示時の銅製

遺物の劣化に及ぼす影響 

日本文化財科学会第 39回大

会要旨集 

日本文化財

科学会 
9 月 10 日 無 

 

 

(2）科学技術を応用した研究開発の進展等に向けた基盤的な研究 39件 
○文化財の調査手法に関する研究開発の推進 13 件 

 研究テーマ 発表者（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 
掲載 

年月日 

査読

有無 

1 年輪年代学研究 
埋蔵文化財センター年代

学研究室長 星野安治 
旧森川家住宅古材の年輪年代調査 奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 無 

2 同上 

埋蔵文化財センター年代

学研究室長 星野安治ほ

か 

藤原京左京六条三坊出土曲物円板

の年輪年代測定 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 無 

3 同上 

埋蔵文化財センター年代

学研究室長 星野安治ほ

か 

平城宮・京出土木質遺物の樹種－

第 440・524 次 
奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 無 

4 同上 
埋蔵文化財センター年代

学研究室長 星野安治 

正倉院聖語蔵（旧尊勝院経蔵）の

年輪年代 
正倉院紀要 45 

宮内庁正倉院

事務所 
5 年 3 月 31 日 無 

5 同上 

埋蔵文化財センター年代

学研究室長 星野安治ほ

か 

靏尾遺跡出土木製品類の樹種同

定・年輪年代測定 
京都府遺跡調査報告集 

京都府埋蔵文

化財調査研究

センター 

5 年 3 月 31 日 無 

6 同上 

埋蔵文化財センター年代

学研究室長 星野安治ほ

か 

木津川河床遺跡出土井戸枠部材・

木製品類の樹種同定・年輪年代測

定 

京都府遺跡調査報告集 

京都府埋蔵文

化財調査研究

センター 

5 年 3 月 31 日 無 

7 同上 
埋蔵文化財センター年代

学研究室長 星野安治 

仁和寺塔中蔵聖教箱の年輪年代学

的検討 
文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 31 日 無 

8 同上 
埋蔵文化財センター年代

学研究室長 星野安治 
年輪年代調査 法隆寺金堂古材調査報告書 法隆寺 5 年 3 月 31 日 無 

9 
動植物遺存体の分析

方法の研究開発 

埋蔵文化財センター環境

考古学研究室長 山崎健 
古代（飲食と考古学） 季刊考古学 159 雄山閣 5 月 1 日 無 

10 同上 
埋蔵文化財センター環境

考古学研究室長 山崎健 
モモ核に認められたネズミの食痕 奈良文化財研究所紀要 2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 有 

11 同上 

埋蔵文化財センター環境

考古学研究室長 山崎健

ほか 

魚類遺存体からみた縄文海洋進出

史（東北～東海地方） 
季刊考古学 161 雄山閣 11 月 1 日 無 

12 同上 
埋蔵文化財センター環境

考古学研究室長 山崎健 
学際領域研究の動向 日本考古学年報 74 

日本考古学協

会 
12 月 5 日 無 

13 同上 
埋蔵文化財センター環境

考古学研究室長 山崎健 
西大寺食堂院出土の動物遺体 再現古代寺院の食事 吉川弘文館 5 年 3 月 31 日 無 

 

 

○文化財の保存修復及び保存技術等に関する調査研究 26件 

  研究テーマ 発表者（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 
掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
考古遺物の保存処理

法に関する調査研究 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎、同研究員・松田

和貴、同研究員・柳田明

進、都城発掘調査部主任

研究員・田村朋美、副所

長・髙妻洋成ほか 4 名 

トレハロース処理法の寸法安定性

に関する考察１ ‐接触角から推

定される結晶形態による検討‐ 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

2 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室アソシエ

イトフェロー・楊曼寧、

同研究員・柳田明進、同

室長・脇谷草一郎ほか 1

名 

出土銅製品に施された漆塗膜の剥

離メカニズムの検討（その１） 

―カールした塗膜とその金属下地

の状態把握― 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

3 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室研究員・

松田和貴、同室長・脇谷

草一郎、副所長・髙妻洋

成 

溶媒蒸発速度の制御による水浸出

土木製遺物の保存処理における薬

剤含浸の効率化（その３） 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

4 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室研究員・

柳田明進 

鉄製遺物の腐食から考える展示・

保管時の適切な環境条件 
金属 93 号 

アグネ技術セ

ンター 
3 年 2 月 25 日 無 
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  研究テーマ 発表者（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 
掲載 

年月日 

査読

有無 

5 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室研究員・

柳田明進、都城発掘調査

部（平城地区）・浦蓉子

ほか 3 名 

平城宮・京出土鉄製遺物の腐食に

及ぼす埋蔵環境の影響─ 埋蔵時

における鉄製遺物内部への塩化物

塩集積に関する検討 ─ 

文化財論叢Ⅴ 
奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 無 

6 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室研究員・

松田和貴 

出土木製遺物の保存処理の効率化

をめざした新たな薬剤含浸法の検

討 

文化財論叢Ⅴ 
奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 無 

7 

遺構の安定した保存

のための維持管理方

法に関する調査研究 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎、同研究員・柳田

明進、副所長・髙妻洋成

ほか 4 名 

「屋外文化財の保存－環境調整に

よる遺跡現地保存法の一考察－」 
『月刊文化財』（703 号） 第一法規 4 月 無 

8 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎、同研究員・柳田

明進、副所長・髙妻洋成

ほか 4 名 

特別名勝一乗谷朝倉氏庭園の景石

保存に関する研究 ー周辺環境が

景石の劣化におよぼす影響ー 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

9 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎、同研究員・柳田

明進、副所長・髙妻洋成

ほか 4 名 

博物館内における遺構の展示手法

と周辺環境の最適化に関する研究 

－遺構展示室内の環境調査と遺構

の埋戻し方法の検討－ 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

10 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎、同研究員・柳田

明進、副所長・髙妻洋成

ほか 1 名 

史跡名勝瑞泉寺庭園における庭石

の風化状況に関する調査 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

11 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎、同保存修復科学

研究室客員研究員・小椋

大輔 ほか 2 名 

歴史的煉瓦造建築物の塩類風化対

策に関する研究 ―塩を含む材料

中の含水率、塩濃度の測定方法と

電気的脱塩方法に関する基礎的検

討―  

日本建築学会近畿支部研究

発表会梗概 

日本建築学会

近畿支部 
6 月 25 日 無 

12 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎、同保存修復科学

研究室客員研究員・小椋

大輔 ほか 3 名 

文化財資料の変形・損傷予測に基

づいた保存環境の制御方法の検討 

―法隆寺金堂飛天壁画の下地材料

を対象とした湿潤時のひずみの測

定  

日本建築学会近畿支部研究

発表会梗概 

日本建築学会

近畿支部 
6 月 25 日 無 

13 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎ほか 1 名 

同一石材で造られた石棺の劣化状

態および保存環境の比較による乾

湿繰り返しによる石材劣化メカニ

ズムの検討 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

14 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎、同保存修復科学

研究室客員研究員・小椋

大輔 ほか 2 名 

蛍光 X 線を用いた多孔質材料表面

近傍の塩濃度分析手法の検討 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

15 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎、同保存修復科学

研究室客員研究員・小椋

大輔 ほか 3 名 

法隆寺金堂飛天壁画の模擬下地材

料を対象とした湿潤・乾燥時のひ

ずみの測定 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

16 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎ほか 2 名 

全天空写真による日射が石造文化

財に及ぼす影響の推定 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

17 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室長・脇谷

草一郎、同研究員・柳田

明進 ほか 2 名 

博物館内における遺構の展示手法

と周辺環境の最適化に関する研究 

－遺構展示室内における遺構の展

示環境の調査－ 

一乗谷朝倉氏遺跡資料館紀

要 2021 

福井県立一乗

谷朝倉氏遺跡

博物館 

9 月 10 日 無 

18 

考古遺物を中心とし

た文化財の材質調査

に関する調査研究 

都城発掘調査部主任研究

員田村朋美ほか 6 名 

ブハラオアシス出土のガラス製遺

物の Sr 同位体比分析 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

19 同上 
都城発掘調査部主任研究

員田村朋美ほか 6 名 

ウズベキスタン・ブハラオアシス

内遺跡から出土した初期イスラー

ムガラスの化学分析 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

20 同上 
都城発掘調査部主任研究

員田村朋美ほか 2 名 

猪ノ鼻(1)遺跡出土玉類等の

XRF、ESR、XRD による非破壊分析 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

21 同上 
都城発掘調査部主任研究

員田村朋美ほか 6 名 

和泉・塔塚古墳出土遺物調査報告

（３）―大阪市立美術館旧保管資

料を中心として― 

同志社大学歴史資料館館報

第 25 号 

同志社大学歴

史資料館 
5 年 2 月 20 日 無 
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  研究テーマ 発表者（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 
掲載 

年月日 

査読

有無 

22 同上 
都城発掘調査部主任研究

員田村朋美ほか 2 名 
ミャンマー産陶器の化学分析 東南アジア考古学第 42 号 

東南アジア考

古学会 
5 年 2 月 25 日 無 

23 同上 
都城発掘調査部主任研究

員田村朋美 

Sr 同位体比分析による日本列島

出土ガラスの産地に関する考察 
文化財論叢Ⅴ 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 無 

24 
古墳壁画の恒久的保

存に関する調査研究 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室研究員・

柳田明進、同室長・脇谷

草一郎、副所長・髙妻洋

成ほか 5 名 

Deterioration Tests Using 

Simulated Tumulus to Evaluate 

In Situ Preservation of Metal 

Artifacts in a Stone Chamber 

Metal2022 PROCEEDINGS OF 

THE INTERIM MEETING OF 

THE ICOM-CC METALS 

WORKING GROUP 

ICOMーCC and 

the National 

museum of 

finland 

9 月 10 日 無 

25 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室アソシエ

イトフェロー・松野美由

樹、同保存修復科学研究

室長・脇谷草一郎ほか 1

名 

ガランドヤ２号墳における緑色生

物に関する報告 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

26 同上 

埋蔵文化財センター保存

修復科学研究室客員研究

員・中田愛乃、都城発掘

調査部主任研究員・田村

朋美、保存修復科学研究

室長・脇谷草一郎、同研

究員・柳田明進、都城発

掘調査部飛鳥藤原地区考

古第一研究室長・ 廣瀬

覚, 飛鳥資料館学芸室

長・石橋茂登ほか 5 名 

高松塚古墳から出土した棺金具の

付着物質に関する分析 

日本文化財科学会第 39 回

大会要旨集 

日本文化財科

学会 
9 月 10 日 無 

 

(3）文化遺産保護に関する国際協働 7件 
○文化遺産保護に関する国際協働の総合的な推進 7 件 

  研究テーマ 発表者（職名・名前） 論文テーマ 掲載誌名 発行元 
掲載 

年月日 

査読

有無 

1 
文化遺産保護に関す

る国際協働 

企画調整部国際遺跡研究

室長 庄田慎矢 他 

The importance of wild 

resources as a reflection of 

the resilience and changing 

nature of early agricultural 

systems in East Asia and 

Europe 

Frontiers in Ecology and 

Evolution 
Frontiers 10 月 26 日 有 

2 同上 
企画調整部国際遺跡研究

室長 庄田慎矢 他 

Bayesian analyses of direct 

radiocarbon dates reveal 

geographic variations in the 

rate of rice farming dispersal 

in prehistoric Japan 

Science Advances 

American 

Association 

for the 

Advancement 

of Science 

4 月 有 

3 同上 
企画調整部国際遺跡研究

室長 庄田慎矢 他 

Отпечатки проса 

на керамике 

раннего 

железного века 

из кургана 

Тортоба в 

Западном 

Казахстане 

Қазақстан 

археологиясы 

Инстит

ут 

археол

огии 

им. А. Х. 

Маргул

ана 

12 月 19 日 有 

4 同上 
企画調整部国際遺跡研究

室長 庄田慎矢 他 

平城宮東院地区出土土器および土

壌の残存脂質分析 

奈良文化財研究所紀要 

2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 無 

5 同上 
企画調整部国際遺跡研究

室長 庄田慎矢 他 

古代遺跡出土の磨痕石に遺された

残存脂質 

奈良文化財研究所紀要 

2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 無 

6 同上 
企画調整部国際遺跡研究

室長 庄田慎矢 他 

混合モデルを用いた土器残存脂質

における植物質食料の寄与度の評

価 

中国新石器時代文明の探求 六一書房 5 年 3 月 20 日 無 

7 同上 
企画調整部国際遺跡研究

室長 庄田慎矢 他 

Lipid residues in ancient 

pastoralist pottery from 

Kazakhstan reveal regional 

differences in cooking 

practices 

Frontiers in Ecology and 

Evolution 
Frontiers 11 月 10 日 有 

 

(4）文化財に関する情報資料の収集・整備及び調査研究成果の公開・活用 25件 
○調査研究成果の発信 0件 

○文化財情報基盤の整備・充実 25件 

 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

1 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 

SNS 等を活用したオープンな情報

発信 

令和 3 年度小豆島大坂城石

垣石丁場調査概報 

小豆島石丁場

調査団 
5 月 31 日 無 
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 研究テーマ 
発表者 

（職名・名前） 
論文テーマ 掲載誌名 発行元 

掲載 

年月日 

査読

有無 

2 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 
小瀬原石丁場の文字刻印  

令和 3 年度小豆島大坂城石

垣石丁場調査概報 

小豆島石丁場

調査団 
5 月 31 日 無 

3 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 
小瀬原石丁場における水中調査  

令和 3 年度小豆島大坂城石

垣石丁場調査概報 

小豆島石丁場

調査団 
5 月 31 日 無 

4 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 

3D データを活用した石垣石材刻印

の検出法 

奈良文化財研究所紀要

2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 無 

5 同上 
企画調整部アソシエイト

フェロー吴 修喆 

科学技術社会論の視点からみる文

化財多言語化ー多言語化木簡リー

フレットのプロデュースを例にー 

奈良文化財研究所紀要

2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 無 

6 同上 
企画調整部アソシエイト

フェロー扈 素妍 

韓国における文化財用語 醇化に

関する断想概要 

奈良文化財研究所紀要

2022 

奈良文化財研

究所 
6 月 30 日 無 

7 同上 

企画調整部主任研究員 

高田祐一、企画調整部ア

ソシエイトフェロー

Peter Yanase、 Franco 

Niccolucci 

Integrating the Japanese 

Archaeological Dataset into 

the ARIADNEplus Data 

Infrastructure 

Digital Humanities 2022: 

Conference Abstracts 

DH2022 Local 

Organizing 

Committee 

7 月 31 日 有 

8 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 

スマホ LiDAR による文化財調査―

ワークフロー確立に向けた基礎整

理― 

奈良文化財研究所研究報

告 : デジタル技術による 

文化財情報の記録と利活用 

5 

奈良文化財研

究所 
5 年 1 月 31 日 無 

9 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 

文化財 3Dモデルをインターネット

で公開する―歴史系博物館・埋蔵

文化財センター等の sketchfab 開

設状況― 

奈良文化財研究所研究報

告 : デジタル技術による 

文化財情報の記録と利活用 

5 

奈良文化財研

究所 
5 年 1 月 31 日 無 

10 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 

3D 技術を活用した石材刻印の可視

化手法―CloudCompare で見えない

線刻を鮮明化する 

奈良文化財研究所研究報

告 : デジタル技術による 

文化財情報の記録と利活用 

5 

奈良文化財研

究所 
5 年 1 月 31 日 無 

11 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 

SNS 利用で効果的に情報発信力を

強化する―歴史系博物館・埋蔵文

化財センター等の Twitter 開設状

況― 

奈良文化財研究所研究報

告 : デジタル技術による 

文化財情報の記録と利活用 

5 

奈良文化財研

究所 
5 年 1 月 31 日 無 

12 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 

学生座談会「コロナ禍は、学生の文

献収集活動にどう影響を与えた

か？ 次世代の調査研究環境のあ

り方を考える」 

奈良文化財研究所研究報

告 : デジタル技術による 

文化財情報の記録と利活用 

5 

奈良文化財研

究所 
5 年 1 月 31 日 無 

13 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 

2022 年度数字で見る全国遺跡報告

総覧 

奈良文化財研究所研究報

告 : デジタル技術による 

文化財情報の記録と利活用 

5 

奈良文化財研

究所 
5 年 1 月 31 日 無 

14 同上 
企画調整部アソシエイト

フェロー吴 修喆 

文化財を「翻訳」する（三）：練習

問題と参考資料 
文化財多言語化研究報告 3 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 17 日 無 

15 同上 
企画調整部アソシエイト

フェロー扈 素妍 

「文化財」から「国家遺産」へ：韓

国における文化遺産体制の変化 
文化財多言語化研究報告 3 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 17 日 無 

16 同上 
企画調整部アソシエイト

フェロー扈 素妍 

韓国における「都城」の英訳考：

UNESCO 世界文化遺産の ICOMOS 評

価書を中心に 

文化財多言語化研究報告 3 
奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 17 日 無 

17 同上 
企画調整部アソシエイト

フェローPeter Yanase 

文化財多言語化のための Python入

門：韓国語の形態素解析 
文化財多言語化研究報告 3 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 17 日 無 

18 同上 
企画調整部アソシエイト

フェロー吴 修喆 

文化財中訳スタイル・マニュアル：

約物編 
文化財多言語化研究報告 3 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 17 日 無 

19 同上 
企画調整部アソシエイト

フェロー扈 素妍 

文化財韓訳スタイル・マニュアル：

約物編 
文化財多言語化研究報告 3 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 17 日 無 

20 同上 
企画調整部アソシエイト

フェローPeter Yanase 

文化財多言語化のための英文タイ

ポグラフィ入門 
文化財多言語化研究報告 3 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 17 日 無 

21 同上 

企画調整部アソシエイト

フェローPeter Yanase、

Rebekah Harmon 

文化財英訳スタイル・マニュアル

（英語版） 
文化財多言語化研究報告 3 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 17 日 無 

22 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 

日本の遺跡情報を国際連携する：

ARIADNE と SEADDA 
文化財多言語化研究報告 3 

奈良文化財研

究所 
5 年 3 月 17 日 無 

23 

文化財情報のデジタ

ルアーカイブに関す

る実践研究 

企画調整部主任研究員 

高田 祐一、武内 樹治 

日本全国における文化財オープン

データの現状と課題 
デジタルアーカイブ学会誌 

デジタルアー

カイブ学会 
5 月 6 日 有 

24 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 

日本考古学協会セッションアフタ

ートーク「考古学・埋蔵文化財情報

のオープン化のなぜ？誰が？どう

やって？」」— 

奈良文化財研究所研究報

告 : デジタル技術による 

文化財情報の記録と利活用 

5 

奈良文化財研

究所 
5 年 1 月 31 日 無 

25 同上 
企画調整部主任研究員 

高田 祐一 

デジタル時代の発掘調査報告書の

あり方―オンライン 3D 報告書を

考える― 

奈良文化財研究所研究報

告 : デジタル技術による 

文化財情報の記録と利活用 

5 

奈良文化財研

究所 
5 年 1 月 31 日 無 

 

【アジア太平洋無形文化遺産研究センター】 0件 
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